


[image: ]
















冷徹なカレは溺甘オオカミ


春川メル












目次




冷徹なカレは溺甘オオカミ


序章は会議室にて

始まりの業務命令

今、熱くなること

偽彼氏できました

きみの弱いトコロ

この気持ちは秘密

そして恋に落ちる

銀の鍵とその理由

クリスマスに、花

気持ちを聞かせて

終章はきみの魔法



番外編


印南大智の回想録



特別書き下ろし番外編


ジェラシー＆キス






あとがき
















冷徹なカレは溺甘オオカミ










序章は会議室にて




「――だから、ねぇ、印南いなみくん」

　ふたりきりの会議室に、わたしのわざと甘くした声が響く。壁に追いつめた目の前の人物のネクタイへ、そっと指先を滑らせた。

　少し視線を落とせば、彼が首から提げた社員証が目に映る。わたしのものと同じデザインのそれには【株かぶ式しき会がい社しゃ九く条じょう物ぶっ産さん】の社名と、彼の名前【印南大だい智ち】の文字。

　相手がふたつ年下といっても、そこは男女の差。後輩である彼の顔は、自分よりもずいぶん高い位置にある。

　社員証の写真と同じ、端整だけれど無表情なその顔を見上げ、わたしは微笑んだ。

「これは、業務命令なの」

　無言のまま、視線を逸らさない彼が、ゆっくりとまばたきをする。

　……ああ、印南くんって、意外とまつげ長いんだな。

　そんなことを思いながら、唇を動かした。

「印南くん、わたしの――」

〝その言葉〟を口にしたら、彼はどんな反応をするだろうか、なんて。このときのわたしに、そんな当たり前の心配をする余裕はなかった。

　週末の休日を二日酔いの頭で悩みすぎたせいか、寝不足でコンディションは最悪。もはや、まともな思考なんて持ち合わせていなかったと断言できる。

　でなければ、まさか職場の後輩くんにあんなことを命じてしまうとは……。

　自分のことながら、言い訳が思いつかなかった――。










始まりの業務命令




「瀬せ川がわさんのことなんて、なんとも思ってないです……！」

「嘘うそばっかり。お前、俺のことが好きなんだろ？」

　そして瀬川さんは、熱く火ほ照てったわたしの手首をベッドに押さえつけて――。




　そこまで読み進めたところで、わたしは手にしている文庫本をパタリと閉じた。

　ものすごくいいところではあるけれど、そろそろ自分が降りなければいけない駅だ。続きは帰りの電車か、家に帰ってからにしよう。

　……ああ、俺様イケメン御曹司の瀬川さん、胸きゅんだわ……。

　つい先ほど目を通したばかりのシーンを頭の中で反はん芻すうし、思わずぽーっとしてしまう。

　最近のわたしの癒しになっている、この本。レースで飾られたリネン生地のブックカバーに隠されているのは、黒髪のイケメン男子が事務服姿の女の子を壁に追いつめて顎クイをしているという、女子ならば憧れのシチュエーションの表紙イラストだ。

　手触りのいいお気に入りのカバーを撫なで、ふうとひとつ息を吐く。

　……まあ、わかってるんだけどね。小説の中に登場するイケメン御曹司やらイケメン社長が、現実にはそうそうお目にかかれないイキモノだということは。ウチの社長なんて、オランウータンみたいな顔のただのおっさんだし。

　それでも、女子の夢がたくさん詰まった恋愛小説は、読んでいると素直に胸が高鳴るし、物語に没頭している間は、現実のアレコレなんて忘れさせてくれる。

　どうせわたしには、こーんな素敵でドラマチックな恋愛の気配なんてまったくないもの。

　自分で考えたことにこっそりむなしくなりつつ、本をバッグの中にしまおうとした、そのとき。

「うわっ、すみませんっ！」

　ブレーキをかけた電車が揺れて、目の前に立っていた女子大生ふうの女の子がバランスを崩す。そして持っていたペットボトルの中身がこぼれ、わたしの本にかかってしまった。

　思わぬ事故に、ガーンとショックを受けたけれど……幸い、こぼれたのは水だったらしい。被害はブックカバーだけで済んで、中の本に影響はなかったようだ。

「ほっ、本……！　濡ぬれちゃいましたよね!?」

「大丈夫よ。気にしないで」

　心の中の動揺は厳重にしまい込む。おまけに、平謝りするその子に余裕たっぷりの笑みを見せて、わたしは電車を降りた。

　……お気に入りのブックカバーが。まあ、水だっただけ、ラッキーだよね。

　あの女の子には『気にしないで』と言ったけど、正直、それなりにブルーになってしまった。

　人通りの多い駅構内を歩きながら、バッグの中に視線を落とす。

　カバーは後で乾かしておけばいいとして……このまま本に被せてたら、こっちまで染みちゃうかも。

　とりあえず濡れたブックカバーは本から外し、バッグの内ポケットに隔離する。

　会社に着いたら、更衣室のロッカーの中で乾かしておこう。

　わたしが勤める九条物産のオフィスが入っている高層ビルまでは、駅から徒歩五分の距離。少し前まで暑い日が続いていたけれど、十月半ばの朝は歩くには快適な気温だ。

　胸までの長さのウェーブがかった髪が、心地いい風になびく。

「あっ、おはようございます、柴しば咲さきさん！」

「柴咲さん、おはようございます！」

「おはようございます」

　エントランスに足を踏み入れるなり、会社は違えど下のフロアに勤めている（気がする）男性社員ふたりに挨拶された。

　面識がないはずの人になぜかわたしの名前が知られているのは、よくあることだ。正直、彼らの名前すらわからないけれど、せっかく挨拶してくれたからには、きちんと返事はするようにしている。

「はぁ、やっぱ美人だよなー、柴咲さん。どうにかお近づきになれねぇかなー」

「無理無理、お前じゃ相手にされないって。あの人、噂うわさによると医者と弁護士と政治家の愛人やってんだって」

「うわぁ……そりゃ無理だわー」

　……あの、バッチリ本人に聞こえてますけど。

　エレベーター待ちの間、斜め後ろにいるさっきのふたり組の会話が耳に入ってしまってげんなりする。といっても、こんなことは日常茶飯事だったりするのがまた悲しい。

　どうやら、わたしの名前が知らないところで誰かの耳に入るとき、いつもセットで、身に覚えのない噂までもがくっついているようなのだ。

　人に言わせると、ありがたいことに〝綺き麗れい系けいハーフ顔美人〟らしいわたしの顔。日本人離れした彫りの深い顔立ちは、たぶん父方の祖母がスコットランド人ってところから遺伝しているんだと思う。

　ちなみにわたしは三人姉弟だけど、姉も弟も同じようなくっきり顔だ。

　しょっちゅう周りから『美人だね』『綺麗だよね』なんて言われていれば、年頃になったとき『ああ、自分の顔って世間一般的には美人の部類なんだ～』と気づいてしまう瞬間が訪れる。わたしの場合、それは中学一年生のときだった。

　けれども、いくらベースを人に褒めてもらえる機会が多くたって、きちんと磨き続けなければ、たぶんそれは意味がなくて。

　美肌のためにビタミンをたくさん摂るとか、睡眠時間はたっぷり確保とか、体型維持のために休みの日はよくウォーキングに出かけるとか、自分に合うメイクの研究とか。この見た目をキープするための努力は、欠かしていないつもりだ。

　だって、昔から『柊しゅう華かちゃんは美人だね』と言われ続けるうち、わたしは早々に悟ったのだ。ああ、わたしの売りは〝美人〟ってところしかないんだな、って。そこをなくしてしまったら、わたしにはなんにも残らないな、って。

　わたしは〝美人〟というより、〝美人を演じてる〟というほうがきっと正しい。おつむ普通、体力普通、性格これといって特筆すべき美点なし。そんなわたしが唯一〝普通〟より優れていると言われたものが、顔だった。

　だからわたしは、そこを守るためにいつも必死だ。おもしろみがなくてつまんない人間だという本性は持ち前の見栄と意地でひた隠し、社会人になってからの言動は〝クールでデキる女ふう〟をずっと意識してきた。

　自分が本来持っているものを大事に、なんて、そんな綺麗な理由じゃない。わたしの場合、ただ唯一自分が誇れるものにすがりついているだけだ。

　そして美人を演じていくうえで、どうしても弊害にぶち当たることがある。それはまあ、主に人間関係について。女子は、そこのサジ加減が特に難しい。異性との距離感を間違えると、すぐ陰口の標的にされてしまうもの。

　そんなわけで高校生くらいまで、男子とは極力話さないようにしていたわたし。ありがたくも数回告白された経験はあるけど、申し訳ないと思いつつ当たり障りのない理由をつけて、すべてお断りしてしまった。

　当時の女友達は、わたしが男嫌いだと思っていたらしい。『もったいないな～』なんて言いながらも、その顔には安あん堵どが浮かんでいるように見えたから……きっと、あの頃のわたしの選択は正しかったんだと思う。

　そして、大学時代。地元を離れ知り合いが誰もいないところに進学したわたしは、そこで予想外の事態に直面する。題して、『柴咲柊華は恋愛マスター説』。

　経験豊富そうに見えるらしい外見が災いし、同級生や下級生の女子たちが頻繁に恋愛相談を持ちかけてくるようになったのだ。実際は彼氏いない歴＝年齢という事実は、とてもじゃないけど言い出せなかった。

　昔は手のかかる弟の面倒を姉よりも見ていたから、頼られると放っておけない性分もあったんだと思う。そして幸か不幸か、当時恋多き姉の恋愛話を飽きるほど聞かされていた影響で、女の子たちの相談にそれなりに対応することができてしまった。

　おまけに、わたしに相談すると恋がうまくいく確率百パーセント！とかいう摩ま訶か不ふ思し議ぎな話まで出回った結果、いつの間にやら『恋愛マスター』と呼ばれるようになってしまったのだ。

　一方、なんやかんや、いろいろこじらせていたわたしと違い、自分の容姿をうまくフル活用していた姉と弟は、昔から恋人が絶えなかった。三人とも似たような顔立ちなのに、どうしてかわたしだけが、いつまでも恋愛の機会に恵まれない。

　姉のようなかわいげや弟のような社交性もないこんなわたしも、もう少しで二十九歳。もしかして、このままずっと独り身なのかも……なんて、たまに考えてしまう。

　あーあ、こういうところ、よく姉や弟に指摘されるのだ。『柊華ちゃんは真面目に生きすぎ！』『ちょいちょいネガティブ発動すんな！』って。

　そんなわたしの事情とは裏腹に、社内ではとんでもない噂が流れている。いわく、『営業第一グループの柴咲柊華は社長の愛人』、『新人の男が入るたびに食ってる』、『夜はホステスやってる』、『彼氏は常に五人以上キープ』。

　ああ、さっき聞いた『医者と弁護士と政治家の愛人』ってのもあったっけ。

　もしかしたら、他にもいろいろバリエーションがあるのかもしれない。おそろしくて確かめる気にもならないけど。

　そしてこの噂が広がったキッカケは、実はすでに把握済み。わたしが新卒で入社した頃にやたらと口説いてきた、二歳年上の男性社員が原因だ。

　部署が違うのになにかと理由をつけて絡んできていたその人に、『俺と付き合わない？』と言われたのが、入社三カ月目のこと。顔はまあ悪くない……というか、たぶん世間一般的にイケメンと呼ばれる部類だったと思う。けれども、いかんせん軽薄な中身がいただけなかったので、申し出は丁重にお断りさせていただいた。

　問題は、その後。なんとその先輩は振られた腹いせに、わたしの悪い噂をあることないこと社内に広めまくったのだ。もともと派手な見た目もあってか、信じてしまう人が多かったのがやるせない。

　当時は、そんな噂にも惑わされず支えてくれた同期たちのおかげでなんとか乗り切ることができた。彼らの存在がなかったら人間不信になって、会社も辞めてしまっていたかもしれない。

　ちなみに元凶の先輩は、それから一年もしないうちに転職してあっさりこの会社からいなくなった。散々火のないところに煙をたてておいて、ひどい話だ。

　そして入社して六年が経った今でも、噂たちはくすぶっている。あの頃よりいくらか精神的に強くなったわたしは、ときたま耳に入ってしまうそれらに辟へき易えきしつつも、変わりない日々を過ごしていた。

　……というか、『愛人』って。『食ってる』って。わたし、初恋もしたかどうか怪しいくらいですけど。柴咲柊華、二十八歳ＯＬ。三十路みそじ目前で未だに処女ですけど！

　ガーッと目の前のエレベーターが開いた音で我に返り、顔を上げる。

　まずいまずい、昔のこととか思い出してトリップしてた。なんかアラサーになったあたりから、どんどん妄想が激しくなってる気がするんだよね。気をつけよう……。

　中で【開】ボタンを押してくれている人に会釈しながら、自分もエレベーターに乗り込む。

　このビルは、地下二階・地上十七階の建物だ。途中、何度か他の階にも止まりつつ、目的のフロア――わたしの勤める会社がある十一階へとたどり着いて、エレベーターを降りた。歩き出しながら小さく息をつき、脳内を仕事モードに切り替えようと背筋を伸ばしたところで……。

「柴咲さん」

「ひゃうっ！」

　唐突に背後から声をかけられ、つい大げさに肩をはねさせた。

　び、びっくりした……！　というか今の場面は、クール系美人なら『きゃっ』か無言のところだったよね!?　なによ『ひゃうっ』って……。完全に失敗しちゃった！

　一瞬のうちに目まぐるしく考えてから、背後を振り返る。

　そこにいたのは見慣れた顔で、わたしは目をまたたかせた。

「……印南くん。おはよう」

「おはようございます。すみません、驚かせるつもりではなかったんですけど」

　平静を装って挨拶をするわたしにそう返し、彼――印南くんは、小さく首をかしげた。

　ちょっぴりかわいらしいその仕草は、百六十センチあるわたしが見上げるほどの高い身長と無表情に、なんだかアンバランスだ。

　こほんと咳せき払ばらいしてから、改めて彼の顔を仰ぐ。

「うん、まあ、わたしも大きい声出しちゃって失礼しました。……今のは忘れてくれる？」

「わかりました」

　言いながらうなずいた彼は、やっぱり無表情。なにを考えているのか読めないその顔に、わたしはこっそり冷や汗をかく。

　……さっきの変な叫び声、なんとも思ってないのかな。

　今目の前にいる高身長男子の名前は、印南大智くん。彼も九条物産の社員で、同じ営業第一グループ所属だ。年齢はわたしよりふたつ下の二十六歳。今年の四月に、名な古ご屋や支店からこの本社へと異動してきた。

　デスクが隣ということもあり、わたしが彼に業務を教える機会は多かったけど……この彼、めちゃくちゃデキる人なのだ。一度教えたことはしっかりモノにして、一から十までいちいち指示されなくてもパパッとこなしてしまう要領のよさを備えている。

　彼がここに来て半年経った今、すでにほとんどひとり立ちしていると言ってもいい状態だ。名古屋支店でも営業部にいたらしいけど、それにしたって適応能力は素晴らしいと思う。

　まだ知り合って間もないし、特別親しいってわけでもない。けれど仕事の面ではすでに、わたしは印南くんに全幅の信頼を寄せていた。……が、彼のちょっと特殊な部分に、未だわたしは少しばかり気後れしてしまっている。

「というか柴咲さん、バッグ落ちてますけど」

　はっ!!

　今度は声に出さないことに成功した。

　言われてみれば今のわたし、さっきまで持っていたはずのバッグを手にしていない。印南くんに後ろから声をかけられて驚いた拍子に、バッグまで手放してた？　どれだけビビリなのよ……。

「あ、ありがとう」

　お礼を言いながら屈み、黒いバッグを拾う。周りには、中から飛び出した私物が転がってしまっていた。

　数歩こちらに近づいてきた印南くんも傍らにしゃがんで、一緒に拾ってくれる。

「ごめんね、ありが――」

　再度お礼を言おうと顔を上げたところで、異変に気づく。

　わたしの隣にしゃがみ込む印南くんが、ある一点を見つめたままどうしてか固まっていたのだ。

　なんだろう、と思って、わたしもその方向に目を向けかける。

「……これも、柴咲さんのですか？」

「え？」

「【俺様イケメン御曹司の溺愛宣言】……？」

「ッッ!!」

　バッと勢いよく、わたしは光の速さで彼の足元に落ちていた文庫本を奪った。けれども、時すでに遅し。カバーを外していた表紙を見られたうえ、タイトルまでしっかり音読されてしまった。

　ああ、なんてこと。クールビューティで通している職場の後輩くんに、まさかわたしの乙女趣味を知られることになるなんて……！　だけど今のは、『あ、それ電車で忘れ物を拾ったのよ』とか、さらっと言えば回避できたパターン!?　もうこんな態度とっちゃったら、私物だって自ら暴露したようなものだよね。

　ううっ……斜め上から、めちゃくちゃ視線感じるんですけど。

　本を胸に抱いて廊下にしゃがみ込み、冷や汗ダラダラで顔を背けているわたし。この一連の流れの間、周りに人が通らなかったことが不幸中の幸いだ。

　そしてとうとう、隣から静かに声をかけられる。

「柴咲さん」

「……はい」

「人の好みは、それぞれだと思うんです。『十人十色』という言葉もありますし、嗜好や性癖はそう簡単に変化するようなものでもないですから」

　性癖ってあなた……そんな簡単に、朝っぱらからなんてセリフを……。

「は、はい……」

　というかわたし、なんで流されて敬語で返事しちゃってるんだ。でも印南くんの淡々とした口調って、反射的に思わず従ってしまうんだよね……。

「ですが、御曹司という肩書きを持つ人間はこの日本で普通に生活していくうえでそうそう出会えるようなものでもないですし。さらにそこに『俺様』というスペックもつくとなると、一介のサラリーマンである我々が遭遇するのはなかなか難しいと――」

「ちょっ、ま、待った！　少し黙って印南くん！」

　どこで息継ぎしてるのかってくらい機械的に語られる彼の話を、右手のひらを突きつけてぶった斬る。

　仕事っぷりもさることながら、意外と聞き分けがいいことにも定評がある印南くんは、わたしの言葉にぴたりと口を閉じた。

　うん、まずはこれでよし。で、ええっと、とりあえず……。

「あのね、印南くん。別にわたし、俺様御曹司に手ぇ出そうと思って研究してるとかじゃないから」

「そうなんですか？」

　きょとん、と目をまたたかせて、小首をかしげる印南くん。

　その動作、印南くんよくやるよね。でもね、今のわたしには、全然かわいく見えないのよ……。

　こめかみに右手の指先を当てながら、視線を泳がせる。

「うん、そうなの。まあ、あの、趣味、っていうか……」

「趣味ですか」

　わたしの言葉に、印南くんは神妙な顔でうなずいた。

　……もうなんか、なに言ってもきちんと伝わらない気がする。

　そうして取り急ぎ、一番重要なことだけを口にすることにした。

「あのね……これ、できれば人に知られたくないの。だから印南くん、このことは他の人には内緒にしてくれる？」

　会社ではなんちゃってクールビューティを押し通してるわたしに、イメージを崩しかねない『実は愛読書が極甘恋愛小説』というスキャンダルは痛い。

　文庫本を胸に押しつけるようにして抱くわたしを、印南くんがじっと見据えた。

「それは……業務命令ですか？」

「え？」

　予想外の言葉に、思わずまばたきが多くなる。

　……業務じゃないし、命令でもないんだけど。でも、彼のこの様子だと……もしや、こう言っておけば誰にも言わないでいてくれる？

　そう思い至ったわたしは、大きくうなずいた。

「うん、そう。業務命令、よ」

「わかりました」

　あっさりそう言い、立ち上がった印南くん。彼はわたしの手を取って引き起こしてくれた後、何事もなかったかのようにオフィスへと入っていった。

　その後ろ姿を見送るわたしは、完全に呆あっ気けにとられている。

　……うん、そう。これです、これ。仕事ができて真面目な彼の、ちょっと特殊なところ。

　わたしと会話をしていた今の数分間、印南くんは少しも表情を動かさなかった。驚いた拍子にわたしが変な声を上げてしまったときも、乙女な趣味を知られたときも、『業務命令』と言ったときも。彼は、いつだって無表情。

　少なくともわたしは、印南くんと知り合って半年の間、一度も彼の笑った顔なんて見たことがない。頻繁に雑談するほど親しいわけでもないとはいえ、このポーカーフェイス具合は異常だと思うのだ。

　まあ、さすがに取引先を訪問しているときは営業スマイルくらい見せていると思いたい。わたしはまだ一緒に外勤したことがないからわからないけど。

　ちなみに彼、顔の元の造りは悪くないほうだ。というか、はっきり言ってしまえばかなりのイケメン。

　身長百八十センチ以上はあろう長身に、ツリ目気味な二重の瞳、きりっとした眉、形のいい鼻と唇。ベース型の小さい顔は肌のキメが細かくなめらかで、足が長くバランスのいい体格をしており、スーツがよく似合う。

　パーマなのかワックスのなせる技なのかはわからないけど、くしゅっと無造作な短い黒髪は、それでもきちんと清潔感がある。

　そんな見た目だから、印南くんが名古屋支店からこちらにやってきたときの女性社員たちの浮かれようといったら、相当なものだった。しかし、彼のこの無表情っぷりに狩猟本能は徐々に削がれていったらしく……今では目の保養として、あくまで観察対象に落ち着いたようだ。

　でも印南くんって、こんな能面でもなぜか男性陣にはやたらと人気あるんだよね。しょっちゅう飲みに誘われてるところ見かけるし。……え、まさかまさか、そっち系の人だったり？　いや、うん。やめよう、そういうこと考えるのは。

　廊下に立ち尽くすわたしの背後でまたエレベーターが到着し、ハッと我に返る。社員たちが降りてくる前に足を動かして、オフィスのドアをくぐった。

「おはようございます」

　すれ違う人たちに挨拶をしながら、フロアの中を通り抜けていく。

　九条物産は、主に合成樹脂原料を取り扱う専門商社。七十名ほどが勤務するここ本社の他、国内やアジア圏にいくつも支店を抱える、それなりに規模の大きな会社だ。約二百坪の広さを持つこの十一階フロア内には、役員室や会議室、各部署などが配置されている。

　ふたつに分かれた営業グループ内の片方でわたしが任されているのは、大まかに言えば、ウチの協力会社にあたる倉庫・物流会社さんと樹脂メーカーさんのパイプ役となる事務仕事だ。メーカーさんの依頼をもとに条件に合う協力会社さんをピックアップして、商品を配達するまでの手はずを整える。逆に協力会社さんからの要望を、わたしがクッションになってメーカーさんに伝えたり、などなど。

　他にも細かい業務を挙げればキリがないけど、基本的に取引先間で板挟みの立場なうえ、イレギュラーの事態もしょっちゅう起こってしまうような、なかなか多忙な部署だ。

　朝オフィスに来たら、まずは女子更衣室を目指す。黒のベストにタイトスカートという、シンプルすぎる故ひそかに女性社員たちが不満を抱える地味な会社規定の制服があるから、業務前に着替えなければならないのだ。

　更衣室は、フロアをつっきって一度廊下に出た端っこの方にある。他の女性社員たちに交じって着替えを済ませ、長い髪もシュシュで緩くひとつにまとめた。

　あ、そうだ、濡れたブックカバーを乾かさないと。

　さっきまで制服をかけていたハンガーに、今度はリネンのブックカバーを引っかけておく。パタンとロッカーの扉を閉じたら、思わずため息が漏れた。

　まさか印南くんに、ああいう本を読んでることを知られるなんて……。でもまあ、印南くんだったから、まだよかったのか。なにしろ彼は口が堅そうだし、というかわたしの噂にもまったく興味なさそうだから、おもしろおかしく人に教えたりはしなさそう。あーでも、しくじった。今度からもっと気をつけなきゃ。

　そうして、我ながら似合わないと思うシンプルな事務服に身を包んだわたしは、オフィスへと向かった。




　ツイてない日というのは、とことんよくないことが起きるものだ。金曜日である今日、営業第一、第二グループ合同の飲み会があることをすっかり忘れていたのも、そのひとつである。

　家でのんびり夜更かししながら、恋愛小説で胸きゅんしようと思ってたのに……。

　そして、現在。もうすぐ定時の十七時半を迎えようという時分に、わたしは廊下の観葉植物を背にして固まっていた。

　ここは自動販売機やカフェスペース、喫煙所などが設置してある十六階フロア。十八時半集合の飲み会までもうひとがんばりしようと、自動販売機を目当てについ先ほどやってきたのだ。

　だけど目的の自販機にたどり着くより先に、喫煙所の横で談笑しているふたりの男性に気づき、とっさに身を隠した。

　その男性ふたり組が自分と同じ九条物産の社員だというだけなら、普通に横を通り抜けることができた。問題は、そのふたりが……どうやら今、わたしの話題で盛り上がっているらしいということだ。

　あーあ、携帯してるマグボトルのお茶飲みきっちゃったから、喉渇いてるのに。

　うんざりしながら、どうしたものかと息を吐いた。

「な、柴咲さんの『社長の愛人』って噂、本当だと思う？」

　聞こえた言葉に、『そんなわけないでしょ』と思わず心の中でツッコむ。痛い先輩が勝手に流した根も葉もない噂だし、そもそもその話、広がった当初は『常務の愛人』だったような……。いつの間にか愛人レベル昇格してるじゃないの。

「さーなぁ。でもま、そういう話が出るくらいなんだから、怪しい現場とか誰か見てるんじゃね？　一緒にホテルから出てきたとか」

　ホテル……。そういうホテルは一度も行ったことないし、未知の領域だ。何度も言うようだけど、わたしは未だにバージン貫いてますからね！

　荒ぶるわたしの心境なんてお構いなしで、「けどさ」と経理部の二個だか三個上の先輩社員が続ける。

「その噂、なーんか納得できるよな。なんたって、あの顔だし？」

「たしかに、一度お相手願いたい顔してるわ」

　わざとらしく神妙な声を出すその人たちの会話に、どくんと心臓がはねる。

　顔……そうか、やっぱり顔か。普通人間のわたしがただひとつ誇れるこの顔が、こんな変な噂を呼び寄せるのか。

「色気ある顔だよな、日本人離れしてて。ウチの地味な制服が似合ってないのが、コスプレ感満載で逆にエロい！」

「はは、それ俺も思った！　社長の愛人やってるくらいなんだから、アッチのテクもすごいとか？」

「うお、マジで一回寝てみてぇ。さすがに彼女にするのは勘弁だけど」

「あーわかる。美人ってこと盾にして、金とか目的のためなら簡単に男と寝そうだもんな、あの人」

　財布を握りしめた手が、自然と力む。うつむいたまま、眉間の辺りにぐっと力を込めた。

　ダメ、泣くな、泣くな。ここは会社。泣くようなところじゃない。こんなバカげた理由で、涙を流しちゃダメだ。

　……でも、なんでわたしは、大して関わったこともないような人たちから、こんなことを言われなきゃいけないんだろう。

　本当は、小説の中みたいなピュアで素敵な恋愛をしてみたいと思っているのに、なんでこんな汚いイメージをつけられなきゃいけないんだろう。ただ、唯一自分が誇れるところを大事にしてきただけなのに、なんでこんなふうに、それすらも否定されなきゃいけないんだろう。

　苦しい。ツラい。でも、こんなわたしを慰めてくれるような存在はいない。それは、自分が蒔まいた種。今までずっと、偽った自分で生きてきたわたしの、代償なのだ。

　身体の両脇にぶら下げた両手が、ぶるぶると震える。にじむ涙を落ち着かせるために、何度か深呼吸を繰り返した。

　……もういいや、自販機は。飲み会まで我慢しよ。

　なんとか涙腺をロックすることに成功したわたしは、目尻に溜たまったしょっぱい雫しずくを拭う。

　なんかもう、本格的に飲み会なんて気分じゃなくなってるけど……もういっそ、今日は思いっきり飲んで憂さ晴らししよう！

　都合よく下りのエレベーターが来たので、さっさと乗り込んだ。【十一】のボタンを押し、わたしはふらりと壁に背中を預ける。

　そういえば、噂の元凶なあの先輩も、わたしの顔を見て惚ほれたとか言ってたっけ。結局、わたしは顔だけ女なんだ。でも顔の好みで付き合ったって、中身がつまんないから、きっとすぐ別れたくなるんだから。ふふん、残念でした！

　……ああ、自分で考えといてヘコむ。わたしは一生こんなふうに、変な見栄を塗り固めた内側に本当の自分を隠しながら、独りで生きていくんだろうか。

　それでも、これだけ嫌な思いをしていたって、結局〝美人な柴咲柊華〟を演じることは捨てられないわたし。あー、ほんと、バカだなあ。

　久々に、重ーいネガティブ発動だ。でも今ここには、ツッコんでくれる姉や弟の姿はない。自分ひとりきりの空間で、はあっと深いため息をついた。




「――それじゃ、お疲れ！　カンパーイ！」

　部長の声高々な音おん頭どで、みんなが一斉にアルコールのグラスを合わせる。

　わたしが持っているのは、生ビールのジョッキだ。周りにいる同じ部署の人たちと乾かん杯ぱいしてから、ぐびぐび中身を流し込む。

「おっ、柴咲さん、いい飲みっぷり！」

　言いながら、先ほど音頭をとった中なか畑はた部長が、どかっとわたしの隣に腰を下ろした。

　部長ともジョッキをぶつけ合い、わたしは微笑む。

「ありがとうございます。喉、渇いてたので」

「はっはっは、せっかくの飲み放題なんだから、どんどん飲みなさい！」

「了解です」

　五十代の中畑部長は、あっけらかんとした気持ちのいい性格の人。ちょっとメタボ気味なのを最近気にしてる、家族思いな上司だ。

　……家族かあ。わたしは作れるかな……うう……っ！

　一気に中身をあおってさっそくジョッキを空にしたわたしに、部長が目を丸くする。

「お、おお!?　柴咲さん、どんどん飲みなさいとは言ったけど、ほどほどにね!?」

「はい」

　うなずきながらも店員さんを呼んで、生ビールを追加注文した。

　途中、中畑部長が自腹でお高い日本酒のボトルを頼み出して、「柴咲さんも飲んで飲んで」なんてお酌してくれるから、ありがたく三杯ほどいただいた。

　あー、おいしい。気分がヘコんでるときでも、お酒は変わらずおいしい。ほらこれで、今日聞いた嫌な言葉たちなんて忘れられる。あんなのは、些さ細さいなこと。いちいち気にしなくてもいいことだ。

　そうやって半ば自分に言い聞かせるように、わたしは次々とアルコールを摂取していった。




　お酒は好きだけど、わたしの場合、飲んだら飲んだ分だけ律儀に酔っ払ってしまう。だからいつもは、会社の飲み会となるとちゃんとセーブしているのだけど……。

「柴咲さん、大丈夫ですか？　足元ふらついてますよ」

　会社では斜め前のデスクに座っている後輩女子・森もりさんが、心配そうに声をかけてくれる。いつ見ても形のいいマッシュボブが素敵な彼女は、悪い噂が付きまとうこんなわたしでも慕ってくれているかわいい後輩だ。

「ん、大丈夫よ」

　わたしは小さく微笑んで、やんわりと答える。

　営業グループの飲み会は先ほどお開きになって、今はぞろぞろと居酒屋を出たところ。どうやらこの後、第二グループの山やま田だ部長行きつけのバーで二次会を予定しているらしい。「柴咲さんもどう？」と、同じく第二グループの先輩男性社員が訊たずねてくる。

　曖昧に笑って、顔の前で両手のひらを向けた。

「すみません、わたし今日はもう……。実は明日、朝から予定があるので」

「そっかー、残念」

　誘ってくれた先輩に、もう一度謝罪のセリフを重ねる。周りの同僚たちに声をかけながら、さりげなく輪の中を抜けた。

「あれ、柴咲さん帰るの？　ひとりじゃ危ないでしょ」

　こっそり集団に背中を向けようとしたわたしに、後ろから声がかかる。

　振り返れば、そこにいたのは同じ第一グループでふたつ年上の矢や野のさんだ。どことなくワンコ感が漂うイメージのこの人も、わたしの噂なんてお構いなしで気さくに話しかけてくれる人のひとり。彼はよく印南くんに絡んでいて、今もその隣には、無表情で有能な後輩の姿がある。

「大丈夫ですよ。酔い覚ましにちょっと歩いてから、タクシーを拾います」

　わたしは軽くそう言って、サイドの髪を耳にかけながら会釈した。今度は引き止められないよう、さっさと踵きびすを返してパンプスを動かす。

　そこから、約数十メートル。わざと路地を曲がったりしたから、もう同僚たちの姿は見えない。わたしはふらりと足を止めて、その場にしゃがみ込んだ。

「うぅ……目が回る……」

　ストッキングに包まれた膝に顔をうずめながら、小さく呻うめく。

　気持ちが悪いというほどではないけど、ふらふらして、思考がぼやける。こんなふうになるまで飲んでしまったのは久しぶり。もちろん、会社の飲み会では初めてだ。

　同僚たちにはこんな姿を見せたくなくて、ささっと抜けてきちゃったけど……気づかれて、ないよね？

　歩道の端っこにしゃがみ込んでうんうん唸うなっていると、背後から足音が聞こえた。しかもその足音は、いったんわたしを追い抜いたのに、くるりと方向転換。なぜかそのまま、目の前でピタリと立ち止まった。

　え、もしかして、安否確認のために戻ってきた？　うわー、別に気にしないでくれていいのにな。ちょっと落ち着いたら、すぐにタクシーで帰りますよ。

　革靴とスーツの足元が見えて若干混乱していると、すぐに声が降ってきた。

「どうしたんですか、柴咲さん」

　……ん？　『柴咲さん』？

　わたしの名前を知っている、しかも聞き覚えのある低い声。

　うつむいていた顔をそっと上げた。

「危ないですよ、こんなところでうずくまってたら」

　……わお。なぜこんなところに、無表情メンズ印南氏が！

「印南くん、二次会は……」

「柴咲さんがふらついていたのが気になったので、追いかけてきました」

　言いながら目の前に片膝をついた彼が、顔を覗のぞき込んでくる。

「とりあえず、そこに座りましょうか」

　身体を支えてくれる印南くんに誘導され、わたしはすぐ横にあったオフィスビルの花壇のふちに腰を下ろした。

　……印南くん、わざわざ追いかけてきてくれたんだ。

　こんなところを見られてしまったのはものすごく不本意で、恥ずかしいけれど。それでも、彼が自分のことを気にかけてくれたという点を考えると、うれしく思ってしまう。

　この浮ついた気持ちも、酔っ払っているせいだろうか。

「あり、がとう。印南くん」

　たどたどしくお礼を言えば、見上げた先の彼はいつものように小さく首をかしげて「いいえ」とつぶやいた。

　こんなときでも無表情な印南くんが、右隣に腰かける。それから、こちらの体勢が不安定に見えたのだろうか。軽くわたしの頭を押して、自然に自分の左腕へと寄りかからせた。

　きっとシラフの状態なら、男の人にそんなことをされたとたん『わあああ!!』なんて悲鳴を上げたあげく、相手を突き飛ばしていただろう。だけど、今の自分はされるがまま、素直にその腕に頭を預ける。

　……あったかいな。印南くんの、スーツ越しの体温。

　アルコールのせいで火照っていると思っていたけど、十月の夜の空気で意外と身体は冷えていたらしい。彼の体温の心地よさに、気を抜けばウトウトと目を閉じてしまいそうだ。

「柴咲さん、寝ちゃダメですよ。今タクシー呼びますから」

「うん……」

　スマホを取り出す彼の言葉に、こくんとうなずく。頭の中がふわふわしていて、もはや〝デキる女ふう〟を取り繕うこともできなかった。

　そういえば、男の人とこんなにくっつくの、いつぶりだろう。……あれ？　大人になってからは初めてかなあ。中学のときのフォークダンスは、カウントされないよね。

　どうやら今のわたしはかなり感覚が鈍くなっているらしい。アルコールのせいか、それともこの距離に無意識にときめいてしまっているのか。ドキンドキンと高鳴っている鼓動すらも、なんだか心地いいものに感じてしまう。

　わたしの頭のすぐそばで、印南くんがタクシー会社に電話している。一分も経たずに話は済んだらしく、耳元からスマホを離した。

「タクシー、五分くらいで来るそうです」

「……ありがとう」

「寝ちゃダメですよ」

「うん……」

　印南くんの言葉はちゃんと届いて理解もしているけれど、どうにも頭がぼんやりして、舌足らずになってしまう。

　さっきと同じようなやり取りをした後、フッと彼が小さく息をついた。

「珍しいですね、柴咲さんがこんなふうに酔っ払うの。いつもは鼻の下伸ばしまくった上司とか先輩のセクハラまがいの戯ざれ言ごとをさらっと流しながら、セーブして飲んでいる感じだったのに」

　もしかして印南くん、実はけっこう毒舌なんだろうか。

　ふと思うけど、アルコールが邪魔してそれ以上深く考えられない。淡々と話す彼の横顔を、ちらりと見上げた。

「わたし、そんなにひどい飲み方してた？」

「ひどいというか。まあ、今日は飲む量多いなとは思ってましたけど」

　前を向いたまま、あっさり彼はそう話す。

　……印南くんって、周りのことよく見てるんだ。うーん、というか、まつ毛長いなあ。顎のラインがシャープで、鼻筋が通ってて、綺麗な顔してるなあ。

　ぼーっとその横顔を凝視していると、さすがに不ぶ躾しつけな視線に気がついたのだろうか。ふと彼がこちらを向いたから、心臓が大きくはねた。

　どうしよう。なんで見てたかを訊きかれても、言い訳なんて思いつかない。だって、そこに印南くんの顔があったから、つい見つめてしまったのだ。あ、もしかして、気味悪がられちゃった？

　どう弁解しようか思考をフル回転させているわたしを見据えるその目が、少しだけ細められる。

「……もしかして、なにか嫌なことでもあったんですか？」

「え」

　びっくり、した。印南くんって、こんな声も出せるんだ。

　顔は、普段通りの無表情。なのにいつもの堅い口調とは違う、もっとやわらかくて優しくて、どこか甘さを含んでいて。なんだか、思わずなんでも聞いてもらいたくなってしまうような……そんな声。

　高鳴る胸を落ち着かせるように、こくりと唾を飲み込んだ、そのとき。

「……あ、来ましたね」

　すぐ目の前の路肩に、一台のタクシーがハザードを出して停車した。どうやら、印南くんが呼んだタクシーだったようだ。

　彼は立ち上がると、控えめにわたしの肩に触れて支えながら、タクシーの前まで連れていってくれた。

　先にわたしを降ろしてくれるつもりなのか、自動で開いたドアの向こうへ印南くんが乗り込む。その後で、わたしものろのろと後部座席に身体を滑らせた。

「柴咲さん、住所を」

　彼に促されて自分の住所をドライバーさんに伝えれば、タクシーは軽やかに走り出す。

「眠かったら、俺の肩に寄りかかってていいですから」

「うん……」

　その申し出に素直にうなずいて、こてっと頭を印南くんの左肩に乗せた。

　これも、アルコールが入っていない状態だったら絶対拒否してただろうなーと思いながら、そっと目を閉じる。

　……優しいな、印南くん。それにこんなに話しやすい感じの人だったなんて、思わなかった。わたし、会社ではボロが出ないようにプライベートな会話とかあまりしないようにしてるからなあ。印南くんに限ったことじゃないけど。

　でもきっと、印南くんのコレは、ただの優しさとはまたちょっと違うんだと思う。たぶん彼は、年上とか先輩とか、そういう人にはすごく従順なんだろうな。ほら、今朝は『業務命令』なんて言ってたし。もしかしたら学生のときに、部活とかものすごく上下関係が厳しかったのかも。

「……印南くん」

「はい」

「もしこのまま、きみの肩に吐いちゃったりしたら、ごめんね」

「そうなったら柴咲さんにクリーニング代を請求するだけなので、それはそれで構いません」

　えー、構わないんだ。

　まったく動揺も見せずに言うからおかしくて、つい「ふふっ」と笑みが漏れた。少しだけ頭を浮かせ、その横顔を見上げる。

「おもしろいね、印南くん」

「そうですか」

「うん」

　ぽすんと、頭をまた彼の肩へ戻す。

　一応褒めたつもりなんだけど、やっぱり彼の表情は変わらなかった。この無表情が崩れるのって、いったいどんなときなんだろう。うーん……見てみたい、かも。……あれ、でも、そういえば。

　ふと頭の中にひとつの疑問が浮かんで、あまり深く考えずに、それを口にする。

「印南くんって、彼女は？」

　脈絡のない質問にも関わらず、間を空けずに彼は答えた。

「今はいません」

　ほー。『今は』ってことは、過去にいたことはあるのね。まあ、この歳ならそれが多数派か。わたしみたいな恋愛経験ナシのほうが逆に天然記念物よね、悲しいことに。

　印南くんに彼女がいるなら、こうやってくっついてるのはまずいかなって思ったんだけど……どうやら、その心配はいらないみたい。そもそもただの同僚がこんな距離にいるのはおかしいってあたりは、酔いにかまけて気にしないことにする。

　フッと、印南くんが短く息を吐いた。

「柴咲さんは……彼氏、五人くらいいるんでしたっけ」

　顔を前に向けたまま、別段興味もなさそうに言った彼。

　そのセリフに、ぴくりと反応する。

「そ……そんなわけ、あるかーい!!」

　びくっと、印南くんの肩がはねた。そして、タクシードライバーさんも急ブレーキを踏みかけた。

　突然大きな声を出したわたしを、印南くんが見遣る。

「柴咲さん？」

「彼氏五人って、なにそれ!?　そんなんできるほど器用じゃないし！　ていうか、そんな不誠実な人間に見えるの!?　わたしは!!」

　寄りかかっていた肩から頭を起こし、印南くんの胸元に両手で掴つかみかかる。

　ぐらぐら揺さぶられながらも、彼が答えた。

「不誠実というか……まあ、そのくらい男がいてもおかしくないような素晴らしい容姿ということでしょうね。柴咲さんは美人だって、みなさん言ってますし」

「そんなとこでこの派手な見た目を引き合いに出されてもうれしくないの！　よく『美人は得だよね』なんて言う人いるけど、嫌な思いすることも実はけっこうあるからね!?　同じクラスの男子が放課後こっそりわたしのリコーダー舐なめてたとか、マンションのポストに差出人不明のバラが入ってたりとか！」

「それはドン引きですね」

　あくまで無表情のまま、印南くんがうなずく。

　相手がおとなしくしているのをいいことに、ヒートアップするわたしはさらに続けた。

「愛人ってなに！　キープってなに！　こちとら生まれてこの方、二十八年間彼氏なんてものいないの!!」

「そうなんですか」

「再来月二十九歳になるけど、未だに経験ナシの処女だってーの!!」

　そこで一瞬、車内が沈黙に包まれた。

　わたしがハッと我に返ると同時に、目の前の無表情くんが静かに首を縦に振る。

「わかりました」

　……『わかりました』って、あなた。

　そうっと、印南くんの胸ぐらから両手を離す。

　決して広いとは言えない車内、じりじり彼と距離をとったところで、タクシーが停車した。窓の外の景色を見てみれば、わたしが住むマンション近くにあるコンビニ。タクシーに乗り込んだ際、ドライバーさんに伝えた場所だ。

「っあ、えっと、はい、お金！」

　慌ててお財布から五千円を取り出すと、印南くんに無理やり押しつける。

　メーターに表示されているものより遥はるかに多い金額のせいか、彼がなにか言いたげにわたしを見た。

「柴咲さん」

「じゃあね！　お疲れさま！　おやすみなさい！」

　言うなりさっさとタクシーを降りたわたしは、後部座席のドアも手動で閉めてしまう。

　そのまま走り出したタクシーの後ろ姿を見送ったのち、顔を両手で覆ってうなだれる。

「あーもう……」

　酔っ払った勢いで暴走した。しかも、相手は会社の後輩くんって。

　肌寒い夜の空気の中、深く深く、ため息をついた。




「おはようございます、柴咲さん！」

「おはよう」

　エレベーターを降りた直後、すれ違った後輩の女の子に挨拶をする。

　コツコツとパンプスのヒールを鳴らしながら、わたしは始業時間三十分前にオフィスのドアをくぐり抜けた。

　制服に着替えて更衣室からオフィスに戻ると、コピー機のそばで立ち話をしているふたり組の姿が目に入る。

　そのふたりとは、同じ営業第一グループの矢野さんと……印南くん。

　見慣れた無表情を確認した瞬間、人知れず両手のこぶしをぐっと握りしめた。

「あ、はよーす、柴咲さん」

「おはようございます」

　わたしに気づいた矢野さんと印南くんが、ふたり揃そろって挨拶をくれる。

　右耳のピアスに触れながら、わたしは微笑んだ。

「……おはようございます。矢野さん、印南くん」

「それと、金曜日はお疲れ～」

「柴咲さん、あの後大丈夫でしたか？」

　矢野さんの軽い言葉の後、本当に気にかけてくれているのかよくわからない声音で、印南くんが訊ねてくる。

「大丈夫よ」と笑みを浮かべたその顔のまま、まっすぐ彼を見つめた。

「ごめんね印南くん、今ちょっと時間いい？」

「はい」

　すぐに答えた印南くんは矢野さんに軽く会釈すると、歩き出したわたしの斜め後ろをついてくる。

　やってきたのは、今日はまだ誰も足を踏み入れていないと思われる会議室だ。コの字型にテーブルを並べてあるその部屋は、今はブラインドが締め切られていて薄暗い。

　先に印南くんを促してから室内に入り、しっかり鍵を閉めた。

「……柴咲さん、どうしたんですか？」

　電気もつけずに黙って背を向けるわたしを不審に思ったのか、彼が訊ねてくる。

　そこでようやく、後ろを振り返った。

「印南くんは……『業務命令』なら、なんでもわたしの言うこと聞いてくれるんでしょう？」

「は？」

　不意を突かれたように息を吐いた彼を見て、無意識に口元が緩んだ。

　コツと一歩足を踏み出せば、なにかを察知したのか印南くんが同じ分だけ後ずさる。

　それを何度か繰り返すと、彼の背中が壁に当たった。

「しばさ――」

「だから、ねぇ、印南くん」

　こんな、男の人を誘うためにわざと甘ったるくした声なんて、初めてだ。ドキドキしながら、印南くんのネクタイに指先を滑らせる。

「これは、業務命令なの」

　無言のままわたしを見下ろす彼の表情は、こんなときでも変わらない。

　ゆっくりとまばたきをしたその瞳を見て、三日前の金曜日と同じく『意外とまつ毛長いなあ』なんて思う。

　そしてわたしは、〝業務命令〟をくだした。

「印南くん、わたしの……バージンもらいやがれコノヤロウ」

　盛大な沈黙。その後で彼は、まっすぐにわたしと視線を合わせたまま口を開く。

「すみません。俺、どうやら尋常じゃない熱があるようなので、今すぐ早退します」

「逃がすか印南」

　ぎりりと彼のネクタイを掴む手に力を込めた。

　印南くんがわたしと距離をとろうとして、壁にごりごりと頭をぶつけてしまっている。

「柴咲さん、まだ酔ってるんですか？　すごい持久力ですね」

「酔いなんてとっくに醒めてるし。休み中、二日酔いで苦しんだわ」

　そう、その二日酔いに苦しみながら、同時に激しい後悔にも苛さいなまれた。

　お酒に酔った勢いとはいえ、なぜあんなことを言ってしまったのか。なぜ、姉と弟しか知らない〝アラサーバージン〟という事実を、会社の後輩という微妙なポジションの、しかも男に教えてしまったのか。おまけに、普段の自分のキャラを忘れて、なぜあんなふうにくっついて甘えてしまったのか。

　ナゾ!!　あのときのわたし、謎すぎる！

　そんなこんなでこの土日、悩み通しであまり眠ることもできなかった。

　印南くんは口が堅そうだから、言いふらされるかもって心配はしなかったけど……それでも、彼は同じ職場の後輩。他の人にはバレなかったとしても、関わることが多い印南くんがわたしの秘密を知っているという事実だけで、会社でうまくやっていく自信を失ってしまった。

　どうしよう、もうあのキャラを作れない。だって、アラサー処女でまったく男慣れもしていない、本当のわたしのことを知る人物がそばにいるから。……だけど、もし、その〝本当のわたし〟を変えることができたとしたら？　そうしたらもっと、自分に自信が持てる？

　休みの間、そこまで考えて、ひとつの結論にたどり着いたのだ。

「激しい頭痛と吐き気に耐えながら、考えたの。どうしてわたしは今、こんなに苦しい思いをしてるんだろうって。……それで、わかったの。なぜならそれは、わたしがバージンだから！」

「単純に飲みすぎたせいってことでいいんじゃないですかね」

　ため息交じりにあっさり印南くんがツッコむ。珍しくどこかげんなりしているように見える顔で、わたしを見下ろした。

「俺、名古屋支店からこっちに異動するとき、『本社の柴咲柊華に食われないように気をつけろ』って周りから言われて来たんですけど」

　ああやっぱり、他の支店にもわたしの噂は流れてるんだ。それならもういっそ、その通りのキャラっぽくしてあげましょうか。

　もうほとんどやけくそで、小首をかしげながら自分史上極上の笑顔を浮かべた。

「わたしを食べて？　印南くん」

「……頭痛がする」

　渾こん身しんの笑顔にほだされなかったらしい彼が、本当に頭が痛そうにこめかみを押さえる。

　表情筋が死んでるんじゃないかってくらい、いつも無表情で冷静な印南くんにここまで言わしめるわたし、すごいわー。というか印南くん、やっぱりちょっと毒舌？　イケメンで仕事がデキて無表情で毒舌って、キャラ立ちすぎじゃない？

　今の自分が、悩みすぎでどこかのネジが吹っ飛んでしまっているということは、ちゃんと自覚してる。そして自分でも思っていた以上に精神状態ギリギリで崖っぷちなことも、なんとなくわかってるの。

　だったらもう、印南くんに秘密を知られちゃったことはチャンスだと思うしかないじゃない。いや、知られちゃったというか、酔った勢いで自分から暴露したんですけど。

「……なんで、俺なんですか」

　相変わらず至近距離にいるわたしから顔を逸らすようにしながら、印南くんがつぶやく。

　わたしはまたニッコリ、笑ってみせた。

「きみはわたしの事情を知ってしまった。故にきみは、わたしに協力しなければならない」

「とんだジャイアンですね」

　続けて「本気ですか？」と彼が聞くから、わたしはキリッとした顔を作ってうなずく。

「本気も本気、超本気よ」

「……目ぇ据わってますけど」

「わたしの決意の表れよ」

　だから諦めなさい、という意味を込めてネクタイの結び目を指で弾けば、再度印南くんはため息をついた。

「こんなに威圧感のあるベッドへのお誘いは、初めてです。……というか柴咲さんって、会社ではかなりキャラ作ってたんですね」

　その言葉に、ズキンと胸が痛む。

　……やっぱり印南くんも、〝デキる女ふう・柴咲柊華〟のほうがよかったんだろうか。

　悲しみを振り切るように、わざと唇を尖とがらせて彼を睨にらんだ。

「わ、悪い？」

「いえ、そうは言ってないです」

　即答して、彼がじっとこちらを見つめてくる。

　予想外の反応に思わず怯ひるんでしまうと、ネクタイを掴むわたしの手に、印南くんが自分のそれを重ねた。

　いきなり彼のほうから触れられて、ドキッと心臓がはねる。

「いいですよ。その業務命令、承服しました」

「え……？」

　つい、間抜けな声が漏れてしまった。

　ポカンとするわたしを見下ろし、印南くんが軽く首をかしげる。

「なんですか。業務命令だと言ったのは、柴咲さんでしょう」

「や、まあ、そうだけど……ほんとに、いいの？」

　だってこちらとしては、一日がかりの勢いで説得だと思っていたのに。まさか密室に連れ込んで、十分弱で話がまとまるとは……。

「『据え膳食わぬは男の恥』って言葉もありますから。考えてみれば柴咲さんは美人ですし、俺にとって悪い話ではないです」

「え、あ、ありがとう……」

「あなたの〝お願い〟なら、なんでも聞きますよ」

　ニコリともしないで、だけどじっとわたしを見据えたまま、印南くんはそうのたまった。

　いつもの無表情なのに。今目の前にいるのは、会社の後輩くんなのに。勘違いしてしまいそうな甘い言葉も、自分の手を握る男性の大きな手の感触にも慣れていないわたしは、バカ正直に胸を高鳴らせてしまう。

　……命じたのは、わたしだけど。いくらこっちが年上とはいえ、さすがに従順すぎじゃないの、印南大智。でもまあ、これが彼のスタンスなのか。

　内心焦りながら、掴まれた手をさりげなく振りほどいた。

「あの、じゃあ……お願い、します」

　動揺を悟られないよう、印南くんから視線を外してつぶやく。

　なんか……最初はこっちのペースだったのに、いつの間にか、立場が逆転しているような気がするんですけど。

　そっと視線を戻してみれば、彼は考えがまったく読めない無表情で、少し歪ゆがんでしまった自分のネクタイを直しているところで……。

「仰せのままに。柴咲センパイ」

　ニコリともせずそんなことを言う彼の頭の中は、いったいどうなっているのか。けどまあ、……えーっと。業務命令、成功？

　わたしがくだした秘密の〝業務命令〟は、こうして早朝の会議室で静かに承諾されたのだった。










今、熱くなること




「ふー、さっぱり～」

　ひとり暮らし歴も十年以上になれば、家での独り言が多めになってしまうのは致し方ないと思う。お風呂上がりのホカホカした身体にパジャマを着て、わたしは気の抜けた声を出しながら洗面所を出た。

　三階建てマンションの二階。建物はまあまあ古いけど特に不便なこともなく、大学卒業と同時に借りたこの一ＬＤＫに、丸六年以上ずっと暮らしている。

　バスタオルで髪を乾かしながらリビングに行くと、テーブルの上のスマホがメールの受信を赤いランプで知らせていた。

　それに気づいた瞬間、少しだけドキッとする。スマホを手にそのまま後ろのソファーへ腰かけた。

　メールアプリを開いてみれば、差出人の名前は【印南大智】だ。

　こくりと唾を飲み込んで、おそるおそる画面をタップした。その件名には、【時間外業務の件】とある。

【お疲れさまです。標題の件ですが、実行は今週金曜日、通常業務終了後に柴咲さんのお宅でよろしいでしょうか？　待ち合わせ場所や時間などの詳細は、また追ってこちらから連絡させていただきます。よろしくお願いします。】

『よろしくお願いします。』の『。（マル）』までキッチリ心の中で読み上げたところで、わたしはボトリとスマホを床に落とした。

　膝の上に置いた両手が、わなわなと震えている。

「……っし、仕事中かーい!!」

　なによこの文、あの男は仕事マシーンか！　これ、お互いプライベートなアドレスだよね!?

　声に出してひとりツッコミをしたら若干冷静になったので、ラグの上に転がっているスマホを拾い上げた。未だに表示されている件くだんのメール画面を見て、ため息をつく。

　メールの送り主、印南くんとの〝業務命令〟が成立したのは、今朝のことだ。時間が経って落ち着いてくると、我ながらなんて無茶なことをしたんだと思う。

　いくら寝不足と悩みすぎでテンションがおかしくなってたからって、職場の後輩男子に『処女もらいやがれ』とか迫らないよね、普通。はあ、わたし、なんてことを……。

『いいですよ。その業務命令、承服しました』

　だけどあのとき、印南くんはそう言った。そしてたしかに、わたしの無茶な〝業務命令〟を引き受けた。

「変わってる、よなあ……」

　小さくつぶやいて、まじまじとメールを見つめる。

　テンパってたわたしはともかく、あんな状況――ふたりきりの会議室で、先輩社員に壁に追いつめられるという状況でも、いつも通りの無表情だった印南くん。意図的にやってることならすごいし、そうじゃないならもっとすごい。

　……どちらにしろ大物だわ、あの子。

『では、この件の詳細は後で俺のほうからメールします。あ、それから、金曜日に柴咲さんからいただいたタクシー代ですが。あれは経費で落とすことができたので、あのとき受け取った五千円は柴咲さんのデスクの上に置いてあります。後で確認しておいてください』

　最終的にそんな言葉を残して、彼は会議室を出ていった。

　だからさっき、スマホにメールが来ているのを見て、ついドキッとしてしまったんだけど……。

　仕事かよ！なこの文面、プライベートなやり取りとしてはいかがなものか。まあ、印南くんからすれば仕事なんだもんね、あの約束。なんてったって〝業務命令〟だもの。

　メールの件名から察するに、わたしのバージンをもらう、という行動は、どうやら印南くんにとって〝時間外業務〟という位置づけらしい。

　いいけどね、別に。今さら初体験に対して夢とか抱いてるわけでもないし。むしろ処女っていう事実が重たいくらいだから、今回みたいな行動に出たわけで……相手が好きな人じゃなくても、よっぽど変な人じゃなきゃいいんだもん。そもそも好きな人なんていないしさ。

　……印南くん、優しくしてくれるかな。きっと、優しくしてくれるよね。だってわたしがそういうことするの初めてだって、知ってるわけなんだし。ま、まさかそんな、アブノーマルなことを要求されたりとかは……。

「……うー」

　小さく唸りながら、ぼすんとソファーに横になる。いつも斜め分けにしている長い前髪が落ちて、顔にかかった。

　……印南くんと、えっち、しちゃうのかあ。したことないから、完全に未知の領域だけど……なんか恥ずかしいこと、いっぱいするんだよね？　だ、大丈夫だろうか、わたし。今後彼と仕事上関わっていくうえで、平静でいられるだろうか。

　なんだか熱くなってきてしまった頬を、両手のひらで覆う。

　……やめよう、深く考えるのは！　だってきっと印南くんだって、深く考えないでオーケーしただけだもの。どうせ一度きりだし、しかも業務命令とか言ってるし仕方ないか～的な。うん、たぶんそういうこと。だから、大丈夫、大丈夫。

「よし、髪乾かそ！」

　がばりと身体を起こして、そのまま立ち上がる。ウェーブがかった髪をドライヤーで念入りにブローしながら、早鐘を打つ鼓動をなんとか落ち着かせた。




　そして、印南くんいわく『時間外業務』の決行当日。仕事を切り上げたのは、定時を少し過ぎたあたりだ。

　いつものように更衣室で私服に着替え、同僚たちに「お先に失礼します」と挨拶をしながらオフィスを出た。偶然止まっていたエレベーターにすかさず乗り込み、一階のボタンを押す。

　……とうとう、この日が来てしまった。

　ごつん、と壁に頭の側面を寄りかからせて、深くため息をつく。

　今日、わたしはバージンを卒業する。恋人でもなんでもない、職場の後輩男子の力を借りて、だ。

　あの日、印南くんに〝業務命令〟を取りつけた月曜日から、時間が経つにつれて冷静になり……それが今度は焦りに変わってきて。今はなんかもう、そこを通り越してだいぶビビってしまっている。

　うーん、わたし、大丈夫かな。こんなんで、この後印南くんと対たい峙じできるのだろうか。

　昨日の夜、また彼からメールが来た。相変わらずの堅い文面で、【十八時半に、会社近くにあるコーヒーショップで待ち合わせ】と今日の予定について書かれていた。一緒にオフィスを出ないのは、一応、会社の人には見られないようにとの配慮らしい。

　わたしがさっきオフィスを出たときも、印南くんは素知らぬ顔でデスクについていた。今はまだ十八時前だし、きっとうまくタイミングをずらして出てくるつもりなんだろう。

　……抜かりないわー、印南くん。同僚たちも、まさかこの後わたしと彼が会うなんてこと、夢にも思わないだろうな。

　チン、と軽い音をたてて、エレベーターが一階に止まる。

　重そうな扉が開くのと同時に、無意識にため息をつく。それからバッグを肩にかけ直し、足を踏み出した。




　テーブルの上に置いたスマホが震える。オレンジ色のランプは、電話の着信だ。ディスプレイを見れば案の定、印南くんの名前が表示されていて、少しだけドキドキしながら電話に出る。

「もしもし？」

《印南です。店の前に着いたので、出てこれますか？》

「あ、うん。大丈夫」

　通話を切って、バッグに手を伸ばしながら立ち上がる。

　現在時刻、十八時二十分。ここでお茶してからわたしの家に行くのかと思って、なにも注文しないまま待っていたんだけど……どうやら、この店はあくまでただの待ち合わせ場所だったらしい。

　心なしか急ぎ足でコーヒーショップを出たら、すぐに印南くんは見つかった。

　青いネクタイに、紺色のストライプ柄スーツ。細身のそれは、背が高くてスタイルがいい印南くんにおそろしく似合っている。

　彼は出入口ドアのすぐ横に立っており、店内から出てきたわたしに気づいて、視線を目の前の道路からこちらへと移した。

「印南くん、お疲れさま」

「お疲れさまです。すみません、お待たせして」

「ううん、大丈夫」

　首を横に振ったわたしにうなずき、それから腕時計に視線を落とした彼は、なんのためらいもなく「行きましょうか」と言う。

　そのセリフに一瞬、身体をこわばらせてしまった。けれどわたしは首しゅ肯こうして、印南くんと同じように歩き出す。

　……いよいよ、わたしの家に行くんだ。まあ、今日は、それが目的だもんね。別に、それ以外のことで時間取るようなことはしなくていいもんね。

　そんなふうに考えたら、なぜかちょっとだけ、胸の奥がちくんと痛んだ。

　なんでだろう、と思って胸に片手を当てたのと同時に、わたしの斜め前を歩いていたはずの印南くんが、突然立ち止まった。

「柴咲さん、ここ入ります」

「へ……？」

　間抜けな声を漏らしながら見上げた先にあるのは、なんだかオシャレな外観の建物。

　さっさと中に入っていく印南くんに倣い、わたしも急ぎ足で彼の後を追った。

　店内に足を踏み入れた瞬間、蝶ちょうネクタイ姿のウェイターさんが姿を現す。

「いらっしゃいませ。二名様ですか？」

「はい。予約していた印南です」

「印南さま、お待ちしておりました」

　……予約してたの？　というかここ、レストラン？

　落ち着いた雰囲気だけど、敷居はそんなに高くなさそうな感じ。若い女の子たちのグループや老夫婦の姿もあって、それぞれ楽しそうに談笑しながら食事をしていた。

　なにがなんだか状況が理解できないでいるなか、ウェイターさんが歩き出す。

　印南くんはそこでわたしを振り返り、まるでエスコートしてくれるみたいにそっと腰の辺りを押した。その動きに誘われるように、足を進めていく。

「ご注文がお決まりになりましたら、お呼びください」

　席についたわたしたちに一礼して、ウェイターさんが去る。

　そこでようやく、わたしは口を開いた。

「印南くん、ここって……」

「俺がたまに来るイタリアンです。安くてうまいですよ」

　事もなげにそう話し、向かいの席からメニュー表を渡してくれる。

　受け取りながら、思わず目をまたたかせた。

「予約、してくれてたんだね」

「まあ、まっすぐ柴咲さんのお宅に行って肉体的な意味で食事でも構いませんでしたけど。おなか、すいてません？」

「……すいてます」

　答えながらもさらりと放たれたとんでもない言葉に、つい顔が熱くなる。

『肉体的な意味で』って。無表情で、よくそんなこと言えるなこの人……。

　メニューで赤い顔を隠すようにしながら、ちらりと印南くんを盗み見た。

　手元にあるメニューに視線を落としているせいで、長いまつ毛が目元に影を作っている。

　うーん、いきなりのセクハラ発言にはびっくりしたけど。やっぱり客観的にはイケメンだわ、印南氏。

「柴咲さん、決まりました？」

　不意に顔を上げた彼と視線が交わって、ドキッと心臓がはねる。

　ま、まずいわたし、普通にときめいてしまっている……！

「え、えーっと、待ってね」

　内心の動揺をごまかすように言って、慌ててメニュー表へ意識を向ける。

　さっき印南くんが話した通り、メニューに載っている写真はどれもおいしそうで、そして意外とリーズナブルだった。

　オーダーするものを真剣に吟味するわたしに、印南くんがスッと手を伸ばす。

「ちなみに俺のオススメはＢコースです。パスタとハーフピザとサラダとスープとスイーツのセット。パスタとピザは自分で好きなものを選べますよ」

　彼が指さした部分を見てみれば、たしかにそこには魅力的なセットメニューが。

　わたしはあっという間に、心を決めた。

「ん、じゃあ、それにする」

「それから、せっかくなのでアルコール頼みますか？　このへんのスプマンテとか」

　わたしの手元にあるメニューを向かい側からめくって、アルコールメニューのページを開く。

　少しだけ驚きながら、わたしは顔を上げた。

「お酒、飲むの？」

「まあ、こないだの柴咲さんみたいにフラフラになるまで飲まれたら困りますけど」

　淡々と耳に痛いことを言われ、照れ隠しについ睨む。

　まったく堪こたえていない様子で、彼は続けた。

「今日は、おめでたい日ですし。今まで閉ざされていた柴咲さんの乙女な部分がようやく開通されるという」

「へ!?」

「そういうとき、普通はお赤飯を食べるものなんでしょうけど。まあ、せっかくこういう店なので、今回はお酒で我慢してください」

　……我慢もなにも、わたし、スパークリングワインは大好きですが。けど待って、なんか今、いろいろと聞き捨てならない言葉が聞こえてきて混乱してる。

　唖あ然ぜんとするわたしになにを思ったのか、印南くんが小さく首をかしげた。

「どうかしましたか、柴咲さん。あ、ここのお代なら最初から俺が払うつもりでいましたから、遠慮せずに好きなものを頼んで大丈夫ですよ」

「……え!?」

　フリーズしていた思考がようやく動き出して、声を上げる。

「いや……いやいや。普通に自分の分は払うから」

「けっこうです。ここに連れてきたのは俺ですし」

「後輩に払わせるわけにはいかないよ」

「だってこれ、柴咲さんの開通祝いですから」

　開通って……！　また言ったわ、この無表情男子!!

　とっさに言い返すことができず口をパクパクさせるわたしに、印南くんはさらに畳みかける。

「避けられないこととはいえ、これから痛い思いをさせてしまうんですから。せめて食事くらいはごちそうさせてください。じゃなきゃ、心置きなくぶち抜けません」

「……ッ」

　柴咲柊華、二十八歳。真顔でエグい発言をする年下男子に撃沈した。

　今のわたし、なんとかメニュー表で顔は隠してるけど、たぶん全身真っ赤でプルプル震えていると思う。

　もしかして印南くん、この後の事に関して、実はけっこうノリノリなの？　それとも思わず鬼畜発言をしてしまうほど面倒くさがってるの？　……わからない。いつもと変わらない無表情だから、なにを考えているのか全然わからない。

「とりあえず、Ｂコースをふたり分ですね。アルコールはスプマンテでいいですか？　これとか度数もそんなに高くないですし」

「……お任せします」

　結局、支払いの件は押し切られる形になりそうだ。これ以上なにか言っても、この後輩くんにはうまくかわされる気がする。

　ほどなくして現れたウェイターにオーダーを伝えて、おいしそうな料理たちが運ばれてきた。

　わたしはワタリガニのクリームパスタとマルゲリータで、印南くんはトマトソースたっぷりボロネーゼにサーモンのクリームピザだ。

　まずは、マスカットのフルーティな香りが漂うスプマンテのグラスで乾杯する。

　ピザはお互いにシェアしたけど、どれもすごくおいしい。ひとりでもまた絶対来ようと、印南くんが分けてくれたクリームピザを咀そ嚼しゃくしながらこっそり考える。

　お酒の力もあったのか、彼とはその後ずっとスムーズに会話ができた。というか、前にも思ったことだけど、印南くんが意外と話しやすい人だというおかげもあるかもしれない。

　普段の無表情があるから、勝手に口数少ない人って、決めつけちゃってたんだな。自分だって見た目のイメージに振り回されてるのに、わたし、悪いことしてたなあ。

　こうしてわたしは少しだけ緊張を忘れ、おいしい食事を楽しんだ。




「……印南くん、ごちそうさまです」

　お店の外でストールを首に巻きつけ、お礼の言葉を口にする。

　食事代は結局、全額彼が出してくれた。そもそもわたしのほうからお願いした件なのに、ごちそうしてもらうなんて申し訳ない……。

　その気持ちが顔に出ていたのだろうか。わたしを見下ろしていた印南くんは、ちょっとだけ首をかしげた。

「もしかしてここ、お気に召しませんでしたか？」

「えっ、まさか……！」

　パッと顔を上げる。思いがけなくすぐそばに印南くんの綺麗なお顔があって一瞬ビビってしまったけど、気を取り直して首を横に振った。

「すっごく、おいしかった。連れてきてくれてありがとう」

　言いながら、わたしは笑う。

　だって本当に、彼が連れてきてくれたこのお店の料理はおいしかったのだ。メインのパスタやピザはもちろん、食後に出てきたデザートのブリュレもサクサクのトロトロで最高だった。

　一瞬の間の後、形のいい彼の唇が動く。

「なら、よかった」

　普通の人なら、ここで微笑みのひとつでも浮かべるのかもしれない。だけどやはりそう言った彼は無表情で、小さくうなずいただけ。

　でも……ちょっと、うれしそう？

　ただの同僚として接していた今までだったら気づかないような、些細な変化。だけどなんとなく、その目元が少しだけ細められて、彼がわたしの言葉に喜んでいるような気がした。

　もしかして長時間一緒にいるうちに、印南くんの無表情に慣れてきたのかも。あ、あれだ、聞き流す英会話的な……この場合、イナミラーニング？

「それじゃあ、今度こそ駅に行きましょうか」

　内心感激しているわたしのことなんて露知らず、淡々とそう言った印南くん。

　その言葉に、また緊張がぶり返してしまった。けれどほろ酔い効果もあるのか、コーヒーショップのときよりもだいぶ和らいだ気持ちで、わたしはうなずく。

「……うん」

「では柴咲さん、失礼します」

　え？と思う間もなく、自分の右手をなにか温かいものに包まれる。それが印南くんの左手ということに気づいたわたしは、カッと頬を熱くした。

「え、なっ、なにを……っ」

「柴咲さん、いくらこれから処女をもらいに行くためだけにあなたの家に伺うとしても、ムードというのは大事なんですよ」

「む、むーど……」

「道中でこうやって気分を高めてから挑むのとそうでないのとでは、モチベーションがまるで違います」

　言いながら歩き出した彼に引っぱられるように、わたしも足を動かす。

　めったにない〝異性と手を繋つなぐ〟というシチュエーションにくらくらしながら、必死に印南くんの言葉を理解しようとした。

　そ、そうか。そうだよね、ムードは、大事だよね。さすが印南くん、仕事がデキる男は違うな。イケメンだし、きっとこういうの、慣れてるんだろうな。

　悶もん々もんとそんなことを考えているわたしの頭上から、低いけれど耳に馴な染じむ声が降ってくる。

「ちなみに種明かしをしますと。今回、実行場所を柴咲さんのお宅にしたのは、場合によっては柴咲さんが自分の家に帰るのもままならないくらい憔しょう悴すいしきってしまうかもしれませんので、それに備えてこのようにさせていただきました」

「そ、それはどーも」

「それから……柴咲さんの家に行く前にあのお店を予約してたのは、単純に腹が減っては戦はできないと思ったのもありますけど……」

　足の動きは止めないまま、不意に彼が、隣のわたしを見下ろしてきた。

　ドキンと胸が高鳴る。

「柴咲さん、緊張してるだろうと思ったから。だから、おいしいものを食べて少しでもリラックスできたらって……思いました」

　最後のひとことはなぜか前を向いてしまった。もしかしたらそれは、彼の照れ隠しだったのかもしれない。ただの想像だけど、それでもわたしは心がほわりと温かくなる。

「印南くん」

　名前を呼びながら、繋いだ手に少しだけ力を込めて続けた。

「ありがとう、印南くん」

「いいえ」

　返ってきたセリフは、いつもの淡々とした口調だ。

　でもなんだか少しだけ違うふうに聞こえてしまったのは、ただの錯覚だろうか。いつもよりもっとやわらかく、どこか甘く耳に響くのは、気のせいなのかな。

　街灯に照らされて、わたしと印南くんの繋がった影が長く伸びる。

　駅に続く道を歩きながら、錯覚でも気のせいでも『それでもいいや』と思えるくらい、今のわたしは彼に心を許してしまっていた。

　……優しいな、印南くん。きっと、ただ職場で顔を合わせるだけの同僚でしかなかったら、彼のこんな一面に気づけなかった。

　いよいよわたしの住むマンションに到着した。鍵穴に銀色の鍵を入れて回せば、当然のように呆気なくロックの外れる音が聞こえる。

　こっそり息をついてからドアを引いて、わたしは手のひらを差し出した。

「どうぞ、印南くん」

「おじゃまします」

　ドアをくぐり抜けた印南くんに続き、玄関へと足を踏み入れる。

　先に彼をリビングの方に行かせておいて、今度は深く息を吐きながら鍵をかけた。

　今まで家族以外の男物の靴なんて並んだことのない玄関に、質のよさそうなこげ茶色の革靴が鎮座している。なんという異常事態。まあ、悲しいかな、これも今日だけ。今回限りのことだ。

「えーと印南くん、ジャケットはこっちにかけておくね。カバンはソファーの辺りにでも適当に置いとくといいよ」

「はい」

　リビングに入ったわたしは印南くんからジャケットを受け取り、今はなにもかかっていない部屋干し用のハンガーにかけておく。

「じゃあ、わたし着替えてくるから」と言い残して、そそくさ寝室へ向かおうとした背中に、彼が爆弾を投げつけた。

「ああ柴咲さん、どうせ着替えるなら、先にシャワーどうぞ」

　思わず、持っていたバッグを落とすかと思った。彼の言葉でピシリとその場に立ち止まったわたしの心臓が、驚くほど活発に早鐘を打つ。

　ゆっくりゆっくり後ろを振り返ると、案の定印南くんは、まっすぐにわたしのことを見つめていた。

「しゃ、わー……」

「シャワーです」

　こくりと、神妙な面持ちで彼がうなずく。

　そんな印南くんの反応で、さらにせわしなくなるわたしの心臓。無意識に、ごくんと唾を飲み込んだ。

「あ、あのね印南くん、聞きたいことがあるんだけど」

「なんですか？」

　聞き返しながら、しゅるりと慣れた手つきで印南くんが自分のネクタイを緩めた。

　女子ならばときめく鉄板なその動作。わたしもまんまと胸を高鳴らせてしまいつつ、彼を見上げた。

「えーと……わかってると思うけど、わたしこういうの初めてだから、いろいろと勝手？　マナー？　要領？　とかがわからなくて、戸惑いまくりなんですけどね」

「はい」

「あの、とりあえず……こういうとき、普通はメイクって落としてもいいものなの？」

　こちらを見下ろしたまま、固まる印南くん。

　とたんに後悔して、真っ赤な顔でうつむくわたし。

　だけどすぐ、彼が口を開いた。

「……まあ、それは、人それぞれだと思いますけど。メイクして着飾ってる姿でしたいって男もいれば、むしろすっぴんが燃えるってヤツも普通にいますよ」

「そ、そうなんだ……」

「俺は別に、どちらでも構わないですけど」

　言ってから、彼がなにか考えるような素振りをする。

「メイクの件は、それとして。たとえばホテルに行ったときなんかは、ベッドに行く前にシャワーで軽く汗だけ流して、終わった後に改めて風呂に入ったりするんですけど」

「ほ、ほう……」

「今回に限っては、きっと柴咲さん、先に髪とかも全部洗っておいたほうがいいですよ」

　どうして？という疑問を込めて、印南くんを見上げる。

　なんの感情も読み取れない表情のまま、彼は答えた。

「柴咲さん、初めてなわけですし。コトが終わった後、果たしてもう一度シャワーし直す気力と体力があるかどうか」

「……シャワー行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　印南くんに見送られ、今度こそ寝室へと足を進める。

　……なんか、こわい話を聞いてしまった。数時間後のわたし、ちゃんと生きてるのかな。

　寝室で手早くお風呂の準備をし、リビングを横切って洗面所にこもる。鏡に映っているのは、不安げな表情の自分。

　今さらなにビビってるの、柴咲柊華。あなたは、自信を持てないネガティブな自分を変えたいんでしょ？　だから信頼のおける職場の後輩くんを巻き込んでまで、バージンを卒業する手助けをしてもらおうとしてるんでしょ？

「……よし！」

　ここまで来たら、もう腹をくくるしかない。印南くんには申し訳ないけど、今回だけ、わたしのワガママに付き合ってもらおう。

　ぺちんと両頬を手のひらで叩たたいて、気合いを入れた。

　シャワーを済ませ、いたって平常心を心がけながら洗面所を出ると、リビングではソファーに腰かけた印南くんがスマホをいじっていた。わたしに気がついて、顔を上げる。

「柴咲さん、意外と早かったですね」

　その言葉にはなんて返したらいいのかわからなくて、手持ち無沙汰に濡れた髪をいじる。

「……印南くんも、シャワー浴びてきなよ」

「それじゃあお借りします」

　印南くんは答えて、ソファーから立ち上がった。スマホをカバンにしまう彼の姿に、動揺は見られない。

　そりゃそうか、きっと彼は、女の家でシャワー使ったりするのも慣れてるんだ。

「ボディーソープとか、好きなように使って。タオルは、洗濯機の上に新しいの出してあるから」

「ありがとうございます」

　洗面所に消えた背中を見送り、わたしははあっと大きな息を吐く。

　……普通にできてたかな、わたし。実は心臓ばくばくって、バレてないよね？

　寝室とリビングは、木製の引き戸で繋がっている。今は閉じられたそこを開け放ち、寝室の電気をつけた。肩にかけたバスタオルで髪を拭きつつカラーボックスからドライヤーを取り出し、ベッドへと腰を下ろす。

　落ち着かない気持ちで、いつもよりさらに念入りに、濡れた髪の毛を乾かした。

　ガチャ、とドアが開く音が耳に届く。つい身体が小さく揺れた。

　近づいてくる足音に顔を上げてみれば、上半身裸にスラックスを履いた格好の印南くんが、肩にバスタオルをかけたままこちらへと歩いてくるところで……。

「……ッ」

　普段は隠されている、男の人の素肌。そんなものを見慣れていないわたしは、彼の姿を見た瞬間、カッと頬が熱くなってしまった。

　まっすぐにわたしのいる寝室へとやってきた印南くんは、そのままためらいもなく、ベッド上のわたしの隣に腰を下ろした。スプリングが軋きしんで、彼の体重分、マットが沈む。

「柴咲さんは、寝るときパジャマ派なんですね」

　今日はいい天気ですね、なんて世間話をするような調子で、彼が言った。

　膝の上で両手を無意味にもじもじさせつつ、視線を合わせられないまま答える。

「あ、うん……えっと、変、だったかな」

　今わたしが着ているのは、リバティプリントの暖色系のパジャマだ。コットン百パーセントで、襟のついた一般的な形。

　きっと、これがホテルだったりしたら、シャワーの後白いバスローブを着たりするのだろう。だけどウチに、そんな気のきいたものは置いていない。だから少し迷った末、下着をつけてから普段使っているパジャマを着たんだけど……。

　今になってこれでよかったのかと若干不安になるわたしに、印南くんはあっさり言った。

「いえ、いいと思いますけど。俺としては、スウェットとかＴシャツより、パジャマのほうが脱がせるのは楽しいですし」

「……そうですか」

「はい」

　なんだかもう、そのうち壊れてしまうんじゃないかってくらい、心臓が激しく動いている。

　……きっと、今のわたし、全身真っ赤なんだろうな。

　おそるおそる、意を決して、わたしは彼と身体を向き合わせた。すると思いがけなく熱く自分を見下ろす瞳と視線が絡んで、息が詰まる。

　印南くんの裸のカラダは、滑らかでいて、ちゃんと筋肉があって、バランスもよくて。……ああ、もう、どうにかなってしまいそうだ。

「い、なみくん、エアコンつける？　そのままじゃ風邪ひいちゃう」

　彼の素肌から視線を逸らし、枕元のリモコンを取ろうとした。

　だけど、それは叶かなわない。伸ばしかけた左手は、自分のものよりも大きな手のひらに、あっさり捕まってしまったから。

「大丈夫」

　低い声に、どくんと痛いくらい鼓動が高鳴る。

「今、熱くなるから」

　わたしの手首を掴んでまっすぐに見つめたまま、彼がささやいた。

　その言葉の意味を理解する前に、印南くんの整った顔が迫る。あっという間に、わたしの唇は彼のそれと重なっていた。

　……ああ、これってわたし、ファーストキス、だ。

　頭の片隅で思った瞬間、触れるだけだったそれが一度離れる。だけどすぐにまた、今度はさっきよりも角度をつけて、唇同士が合わさった。

　最初のキスの間、わたしは驚きのせいで、そして彼はたぶんこちらの反応を窺うかがうためか、お互い目を開けたままだった。二度目に唇が重なった瞬間、わたしはぎゅっと目をつぶる。数秒前はわからなかった印南くんの唇の温度ややわらかさが伝わって、ますます頭が混乱した。

「……っん」

　さっきのものより、ずっと深くて、熱いキス。何度も何度も角度を変えて、印南くんはわたしの唇を好き勝手に味わう。いつの間にか彼の片手が、わたしの後頭部に添えられている。もう片方の手は、頬を優しく包んでいた。

「柴咲さん、息してますか？」

　一瞬できたキスの隙間で、印南くんがささやく。

　……できてないよ！　どうやって息継ぎすればいいのよ！

　ぐるぐると頭の中で文句は渦巻くのに、この状況にいっぱいいっぱいなわたしは、再び唇を塞がれたことでまた簡単に意識を持っていかれてしまった。

「ふ……っあ」

　彼の舌が執しつ拗ように唇をなぞるから、おそるおそる口を開けてみたら……。

　あっという間に舌を絡めとられて、信じられないくらいまたキスが深くなった。

　もう、もう、なにこれ。頭ぼーっとするし、なんか勝手に変な声出ちゃって恥ずかしいし。なのに気持ちいいとか、思っちゃってるし。

　たぶんこれ、わたしにとってはまだセカンドキスなのに。こんなにいやらしくて、だけど夢中になっちゃって、どうしよう。

　肩に添えられた彼の手が、そっとわたしを押す。

　無理やりでも、力づくでもない。けれどもふにゃふにゃの骨抜きになったわたしの身体は、簡単に背中からベッドに沈む。彼の首元にあったタオルが床に落ちるのを、視界の隅で見た気がした。

　ようやく、深く合わさっていた唇が離れる。ほとんど酸欠状態のわたしは彼から顔を背けるようにして、ここぞとばかりに大きく呼吸を繰り返した。

「っは、はあ」

「……最後に、聞きます」

　ちょっとだけ息を乱した印南くんが、わたしの口の端についた唾液を親指で拭いながらつぶやく。

「本当に、いいんですか？」

　その言葉に、逸らしていた顔を上げた。

　やっぱり、今の彼も無表情。いつも職場で見るものと変わらない。

　変わらない、けど……それでも少しだけ、その瞳の奥で不安と欲望がせめぎ合っているのを、垣間見た気がした。

　……なんで、それを〝うれしい〟って、今わたしは思ってるんだろう。

「……うん、いい」

　うなずいて、右手を伸ばす。

　彼の頬に触れながらささやいた次の言葉は、するりと自然に口から出た。

「印南くんなら、いい」

　瞬間、驚いたように目を見開いた彼の表情は、初めて見るものだった。

　とくんと胸がときめいたのと同時に、すぐにそれは、元通りの能面へと戻ってしまう。

「……いけない人ですね」

　つぶやいた印南くんがわたしの前髪に触れて、現れた額に口づけた。

「そんなこと言われたら、もし途中で『やっぱり嫌だ』って泣かれても、やめてあげられませんよ」

　それでも、いい。そう思ってしまっているわたしは、変わっているのだろうか。相手は職場の後輩で、彼は〝業務命令〟に従ってここにいるだけで。それなのに完全に心もカラダも許しきってしまっているわたしは、おかしいのかな。

　じっと印南くんを見上げていると、その左手が優しくわたしの右耳横の髪を梳すいた。

　ドキドキうるさい心臓の音は鳴りやまなくて、けれども不思議と、気分は穏やかだ。

「いなみ、くん」

「……優しくします。精一杯、優しくしますから」

　その誠実な言葉と瞳に、なんだか泣きそうになる。

　両手を彼の首に回して、今度は自分のほうからキスをねだった。

　とろけるようなキスを交わした後、未だ吐息がかかるほどの至近距離で、印南くんがつぶやく。

「それでは、遠慮なく……いただきます」

　そして彼の手が、わたしのパジャマのボタンをぷつりと外した。




「――柊華さん」

　ああ、熱い。彼と触れ合っているところから熱が侵食して、このままどろどろと溶けてしまうんじゃないかと、思ってしまう。

「あ……っ、だいち、くん」

　互いの服を脱がし合い、普段は絶対に呼ばない名前を呼びながら、何度となくキスを交わす。

「どうしよう、わたし、ハジメテなのに……こんなに気持ちよくなっちゃって、恥ずかしい……っ」

　熱にうかされながら、うわ言のようにこぼれ出る。

　それを聞いた印南くんは、舌と歯でいやらしくわたしの左耳をいたぶりながら、ささやいた。

「かわいい、柊華さん。気持ちいいことに素直な人は、好きですよ」

　低くて甘い声を耳から直接脳に流し込まれて、否が応にも体温が上がる。

　次々とわたしに快楽を教えて乱れさせながら、印南くん自身も、ちゃんと興奮してくれているんだとわかった。だって今、こんなにも、わたしに触れる彼の手が熱い。

「そのやらしいカオ、俺以外の男は見たことがないんだと思うと、ゾクゾクしますね」

「ぅ……そんな、こと……っ言わない、で」

　印南くんのイタズラな手が、するりと内ももを撫でた。

「だいちく……大智くん……っ」

　背を反らして喘あえぎながら、合間に何度も彼の名前を呼ぶと、印南くんがどこか切羽詰まったような声でそそのかす。

「いい子ですね。そのまま、気持ちいいところだけに集中していてください」

　うなずいて、目の前にいる人物以外のものを感じないようにと、ゆっくりまぶたを下ろす。

　あとはもう、彼が見せる甘い夢に、溺れていくだけだった。




　なにか物音が聞こえたような気がして、フッと意識を浮上させた。

　オレンジ色の豆電球しかついていない、薄暗い室内。

　少しだけ顔を上げると、ベッド横に立ってワイシャツのボタンを留めていた印南くんと目が合った。

「すみません、起こしてしまいましたか？」

　言いながらこちらに近づいて、わたしの顔のすぐそばにしゃがみ込む。

　ベッドに横になったまま、ふるふると小さく首を振った。

「だいじょうぶ……」

　枕元の目覚まし時計から察するに、どうやらわたしはコトが済んだ後、三十分ほど眠ってしまっていたらしい。

　身体中、あちこちだるい。頭がぼーっとして、まぶたもちゃんと開けていられない。そしてなにより、下半身にくすぶる違和感と身体に残る熱が、先ほどまでの行為を現実だと教えていた。

　ネクタイをつけていないラフな格好の彼が、また口を開く。

「俺はもう帰ります。柴咲さんは、ゆっくり寝てください」

　そう言って、だけどすぐ、思い直したように視線をリビングの方へと向けた。

「……と、言いたいところですが。俺が部屋を出た後の戸締まりのために、一緒に玄関まで来てもらえますか？」

　うん、とうなずき、ゆっくり身体を起こす。

　下着は上下とも身につけているけれど、パジャマは上のシャツだけ。こんなあられもない格好、普段なら絶対に男の人の前でなんてできないけど、今は頭がぼんやりしているせいで全然気にならない。

　ベッドから足を下ろすと、まだ熱が残る身体にひんやりしたフローリングの床が心地よかった。

「柴咲さん、身体は大丈夫ですか？」

　寝室を出ながらのあけすけな質問に、頬が熱くなる。

　それがバレないよう、わざとツンとした声で答えた。

「……ご心配なく。へーきです」

「痛みが最小限になるようにできるだけ手は尽くしましたけど、やはりハジメテの女性側の苦痛というのは避けられな――」

「いい、いーから、それ以上言わないで」

　淡々と語られる言葉たちを遮って、視線を逸らす。

　彼いわく『手は尽くした』内容は、とてもじゃないけど恥ずかしくて口にできないようなことだったりするわけで。それを思い出してしまったわたしは、ますます顔に熱が集まるのを止められない。

「それじゃあ」

「……うん」

　玄関で革靴を履いた印南くんが、わたしを振り返る。

「俺が外に出たら、すぐに鍵をかけてください。チェーンもです」

「わかった」

「それから、今は家の中だからいいですけど。くれぐれもそんな悩ましい格好で出歩いたりしないでくださいよ」

「そんなことしません」

　なんだきみ、お父さんか。

　過保護な彼の言葉にそんなことを考えてしまって、ふふっと思わず笑みが漏れた。

　もしかしたら印南くん、実はけっこう心配症なのかもしれないな。顔に似合わず、かわいいとこあるじゃない。

「なんか今、柴咲さん、失礼なこと考えてません？」

「え。……そ、そんなことないよ」

　じっと見下ろされながら図星を指されて、つい視線が泳ぐ。

　とっさに出た否定の言葉をやはり彼は疑っているのか、わたしに注ぐ無言の眼差しをやめようとはしない。

　うう、なんなの印南くん、お父さんなうえにエスパーなの？　無表情のまま黙って見下ろされたら、なんだか自白してしまいそうに……。

「ッ！」

　不意に、前髪をさらりと撫でられて、肩がはねた。

　わたしの頭の上にある、その手の持ち主なんてひとりしかいない。

「……印南くん？」

　おそるおそる、目の前の端整な顔を見上げる。疑問符をつけて名前を呼べば、普段彼がよくやる動作で小さく首をかしげた。

「いえ。大したことじゃないんですけど」

　言いながら印南くんの手のひらが、今度はわたしの額を隠すように、ふわりと当てられた。

「前髪。下ろしてるのも、似合いそうですね」

　たぶん彼が何気なくつぶやいたその口元に、小さな笑みが浮かんでいるのを見つけたわたしは、瞠どう目もくして言葉を失う。

「い……」

「では、俺はそろそろおいとまします。お邪魔しました」

「っあ、はい。気をつけて、ね」

　拙つたないわたしの言葉にうなずき、「ありがとうございます」と彼が言った。

　ドアが閉まってすぐ、言われた通りに鍵とチェーンをかける。

　その後で廊下の方から足音が聞こえてきたから、きっと印南くんは、わたしがきちんと戸締まりをしたかドアの前で立ち止まって確認していたのだろう。

　やっぱり過保護、と思いながら、わたしは苦笑する。

　のろのろ足を動かして、寝室へと向かった。たどり着いたベッドに、そのままこてんと倒れ込む。

「……笑ったの、初めて見た」

　小さく声に出してつぶやけば、先ほど自分がたしかに見た光景が、まざまざと頭の中に浮かんでくる。

　……薄暗くてはっきりとは見えなかったけど。というか口の端っこを持ち上げていただけで、あんなの笑顔って言えないのかもしれないけど。

　でも、たしかに笑ってた。わたしのことを見つめながら、小さく微笑んでた。

「……印南くん、笑えるんじゃない」

　またポツンとつぶやいて、いつも斜め分けスタイルの前髪を指先でいじる。

　さっき、印南くんも触れた前髪。

　そのときのことを思い出したら、とくんとくんと鼓動が速くなる。

　大学時代、わたしと違って本当に恋愛経験値が高かった女友達が、お酒の席で嘆いてたっけ。『自分の初体験は、ものすごく痛かったし相手の気遣いも全然なかったし、最悪だった！』って。

　でも、わたしは彼――印南くんが、〝ハジメテ〟の相手になってくれて、きっととても幸運だった。

　まぶたを閉じれば、さっきまで感じていたぬくもりがよみがえる。身体はすごくだるいのに、なぜかとても満ち足りた気分で、わたしはゆっくりとまどろみの世界に落ちていった。










偽彼氏できました




　テーブルの上には、ホカホカと湯気をたてているナシゴレン。

　お店顔負けのプレートランチを前に、わたしはお行儀よく両手を合わせた。

「いただきまーす」

「はいはい、めしあがれー！」

　パーマをかけたふわふわの黒いボブヘアを揺らしてキッチンから笑顔を見せるのは、わたしの姉で今年三十一歳になる柴咲瑛えい奈なだ。

　チリソースのいい香りが漂うごはんをスプーンですくい、ぱくりと口に入れる。

「うん、おいしい！」

「ほんと？　よかったあ」

　ストレートなわたしの褒め言葉に、ふにゃりと破顔するお姉ちゃん。

　テーブルの中央にウーロン茶のピッチャーを置きながら、今度はわたしの向かい側にいる茶髪の人物へと視線を向ける。

「颯そう真まくんはどう？」

「ん、ウマイよ。店で出ててもおかしくない」

　柴咲家の長男、わたしの五歳年下で今は大学院生の颯真も、咀嚼しつつうなずいた。

　その反応に「やったあ」とまた笑って、鼻歌をうたいながらお姉ちゃんもテーブルにつく。

　日曜日。わたしは弟とともにお呼ばれして、彼女の手料理を堪能していた。

　料理好きなお姉ちゃんはよく自宅にわたしたちを呼んで、腕によりをかけたおいしい料理をふるまってくれる。

　いつもはこのマンションの一室で同どう棲せいしている彼氏の托たく人とさんも一緒にテーブルを囲むのだけど、どうやら彼は急用で家を空けているらしい。珍しく、姉弟水入らずの食事だ。

　まあお姉ちゃんのことだから、今日急きょ彼に用事ができたことが寂しくて、だからこそ突然【今日ウチでランチしない？】なんてメールを送ってきたのだろうけど。

「なー、柊華ってまだ、彼氏のひとりもできてないわけ？」

　食後のデザートを口に運びながら、なんの遠慮もなく颯真が訊ねてくる。

「ごほっ、げほっ」

　わたしはお姉ちゃんお手製焼きプリンを変なタイミングで飲み込んでしまい、盛大にむせた。

「わっ、柊華ちゃん大丈夫ー!?　もう颯真くんってば、少しは相手に気を遣った言い方できないの!?」

　もともとタレ目で柔和な顔立ちのお姉ちゃんがさらに心配そうに眉を下げて、わたしの背中をさすってくれる。

「自分の姉に気ぃ遣う必要ねーだろ」

　対照的にツリ目でシャープな印象の顔立ちをしている颯真は、呆あきれた表情でスプーンをこちらに向けてきた。

「つーかさ、真面目な話、マジでどーすんの柊華。そろそろ三十路だろ？　結婚だってしたいだろ？　それなのに未だバージンって、残念すぎんだろ」

　颯真の手によってぷらぷらと上下するスプーンを横目に、無言でウーロン茶のグラスに口をつける。

　そんなわたしになにか思ったのか、お姉ちゃんが優しく両肩に手を乗せてきた。

「大丈夫だよぉ、柊華ちゃん。いつか絶対、素敵な彼氏ができるから！」

「つってもなー、柊華って初恋もまだなんだろ？　その歳で好きな人もできたことないって、処女以前の問題でいよいよ本格的にやべーよ」

「ちょっとちょっと、颯真くーん!?」

　低い身長でほんわりしたお姉ちゃん。高い身長でクールな颯真。

　そんな見た目も中身も正反対なふたりが目の前でコントのようなやり取りを繰り広げる中、グラスを両手で持ったまま黙ってうつむいていたわたし。

　そこでようやく、ぽつりと爆弾を落とす。

「……わたし、もう処女じゃないし」

「え？」

「え？」

　お姉ちゃんと颯真、ふたりの声が見事にハモり、さらにはまったく同じタイミングでぐりんとこちらを向いた。

　やっぱこういうとこ姉弟だよねー、なんて一瞬現実逃避していたら、お姉ちゃんは満面の笑み、颯真は驚きの表情で、揃いも揃って身を乗り出してくる。

「ひゃあ柊華ちゃん、とうとう彼氏できたんだね！　よかったね、おめでとうー!!」

「マジかよ柊華、なんですぐに教えねーんだよ！　年上か？　同い年か？　年下か？　とりあえず会わせろ！」

　赤飯だー！　祝しゅく杯はいだー！　と騒ぐふたりを前に、いたたまれない気持ちでまたもや爆弾投下。

「や、あの……彼氏は、できて、ないです」

　わたしの言葉に、ぴたりと動きを止めてこちらを凝視したお姉ちゃんと颯真。それから同時に顔を見合わせ、何事もなかったかのように元いたクッションの上へと舞い戻った。

「なんだ、ただの妄想か」

「柊華ちゃん、仕事忙しくて疲れてるんだねー」

　ふたり分の、やれやれといった眼差しを受ける。

　いやあの、話はまだ終わってないんですけど。

「なー瑛奈、プリンまだ余ってる？」

「うん、あるよ～。持ってくるね」

「ちょ、ちょっと待ってふたりとも、最後まで話を聞いて……！」

　キッチンにあるプリンを取りに腰を浮かしかけたお姉ちゃんと、スプーンをくわえた颯真が、きょとんとした顔でまた同時にわたしを見る。

　テーブルにグラスを置いたわたしはその視線を受けて、すうっと息を吸った。

「その……彼氏では、ないんだけどね？　とりあえず、バージンをもらってもらった、というか……」

　変なところで似た者姉弟なふたりが、ここでも同じタイミングで顔を見合わせる。

「……瑛奈、なんか柊華がこわいこと言ってるぞ」

「やだあたし、ホラーは苦手なのにぃ～」

「気持ちはわかるけど……！　とりあえず、聞け！」

　自由な性格のこのふたりをいさめるのは、昔からわたしの仕事だ。だけど今は、こっちだってあまり余裕はない。

　わたしが本気で言っていることが伝わったのか、スプーンを口から離した颯真が呆れ顔で頬ほお杖づえをつく。

「『もらってもらった』ってなに。まさかワンナイトラブ的な？　酒に酔った勢いで、その日初めて会った人と的な？」

「う、それは違う……」

「じゃあなに、友達だったヤツ？」

　けどお前友達少ないよなー、という余計なひとことはさておき、ボソボソとわたしは答える。

「……同じ会社の、後輩くん」

「会社の人!?　オフィスラブぅ～!!」

「瑛奈、ラブはねーから」

　なぜか急にテンションを上げてきたお姉ちゃんに呆れ声でツッコんで、颯真はさらに尋問を続けた。

「それって、いつの話？」

　う、と一瞬、言葉に詰まる。

「……一昨日。金曜日の、夜」

「うわ～、生々し～い！」

　ちょっとおもしろくなってきてるでしょ、自称〝癒し系マイナスイオン女子・柴咲瑛奈〟。

　両手を頬に当てくねくねと身体を揺らすお姉ちゃんにジト目を向けていると、はあっと深いため息が聞こえた。

「バカ、間抜け、ついでにうかつ柊華。後輩だかなんだか知らないけど、彼氏でもないヤツにそんな簡単にバージンあげてどーすんだよ」

　五歳も年下な弟の思いっきり呆れた顔と声が、グサグサ心臓に突き刺さる。

「う……っ」

　会心の一撃で、シュウカに五十のダメージ！　そしてまだまだ、ソウマのターン！

「焦るのはわかるけど、つーか俺もおもしろがって焦らせてたけど、それじゃ本末転倒。俺、自分の姉貴にはちゃんと好きな男と一緒になってもらいたいよ。前に会社で柊華の悪い噂流した男のことも、俺まだムカついてんだからな」

「颯真……」

「大体、男なんてみんなアホで単純でケダモノなんだから、一回カラダ許したらその後なに要求されるかわかったもんじゃ――」

「そ、それは、違う！」

　突然声を荒らげて否定したわたしに、颯真とお姉ちゃんが驚いた表情を浮かべる。

　ハッとして、だけどその言葉を取り下げることもできなくて……というか取り下げたくないわたしは、拙いながらも自分の気持ちを語った。

「あのね、その後輩は、印南くんっていうんだけど……すごく真面目で仕事がデキて、信用できる人なんだよ。他人にあんまり興味がないのか、噂話とかもしてるの見たことないし」

「……ふーん。で？」

『で？』と来ますか……。

　ぐっと膝の上の両手を握りしめて、わたしは視線を逸らさないよう、まっすぐ弟を見つめた。

「で、だから……わたしはうかつでもなんでも、印南くんとしちゃったこと、後悔はしてないよ」

　わたしの言葉に、ふう、と颯真が息を吐く。

　すると、なぜかニコニコ笑顔で、お姉ちゃんが彼の背中を叩いた。

「まあまあ、本人がこう言ってることだし、柊華ちゃんだっていい大人なんだから。それ以上は余計なおせっかいなんじゃないの？」

「……ま、やっちまったもんは仕方ねーからな」

　剣けん呑のんな顔で舌打ちする颯真だけど、なんとか納得はしてくれた様子。

　……よかった。颯真って、怒らせるとすっごく面倒くさいからなあ。心配してくれてるのはわかるんだけど、わたしだって一いっ端ぱしの大人なんだから、放っておいてほしいときもあるのだ。

　ほっと胸を撫で下ろすわたしの肩を、なんだか含みのある笑みを浮かべたお姉ちゃんがつついてきた。

「ねぇねぇ柊華ちゃん、これで晴れて、バージン卒業したわけだけど。初めてのえっち、どうだった？　ちゃんと楽しめた？」

「た……っ」

　あけすけな質問に、かあっと顔が熱くなってしまう。

　そんなわたしを見てさらに笑みを深めたお姉ちゃんが、なぜかそのまま抱きついてきた。

「やーん、柊華ちゃんカワイイ！　今まで柊華ちゃんとはこういう話できなかったから、うれしいな～」

「い、いいよ別に、しなくても……っ」

「でもそれ、俺も気になる。相手は童貞じゃなかったんだろ？　どうだった？　テクとか」

　ほんとに、この姉弟は……。なんでこう、オブラートに包むとか、むしろその話題には触れないでおくとか、そういった類いの気遣いをしてくれないんだろうか……。

　深くため息をつくことで、羞恥から来る身体の熱をなんとか逃がす。

「……そんなの訊かれたって、わかりません。だってわたしは、ハジメテだったわけだし」

　わざと素っ気ない口調で言ってみても、ふたりの好奇心は収まらないらしい。後ろのソファーに背中を預けて床に座っていたわたしを追いつめるように、両サイドからじりじりと近づいてくる。

「やだ柊華ちゃん、簡単なことだよ。気持ちよかった？　よくなかった？」

「ほんとに、ウチの長女は……」

「諦めろ、柊華。狙った獲物は逃がさないのが俺たちだ」

「長男もかい……」

　かわいらしく小首をかしげるお姉ちゃんと、神妙な顔でうなずいてみせる颯真。押しの強いこのふたりに挟まれては、これ以上逃げることはできない。

　ソファーの上にあったビーズクッションを体育座りでぎゅうっと抱きしめて、唇を尖らせた。

「……そりゃあ、相手の人はわたしがハジメテって知ってたわけだから。や、優しくは、してくれたよ」

「へぇ～」

　お姉ちゃんのやたらイイ笑顔になんだかバツが悪くなって、さらにクッションを抱きしめる手に力を込める。そして自然と頭の中によみがえってしまうのは、あの夜のことで……。

「柊華、顔真っ赤」

「う……」

　たしかに、身体中が熱い。颯真に指摘されて頬を両手で挟めば、そんなわたしをニコニコ笑顔のお姉ちゃんが眺めている。

「あーあ、あたしにもこんなときあったなー、なつかしいな～」

「いや、瑛奈は昔から肉食全開でガツガツしてただろ」

「えー、そんなことないし！」

　ぷうっと頬を膨らませ、颯真の肩を軽く叩く。

　アラサーでもそんな仕草が似合ってしまう柴咲瑛奈嬢、我が姉ながらすごい。

　若干尊敬の眼差しで見つめていれば、お姉ちゃんは再びくるりとわたしに目を向けた。

「でもよかった。柊華ちゃんのハジメテの相手がまともそうな人で。カラダの相性とか、うまい・ヘタとか、やっぱりあるもん。その点、きっと柊華ちゃんとその人は、ぴったりだったんだよ！」

「あ、相性って……」

　なんともいえない気持ちで、クッションを抱き込みながら視線を泳がせる。

　……あのとき、痛い痛いと泣きじゃくるわたしをうまいこと宥めすかして、リードしてくれた印南くん。やっぱり彼は〝うまい〟人、だったのかな。

『いっ、いた、痛い……っ』

『大丈夫、柊華さん。俺に任せて、力抜いて』

『う……大智、くん……』

『ん、そう、その調子。いい子ですね、柊華さん』

　だっ、だから出てくるなー!!　あのときの映像と音声ーっ!!

　テーブルの上にあるグラスをひっ掴み、そのまま一気に中身をあおる。

　ぷはっと残りのウーロン茶を飲み干したわたしは、グラスとプリンの入れ物を持って立ち上がった。

「わたし、そろそろ帰るね」

「あ、俺も。これからまた大学行くんだ」

「えー、ふたりとももう行っちゃうのー？」

　不満げにお姉ちゃんは言うけれど、壁にかかっている時計を見れば、もう十四時半。この後予定があるわたしは、いつまでものんびりしていられない。

　使った食器類を洗ってリビングに戻り、バッグ片手にお姉ちゃんへと向き直った。

「それじゃ、ごちそうさま」

「ごちそうさまー」

　横に並んだ颯真も、同じように口にする。

　今度はお姉ちゃんがクッションを胸に抱いて、なんだか拗すねた表情でこちらを見上げた。

「あーあ、この後予定なかったら、久しぶりにみんなで買い物行きたかったのに」

「ごめん、わたし今日、美容室予約してるんだ」

「そっか～。じゃあ、また今度ね」

　残念そうなお姉ちゃんに見送られ、颯真とふたり、マンションの部屋を出る。

　わたしと並んで廊下を歩きながら、彼はスマホを取り出して誰かに電話をし始めた。会話から察するに、おそらく彼女だろう。

「今の彼女は、大学のミスコンで一位とった子だっけ？」

　颯真が通話を終えたタイミングで何気なく話しかければ、彼はあっさりうなずく。

「うん、そう。けど、すぐ別れるかも」

「はあ？　なんで？」

「顔はかわいいんだけど、性格悪いんだよな」

「……そうですか」

　颯真は、いつもこんな感じ。優先順位的には大学の研究とか友達のほうが上なんだろうけど、常に彼女は絶えない。我が弟ながら、おそろしいヤツだ。

　エレベーターを待ちながら、今度は颯真が話を振ってきた。

「柊華、髪、切んの？」

　その質問にちょっとだけドキッとして、だけどそれを悟られないように、いたって平然と答えた。

「うん、まあ。前髪とか、ね」

「ふーん」

　自分から訊ねたくせにたったそれだけつぶやいて、颯真は前を向く。

　深くつっこまれなかったことに心の中でこっそり安堵しながら、わたしはなんとなく前髪をいじった。




　また、月曜日がやってきた。

　つまりは平日。つまりは仕事。乗り慣れたエレベーターに上へ上へと運ばれながら、わたしは人目も憚はばからず盛大にため息をついた。

　オフィスで印南くんと顔合わせたら、どうしよう。いや、『顔合わせたら』っていうか、絶対合わせるんだってば。悩むまでもなく、今まで通り普通に同僚として接するだけでいいんだってば。できるかな、わたし。……いや、やるんだ、柴咲柊華！

　心の中で自分に活を入れたところで、エレベーターが十一階に到着。

　よし、と小さくうなずき、わたしはフロアへと足を踏み出す。

「あれっ、柴咲さん、前髪切ったんですか？　似合ってますー！」

　オフィスに入るなり、わたしを見た数人の同僚たちにそんな感じで声をかけられた。

　当たり障りなく言葉を返して歩いていくと、営業第一グループのデスクの島に印南くんの姿を見つけてしまって、心臓がドキッとはねる。

　だけど、今わたしが歩いている通路から、彼のいるデスクまでは遠い。わざわざ声をかけるまでもなく視線を逸らして、そのまま更衣室へと足を進めた。

　いつ見ても地味な女子用制服に身を包み、社員証を首から提げる。

　ロッカー内の鏡を見ながら長い髪をひとつにまとめれば、今日もちゃんと〝美人な柴咲柊華〟を演じるためにきっちりメイクを施した顔が、鏡の中からこちらを見返した。

　だけど、昨日までと違うのは――高校時代からいつも斜めに流していた前髪が今は眉毛にかかるくらいの長さに揃えられて、額を隠しているということ。

　見慣れないそれをひと撫でしてから、ロッカーを閉じる。

　我ながら単純すぎだよなあ、わたし。あの無表情印南くんがちょっと笑いながら『似合いそう』って言っただけで、まんまとその通り前髪を切るなんて。けどなんか、印南くんにそう言われたら、じゃあやってみようかなって気になっちゃったんだもん。

　……あ、でもこれ、変なふうに捉えられちゃったりしたら、どうしよう。別にそんなつもりじゃないのに、『俺の言ったことをすぐ実行するなんて、まさか柴咲、俺のこと好きなんじゃね？』とか。いやいやむしろ、『ただ気まぐれで言っただけなのに本気にして、柴咲バカだなー』とか。

　ロッカーに向かい合ったまま自分以外誰もいない更衣室でひとしきり考えた後、うつむかせていた顔を上げる。

　……そういう人じゃないよね、印南くんは。印南くんは優しいから、わたしの無茶な言葉に付き合って、一緒に過ごしてくれた。この前髪は、ちょっとした気分転換。それ以上でもそれ以下でもないんだから、きっと印南くんだって、なんとも思わない。わたしと彼は、これからも、ただの同僚だ。

　ふう、と息を吐きながら、目を閉じる。次にまぶたを開けたわたしは、更衣室を出るべく足を進めた。

　だけどドアノブに手をかけた瞬間、廊下の方から自分の名前が聞こえたような気がして、そのままぴたりと動きを止める。そうっと、ドアに顔を近づけて耳をすました。

「――だろ。だって柴咲さんって、年収一千万以上の男としか付き合わないって話だし！」

　あー、ハイハイ。またわたしのそういう噂ですか。よく次から次へと温泉のように出てくるなー。

　とはいえ、その男性の声はドアの向こうの踊り場から聞こえてくるし、このままでは出ていきづらい。どうしたもんかなあ、とまた前髪を撫でるわたしの存在には気づかず、会話はさらに続く。

「そーだよ、だからお前とどうにかなるなんて、ありえないだろーが」

「そう言われましても、それが事実ですし」

　……ん？

　ぴたりと、わたしは一切の動きを止めた。

　だって、今、聞こえた声って……。

「では、もう一度言います」

　なんの感情も窺い知れない、淡々とした口調。こんな話し方をする人なんて、わたしはひとりしか知らない。

「先輩たちが見たものに対する答えですけど。……俺と柴咲さんは、付き合ってますので」

　彼――印南くんの言葉を聞いた瞬間、気づけばドアノブを回していた。

「はあー!?」

　びくっと、ドアの向こうにいた三つの人影が、驚いたように反応する。

　その中のひとり、さっきとんでも発言をした印南くんに焦点を合わせたわたしは、ずんずんと彼に近づいていく。

「柴咲さん、もういらしてたんですね。おはようございます」

「おはよう印南くん、ちょっとこっち来てくれるかな？」

　突然のわたしの登場にも、まったく動じない彼。

　あくまで顔には笑みを貼りつけながら、わたしはその腕を掴んだ。

　ポカーンと立ち尽くす男性社員ふたりは放置して、印南くんを引き連れいったんオフィスに入る。そしてすぐそばにある小会議室へと、誰の目にも触れないよう身体を滑り込ませた。忘れずに、しっかり内側から鍵をかける。

「なんでそう柴咲さんは、毎度毎度ヒトを壁際に追いやるんですかね」

　ちょうど一週間前と同じように壁に頭をごりごりぶつけながら、呆れたような声音で印南くんが言った。

　構うことなく彼のネクタイを掴んで、その端整な顔に迫る。

「ねぇ印南くん、さっきのアレは、いったいどういうこと？」

「柴咲さん、年収一千万円以上の男じゃないと付き合わないって本当ですか？　エグいですね」

「そんなわけないでしょ!!　いや今はそこじゃなくて、なんなのさっきの!?」

　相変わらず飄ひょう々ひょうとした態度を崩さない彼を前に、努めて落ち着いた振る舞いを心がけようとしていた建前はあっさり崩壊してしまう。

　つい声を荒らげてしまったわたしを見下ろして、印南くんは小さくため息をついた。

「……仕方なかったんですよ。どうやらシステム課のあのおふたり、金曜日に俺と柴咲さんが手を繋いで歩いていたところを見かけたらしくて」

「え!?」

　それって……印南くんが連れていってくれた、あのレストランから出た後のことだよね？　たしかにあの場所は、会社からそう離れたところでもなかったけど。まさか、九条物産の社員に見られていたなんて……。

　ネクタイに掴みかかって硬直するわたしをそのままに、彼は続ける。

「手を繋いでいるところをはっきり見られているのに、『なんの関係もないです』とは言えないでしょう。実際あの晩、言い訳できないことをしたわけですし」

「……う」

　イロイロと思い出してしまい、つい頬が熱を持つ。

「それならいっそ、付き合ってることにしておけばいいと思ったんです。そういうことなら、就業後たとえ手を繋ぎながら一緒に歩いていても問題はない」

　……たしかに、理に適っている話だとは思うけど。でも、だからって、わたしと印南くんが付き合ってる、なんて……。

「それに」

　また彼が話し始めたことで、無意識に泳がせていた視線を再び上げた。

　無表情で、だけどどこか真剣な瞳で、印南くんがこちらをまっすぐに見つめている。

「それに、これは多少後付けの部分もありますけど……あなたが、大してスペックが高いわけでもない一介のサラリーマンである俺と付き合ってるということが知れれば、柴咲さんに関する心ない噂も、少しは払拭できるかもしれません」

　いやきみ、なかなかにハイスペック男子だと思うけどね。ウチの会社の女性社員、陰できみのこと『無表情王子』とか言ってるからね。でも……。

「わたしの、噂……？」

　印南くん、そんなこと、考えてくれたの？

　金曜日のあの夜、おいしいイタリアンを楽しみながら、全然楽しくないわたしの黒い噂の話は、ちょこっとだけした。入社直後わたしに告白してきた先輩が、お付き合いを断った腹いせに流したみたいなんだ、って。当時は『常務の愛人』って言われてたのに今じゃ『社長の愛人』なんだから、わたしも出世したものだよね、なんて。

　そんなふうに、お酒が入った流れの笑い話で軽く話しただけなのに。印南くんは、そんなことまで気にしていてくれたの？

「まあ、あくまでフリというか、一時的なものですけど。本当に柴咲さんに好きな人ができたとき、困りますから」

「えっ、と……」

「でも、どうですか？　俺が、柴咲さんの偽彼氏。悪い話ではないと……って、もうあのふたりには『付き合ってる』って言ってしまってるので、今さら取り消しても面倒なことになりそうですけど」

　やはり悪びれもせずそう言って、だけどわたしの言葉を待つように、じっと見下ろしてくる。

　どう考えても、変な話だ。ただ『バージンをもらってほしい』という無理やりな業務命令から、今度は偽の恋人になるなんて。

　わたしは、自分の勝手な都合に印南くんを巻き込んでしまっている。きっと、彼も迷惑しているはずだ。それでもこんなふうに優しくしてくれて、いたたまれない。

　こんな申し出、本当は断るべきなのに言葉が出なかった。彼の優しさに甘えてしまいたいと思う情けない自分が、邪魔をしているから。

　ネクタイを掴んでいた手をするりと外す。なぜか泣きそうになる目元に力を込めながら、印南くんを見上げた。

「……うん、わかった。印南くんの、偽彼女に、なる」

　まだ、ただの同僚には、戻りたくない。もっと、彼のことを知りたい。

　どうしてか今そう思ってしまっている自分は、颯真の言う通り本当にバカで間抜けでうかつなんだろうなって、頭の片隅で考える。

「……決まりですね」

　つぶやいたと思ったら、印南くんはわたしの左のこめかみに、軽くキスを落とした。

「なっ、え……っ」

　突然の接触に、唖然とする。だけど彼は構わず、さっさと壁とわたしの間から抜け出した。

「では、そういうことで。今後ともよろしくお願いします。〝偽彼氏〟に対する要望などあれば、どうぞ遠慮なく。可能な限り善処します」

　普段オフィスで聞くのと同じように真面目くさった言葉遣いで、印南くんはそう言った。

　……善処って。やっぱり印南くんにとっては、これも仕事の一環なんだろうか。

　なぜか、胸の中にもやもやとした感情が広がる。

「あ、柴咲さん」

　その理由がわかりかねるわたしを、ドアの前で立ち止まった印南くんが呼んだ。

「……なに？」

「柴咲さん、言い忘れてましたけど」

　ノブに手をかけたまま、彼がこちらを振り返る。

「その前髪、やっぱり似合ってますね」

「……っえ」

　バッと、つい前髪を手で隠した。

　そんなわたしに小さく口の端を上げて、今度こそ印南くんは会議室から出ていく。

　閉ざされたドアを呆ぼう然ぜんと見つめ、思わずその場にへたり込んだ。

「な、なに考えてんの、あの人……」

　彼の唇が触れたこめかみを手のひらでおさえながら、たぶん今の自分の顔は真っ赤で。これからどうなってしまうのだろうと、ただひたすら、頬の熱を冷ますのに必死だった。




　本当に、会社という狭い世界の中で噂が広まるのは早いものだなあと、つくづく思ってしまう。

　わたしと印南くんが〝偽恋人〟になってから、十日ほど。もうすっかり、社内ではその噂が定着しているようだ。

　といっても、わたしたちの関係は以前と特に変わらない。今まで通り同じオフィスで仕事をして、普通に仕事の話をするだけだ。

「柴咲さん」

　コピー機の前で資料作りをしていたわたしは、その声に振り返る。

　見ればそこにいたのは、声で予想した通り印南くんだった。

「なに？　印南くん」

　周りの同僚たちから視線を感じつつも、なんの含みもない表情と声音で対応する。

「『ベスト物ぶつ流りゅう』の担当者から、メールがありました。『タイヨーテクニカ』に明後日納入予定の『富ふ士じ倉そう庫こ』で、原料の在庫が不足しているそうです」

「うーん、そっか」

　納入先からのオーダーと出荷地での実際の在庫が噛かみ合わないことは、わりとよくあることだ。

　ベスト物流は、九条物産が取り扱う樹脂原料の配送を委託している会社。さらにそこからベスト物流の担当者が、各納入先用の製品を保有している協力会社にオーダーを出して、製品が出荷される。

「メールには、足りない製品名と在庫数は書いてあった？」

「はい、プラチナポリプロですね。現在の在庫は百二十五キロで、オーダーは百七十五キロです」

　メモも見ずにすらすらと答える印南くんに、少し考えてから指示を出す。

「そう。じゃあ、タイヨーテクニカに連絡して、オーダーよりも少ない数量の納入でもいいか確認して。あと、タイヨーテクニカはカンバン付きの出荷だったはずだから、納入数が少なくなる分、余ったカンバンの処理方法も確認」

「了解です」

　うなずき、彼は自分のデスクへと戻った。

　すぐに受話器に手をかけたのを確認して、わたしは手元の資料へと再び向き直る。

　わたしたちの様子を何気なく窺っていた同僚たちも、各々自分の仕事に戻るのがわかった。

　……はい、こんな感じですよ。〝偽恋人〟なんていっても、所詮はフリ。本当に恋人らしく振る舞う必要なんてないのだ。というか、そもそもここは仕事をするところなんだし、そんな期待されてもイチャイチャなんてしないって。

　印南くんも、『〝偽彼氏〟に対する要望などあれば、どうぞ遠慮なく』なんて言ってたけど……わたしは別に、あれから彼になにか伝えたりなんかしていない。そりゃあわたしだって、もし彼氏ができたらしたいこととか、いろいろあったけど。でもそれって、偽物の印南くんに要求するのはちょっと違うと思うし。

　あくまで、彼はわたしに付き合ってくれてるだけ。〝偽恋人〟も、最初の業務命令の延長。期待なんて、してはいけないんだ。

　そこまで考え、自分の思考に、自分で驚いた。……期待って、なんだろう。わたしは印南くんに、なにかを期待してるの？

　不透明な感情を持て余しながら、わたしは冷静に仕事をこなそうと無心で手を動かした。




　お昼休みに入ると、このフロアはかなり人がまばらになる。大体の人がこのビルに入っている食堂や、外にある飲食店へと向かってしまうからだ。

　家からお弁当を持参する人でも、このオフィスで食べる人は少ない。十六階にオシャレなカフェスペースがあるので、そこを利用する人が多いから。

　そんなわけで、わたしのようにいつも手作りのお弁当を持ってきて、なおかつデスクで広げるような人は、ここでは珍しいんだけど……。

「印南くん、今日は外に食べに行かないの？」

　いつもは先輩社員に連れられて、すぐにオフィスを出ていく隣の席の彼。だけど今日はデスクについたままコンビニ袋をごそごそし始めたから、つい声をかけてしまった。

「矢野さん、朝から外出してますし。たまにはここで簡単に済ませます」

「そうなんだ」

　袋から出したサンドイッチのパッケージを開けながら答えた印南くんに、努めてシンプルな言葉を返す。

　オフィスに残っている人は数人で、しかもそれぞれイヤホンをしたりパソコンと睨めっこしていたりするから、わたしたちの会話なんて気にしていないはず。それでもなんとなく、ここであまり親しくしているのもよくない気がして、自然と声も小さくなった。

　そんなわたしの心情に気づいているのかいないのか、隣の印南くんはいつもの無表情でたまごサンドをパクついている。

　なんかちょっとかわいい、と一瞬考えてしまった自分の思考を、慌てて頭の中から消し去った。

「柴咲さんは、いつもここで弁当なんですか？」

　わたしの手元にある弁当箱に目を向け、彼がそんなことを訊ねてくる。

「あ、うん。そうだよ」

　玉子焼きに箸を伸ばしながら、うなずく。

　印南くんは早くも二個目のパンの袋を開けた。

「ああ、社内に友達いないんですもんね」

「……そうですね。いろいろあって、距離置かれてますからね」

　若干頬を引きつらせつつ、イヤミっぽくわたしは答える。

　ほんとこの子、遠慮知らないよね。これは、こわいもの知らずなの？

　そこでなぜか、印南くんがじっとわたしのことを見つめてきた。

「……違うでしょ？」

「え……」

　その視線に、ドキリと心臓が大きく鳴った。

　なにもかも見透かされそうな黒い瞳が、少しだけ細められる。

「距離を置いているのは、柴咲さんのほうでしょ？」

　とっさになにも言えなくなって、言葉に詰まった。まっすぐな眼差しから逃れるように、わたしは顔を逸らす。

「……わかんないよ、印南くんには」

　つぶやいて、ぷすりとアスパラベーコン巻きに箸を突き刺す。

　きっと、わからない。いろんなものに恵まれている彼に、劣等感だらけのわたしの気持ちなんて。それに自分自身、情けないから、知ってもらいたいとも思わない。

　少しの沈黙。ほら、こんなときにわたしは、気のきいた言葉なんて出てこない。きっとお姉ちゃんなら、『感じ悪くしてごめんね』って、素直に謝れるのに。きっと颯真なら、『そういえばこないださあ』なんて、うまく話題を変えられるのに。

「……仕方ないですね」

　ため息とともに吐き出されたそのセリフに、びくっと肩がはねる。

　弁当箱に落とした視線を上げられないわたしの隣で、印南くんがキャスター付きの椅子をこちらに向けたのがわかった。

「今度から俺が、柴咲さんと一緒に昼メシ食べます」

「はい？」

　取り繕う間もなく、反射的に漏れたのは間抜けな声だ。

　ポカンと顔を上げたわたしを見下ろして、印南くんは首をかしげる。

「なんですか。なにか問題ありますか？」

「問題っていうか……だって印南くん、いつも矢野さんたちと食べに行ってるじゃない。なのに急に、わたしと食べるなんて言ったら――」

「別におかしくないでしょう。俺たちは〝付き合ってる〟んですから」

　なぜかわたしの言葉を途中で遮り、キッパリと彼が言った。

「いや、おかしいでしょ……」

　だって本当は、わたしたちは付き合ってなんかいないんだから。あれは、先輩たちに問い詰められたあの場を切り抜けるためだけに使った嘘。なのにわざわざそれを裏付けるパフォーマンスみたいなこと、今さらしなくてもいいと思う。それに……。

「ダメだよ、印南くん」

　そう言って、わたしはなるべく明るく笑ってみせる。

「お昼休みに、ずっとわたしと一緒にいたりしたら……もしかしたら印南くんも、変な噂の対象にされちゃうかもしれないし」

　まあそれは、わたしと付き合っているという嘘をついてしまった時点で、今さらなことなのかもしれないけど。でもこれ以上、自分の問題に、彼を巻き込みたくはなかった。

　さりげなく印南くんから視線を逸らして、またお弁当に手をつけ始める。だけど隣から、なんだか尋常じゃない視線の圧力を感じて、ちらりと横目で窺ってみた。

「なに言ってんですか、柴咲さん」

　その瞬間、驚いた。わたしを見下ろしてそう話す彼が、無表情の中に、ちょっとだけ怒りをにじませているような気がしたからだ。

「変な噂とか、そんなのは興味ないです。たとえば俺が陰で柴咲さんの飼い犬三号とか言われたって、別に全然気にしません」

　いや、それは気にしたほうがいいんじゃないかな……。

　頭の中では思うけど、彼のまっすぐな視線に気け圧おされて言葉が出ない。

　わたしをさらに追い立てるように、印南くんは少しだけ目を細めて、言い切った。

「他人の勝手な評価に、傷つく必要はないです。俺が本当のあなたを知っているんだから、それでいいでしょう」

　あまりにもキッパリと言われたその言葉は、相当な衝撃でわたしの心臓を撃ち抜いた。

　だって、そんな……『それでいいでしょう』って、自信満々に決めつけられて。それなのに、どうしてか今ものすごく泣きそうになってしまっているわたしは……たぶん自分が思っている以上に、彼の言葉をうれしく感じているのかもしれない。

「……うん。そう、かも」

　涙腺が緩みかけているのを堪こらえるためにわざと神妙な顔でうなずいてみせれば、彼はどことなく不満げに眉を寄せた。

「『かも』じゃないです。そうなんです」

「そっすか」

「急に雑になりましたね」

　真顔でツッコまれて、「ふは」とつい声に出して笑う。

　ほんとにもう、この印南くんという人は、いつも予想外のことをしてくれる。いつだってなにを考えているのかわからない無表情なくせに、いきなりこんな、なんだか熱いことを言ったりして。……ああ、なんか、まずいなあ。

　少しずつ、彼にほだされていく自分がいるのを感じてしまう。

「柴咲さんのお弁当は、手作りですか」

「あ、うん。そうだよ」

　突然話題が変わったことに若干戸惑いながらも、答えた。

　お姉ちゃんみたいに料理が得意なわけではないけれど、ひとり暮らし歴は長いから、いつも自炊はしている。

「へぇ」

　つぶやいた彼はくしゃりとパンのパッケージを丸め、「今度、俺に作ってきてくれてもいいですよ」なんて続ける。

「……作りません」

「それは残念です」

　口では言うけど、ほんとにそう思ってるんだか。

　わたしは空になった弁当箱を片付けて、いつも会社に持ってきているお茶入りのマグボトルへと手を伸ばす。

「柴咲さん、明日いきなり、昼休みに消えたりしないでくださいよ」

「え？」

　パチンとマグの蓋を閉めて、印南くんの方に顔を向けた。

「友達がいない柴咲さんは、明日からは俺と一緒にお昼食べるんですから」

「あのね、印南くん。わたしに友達いないいないって言うけど……一応わたしにも同期がふたりいて、しかもけっこう仲良かったんだからね？」

　不満げに唇を尖らせて答えれば、彼は小さく首をかしげた。

「で、その同期の方は今どちらに？」

「……女子のほうは入社四年目で寿退社して、男の同期は去年上シャン海ハイ支店に転勤になった」

「やっぱりいないじゃないですか」

　バッサリ断言されて、もはやぐうの音も出ない。

　た、たしかにこの本社にはいないけど……でも一応、ふたりとは今も連絡は取り合ってるんだから！　そりゃ世間一般的には少ないけど、わたしにだって、友達はいるんだから！

「柴咲さん、今すごくおもしろい顔してますよ」

　そんな失礼極まりないセリフとともに、無意識に膨らませてしまっていた頬を、ぷしゅっと人差し指でつつかれる。

　驚いて視線を向ければ、いつもより目を細めて、少しだけ口角を上げた印南くんがいた。

「キスでもすれば、機嫌直りますか？」

「な……っ」

　かーっと、一気に顔が熱くなる。頬に触れる手から慌てて逃れ、わたしはあくまで声を抑えながら抗議した。

「い、印南くん、そんなこと会社では……」

「会社じゃなかったらいいんですか？」

　そう返す彼の瞳がきらりと光った気がした。ますます頬が熱を持つ。

「そういう問題じゃなくて……！」

　ああ、もう、わたしダメだ。なんだかどんどん、印南くんのペースに巻き込まれてる。

　始まりは、〝業務命令〟なんて言葉を使って、こっちが巻き込んだはずなのに……もしかして、本当は違った？　最初からわたしのほうが、彼に引き込まれていたの？

　昼休みが終わりに近づいてきて、次第にオフィスに戻ってくる人たちが増える。

　印南くんはもういつもの無表情で、頬杖をつきながら自分のデスクのパソコンを眺めていた。

　そんな彼を視界に入れないよう、わたしはスマホを見るフリをして、必死に平静を装う。

　……まずい。これは、まずい。なんでわたし、印南くんの言動に、あっさりドキドキさせられてるの。だって、あの一度きりの身体の関係もそもそも〝業務命令〟で、お互いそこに、特別な感情なんてなくて……。

　隣の印南くんには気づかれないよう、静かに深呼吸を繰り返す。

　落ち着け、柴咲柊華。あなた、そんなにちょろい女だったわけ？　印南くんは同情で、わたしに関わってくれてるんだから。……同情で、抱いてくれただけなんだから。なのにそれがキッカケで、たとえばわたしが印南くんを好きになっちゃったりしたら、バカみたいじゃない。そんなの……印南くんからすれば、迷惑なだけじゃない。

「……ふう」

　息を吐きながら一度まぶたを下ろして、またゆっくりと開ける。

　うん、大丈夫。わたしは、彼に恋をしたりなんかしない。恋になんて、落ちない。これ以上、彼に迷惑なんか、かけられない。今の〝偽恋人〟の関係も、そのうち自然と終わるはず。そのときに、ただ笑って『ありがとう』と言える自分で、いなければ。

「すみません柴咲さん、このオーダーの件なんですけど」

「うん？」

　いつも通りの無表情でわたしを呼ぶ彼に身体を向けて、伝票を指し示すその手元を覗き込む。

「どれ？」

「この、納入条件のところで――」

　彼の指先が、長いまつ毛が、少しだけ特別に見えるなんて……きっと、気のせいだ。

　自分に言い聞かせながら、なぜか苦しくなる胸には気づかないフリをした。










きみの弱いトコロ




「柴咲さん、デートしましょうか」

　昼休み中、オフィスの自席にて。相変わらずの抑揚のない声で、突拍子もない言葉が紡がれた。

　我ながらおいしくできたと思う今日のお弁当のメインであるチキン南蛮が、つまんでいた箸から滑り落ちる。

「……誰と、誰がデート？」

「俺と、柴咲さんが」

　さらっと答えますけど、印南サン、内容の異常さに気づいてます？

「……へー」

「なんですか柴咲さん、反応薄すぎじゃないですか」

「きみにだけは言われたくないよね」

　すかさずそう言いながら、白米の上に転がっていたチキン南蛮を救出して、今度こそ口に運ぶ。

　印南くんの『明日から一緒にランチします宣言』から、約一週間。彼が矢野さんをはじめ他の社員に引っぱられる場合を除き、わたしたちはこうしてお昼休みを一緒に過ごしていた。

　ちなみに、食べる速度が遅いわたしと違って、印南くんは自宅近くのパン屋さんで買ったらしいくるみパンとクロックムッシュをずいぶん前に平らげている。

　……なんだかなあ。印南くん、話し上手でもないわたしといて、飽きないのかな。というか、いきなり『デートしましょうか』ってなに。つい動揺して、チキン南蛮落としちゃったじゃないの。

「ここに、こんなものがあります」

　もったいぶって言いながら、彼がわたしのデスクになにかを差し出す。

　紺色の、細長い紙切れが二枚。わたしはいったん箸を置き、その紙を両手で持ち上げてまじまじと見つめた。

「……〝ディナークルーズ〟？」

「はい」

　紙に書かれた文字を読み上げたわたしに、こくりとうなずいて見せた印南くん。

　手の中の紙から、隣にいる彼へ視線を移す。

「どうしたの？　これ」

「ひとつの別れを経験した傷心の男からの、悲しみと切なさと少しの嫉妬がこもったプレゼントです」

「……意味がわからないんだけど」

　思わず不満を顔と言葉に出せば、彼は右手で頬杖をついてこちらを流し見た。

「そのディナークルーズチケット、もともとは矢野さんが自分の彼女の誕生日のために、三カ月も前から予約してたものなんです」

「……で、なぜそのチケットが、ここに」

「なぜ、と訊かれれば簡単には言葉にできない事情があるのですが……まあハッキリ言ってしまえば、つい一週間ほど前に矢野さんが件の彼女に振られたため、誕生日サプライズの必要がなくなってしまったからですね」

　さすが、他人の不幸話をするときも印南氏のポーカーフェイスはブレない。

「それは……言葉にできないわね」

　引きつった顔を見せるわたしに、「でしょう？」なんてさらりと言う。

　それから印南くんは、わたしの手から二枚のチケットを引き抜いた。

「実は昨日、その矢野さんを慰める会という名目の飲み会があったんです。で、そこで矢野さんが、『印南は俺みたいになるなよ！　このチケットはお前にやるから、柴咲さんと楽しんでこい！』と、溢あふれんばかりのオトコ気を見せてくれまして」

「……なんか、その様子だと溢れてたのは涙みたいだけど」

「そこはツッコまないであげてください」

　矢野さん、おいたわしや。最近ふとした瞬間にすっごく遠い目をするときがあるとは思っていたけれど、そんな事情があったのか。というか矢野さんも、わたしと印南くんの噂は鵜う呑のみにしてるのね。印南くん、他の人たちの前でわたしのことをなんて話してるんだろう……。

「で、柴咲さん」

　わたしを呼ぶ彼の声に、ハッとする。

　隣に顔を向ければ思いがけずまっすぐ自分を射抜く視線とかち合って、少しだけ鼓動が速まった。

「そのディナークルーズ、今週の土曜日に予約してるそうなんです。つまり明後日、なんですけど」

「う、うん……」

「柴咲さん、一緒に行ってくれますか？」

　いつだって無表情な印南くんがよくやってる、ちょっぴりかわいらしい仕草。小さく首をかしげながら、問われる。

　即答できず、わたしは視線を泳がせた。

「それは……ふたりで、ってこと、だよね？」

「もちろん」

　彼はなんの迷いもなく言って、そのままじっと見下ろしてくる。

　どうやら、わたしの返答を待っているらしい。やはり視線を合わすことはできないまま、頭の中でいろいろなことを考えた。

　わたしたちは一応、この職場では恋人同士ということになっている。でも、それはあくまでわたしに関する黒い噂の鎮火を目的とした、偽物の関係なわけで。だから会社の外でまで、わざわざ恋人がするようなことをしなくてもいいと思うんだけど……。

「傷心の矢野さんに、託されたんですよね。『俺が行けなかった分、お前が楽しんできてくれ』って」

　押し黙ってしまったわたしに、印南くんが畳みかける。

「他に誘える人もいないですし。もし柴咲さんの都合がよければ、付き合っていただきたいんですけど」

　そう話す彼はいつもの淡々とした口調と無表情で、そこに他意は感じられない。

　……ほんとに、普段お世話になってる矢野さんにチケットをもらったから、義理で行こうとしてるだけなんだなあ。さっきは『デート』だなんて言葉を使ってたけど、きっと印南くんの言う通り、単に他に誘う人がいないからわたしに声をかけただけなんだ。それなのに、勝手にドギマギして……わたし、かなり自意識過剰じゃない？

「ん、大丈夫。行けるよ」

　なるべく感情が表に出ないよう気をつけながら、わたしは答えた。

　返事を聞いた印南くんは、「ありがとうございます」と言ってチケットをひらつかせる。

「これは、当日まで俺が持ってますね。クルーズが十九時半からなので、十八時半に『朝あさ日ひ駅えき』で待ち合わせましょうか」

「わかった」

「それじゃあ、詳しいことはまた後で連絡します」

　相変わらず段取りがいい彼の言葉にうなずき、再び箸へと手を伸ばした。

　印南くんはスーツのポケットからお財布を取り出して、その中にチケットをしまっている。

　なんだかあっさり決まった、印南くんとのデート。しかも、豪華客船でのディナークルーズ。

　けどこれは、厳密にはデートとは言わないのかな。だって彼からすれば、普段からお世話になっている人に義理を立てただけなんだもん。

　でも、初めて男の人とふたりきりで出かけるというその事実に、自然とわたしの心臓は高鳴ってしまっている。ディナークルーズってドレスコードあるのかなあ、なんて考えつつ、家に帰ったらネットでリサーチしなくてはと、しっかり決め込んだ。




　あっという間に、ディナークルーズ当日はやってきた。

　待ち合わせの朝日駅には、約束の十分前に到着。改札を抜けてすぐのところ、柱に寄りかかっている見知った姿を見つけて、わたしは足を早めた。

「印南くん！」

　声に気づいたその人物が、顔を上げる。

「柴咲さん。こんばんは」

「こんばんは。ごめん、待った？」

　言ってから、ああこのやり取りってなんかデートっぽい、なんて思ってしまう。

　こっそり恥ずかしくなっているわたしには気がついていないらしく、印南くんは背中を預けていた柱から身体を起こした。

　今日の彼の服装は、紺色のジャケットに白シャツとチノパン。それにこげ茶色のチャッカブーツを合わせていた。背が高くて足も長いから、細身のパンツがよく似合う。

「待ってませんよ。俺もさっき来たばかりです」

　そう言ってくれる彼に「そっか」と返せば、印南くんは左手の腕時計に視線を落とした。

「それじゃあ、行きましょうか。ターミナルまでは、ここから歩いて七分くらいです。足元、大丈夫そうですか？」

「うん、平気」

　大型とはいえ船だと多少揺れることもあると思ったから、今日は一応ヒールが低めのパンプスにしておいた。

　わたしの答えにうなずき、印南くんが歩き出す。途中、コンパスの大きい彼がわたしの歩幅に合わせてくれていることに気づいてしまって、ますますデートっぽい、と顔を赤らめたのは秘密だ。

　客船ターミナルへは、連絡通路を通って運河沿いに歩いていくとすぐに到着した。

　チケットカウンターで乗船手続きを済ませ、さっそくわたしたちは大きなクルーズ船へと乗り込む。

「……すごい。ホテルみたい」

　豪ごう奢しゃなシャンデリアが輝くロビーに圧倒されて思わず漏らせば、隣の印南くんは「そうですね」と冷静に返した。

　彼もクルーズ船に乗るのは初めてだと言っていたけれど、それでもその表情に驚きや感動などの変化は見られない。

　なんか、印南くんといると自分がすごく子どもっぽく感じられるんだよなあ。でもでも、こんな豪華な船で食事なんてめったにない機会だし、素直に楽しまなきゃ！　とりあえず、チケットをくれた矢野さんに早くいい人が現れるように拝んどこ。

「柴咲さん、なにやってるんですか。レストランは二階ですよ」

　両手を顔の前で合わせていたわたしを、なんだか呆れ声の印南くんが急かす。

「あ、うん」

　スタスタ歩みを進める彼を追いかけ、これまたきらびやかな造りの手すりに触れながら階段を上がる。

　そこにあったのは、ホテルの披露宴会場の入口にあるような大きなドアだ。今は開け放たれているその奥が、ディナー会場になっているらしい。

　この船にクロークはないから、上着は自分で持ってなきゃいけないんだよね。

　会場に入る前、わたしはようやく、きっちり着込んでいたトレンチコートを脱いだ。

　コートを右腕にかけたわたしを見下ろして、印南くんが口を開く。

「さすがですね、柴咲さん。お綺麗ですよ」

「……ありがと」

　淡々と褒められ、むず痒がゆいような力が抜けるような、なんとも微妙な心地になりながらお礼を言う。

　事前に調べたクルーズ船のホームページには、ドレスコードについて、意外にも『カジュアルな服装でおいでください』とあった。

　だけど、きっと印南くんはスーツかジャケットで来るんだろうと思っていたから、一応それに合わせた格好だ。

　淡いピンク色で、腰辺りにフリルの飾りがあるチューリップスリーブのワンピース。黒の薄いストッキングに、かかと部分にリボンがついているパンプス。髪型はアイロンで大きめにカールさせてから、簡単にサイドアップにした。

　それにパールネックレスと黒いクラッチバッグを合わせれば、それなりにきちんと見えるよそいきコーデの完成だ。

　社会人としては当たり前なのかもしれないけど、意外と印南くんって、社交辞令言うよね。まあ、やっぱり相変わらずの無表情だから、言われた側としても簡単にお礼返すだけになるんだけど。

　わたし、『綺麗ですね』とか、わりと言われ慣れてるはずなのに……なぁんか印南くんにそういうこと言われると、妙にむずむずするんだよなー。褒めてるはずのそのセリフに、表情が伴っていないから？

　つい口がへの字になってしまっているわたしに思うところがあったのか、印南くんが首をかしげた。

「ああ。もしかして柴咲さん、『綺麗』より『かわいい』って言われるほうがよかったですか？」

「か……っ」

　つい大きな声を出しそうになったところを、慌てて飲み込む。

　な、なんでそんな恥ずかしいこと訊けるのかね、この無表情男子は……!!

　思いもよらない言葉に、ボッと顔が熱くなった。

　対して印南くんは、そのまま自然な動作で、わたしの左耳に触れる。

「では、改めて。……いつもかわいいですけど、今日は一段とかわいいですよ、柴咲さん」

「～ッ」

　驚きと羞恥で、もはや言葉も出ない。

　こんな恥ずかしいやり取りをしているここは、ドアのすぐそばだ。他の乗客たちが、好奇の視線を向けながら横を通り過ぎていく。

　真っ赤な顔で口をパクパクさせるわたしを見下ろし、印南くんが満足げに口角を上げた。

「うん。やっぱり、柴咲さんには〝こっち〟ですね」

「っえ、え？」

　戸惑いまくりのわたしに、彼はイタズラな眼差しを向けてくる。

「『美人』と『綺麗』は言われ慣れてるから、『かわいい』のほうが効果てきめん。しかもうれしそう」

「な……っ」

　う、うれしそうって……。なにそれ、勝手に分析しないでよ！　そして実はちょっと図星っていうのが、また悔しいんですけど……!!

　照れ隠しに睨みつけてみても、やはり彼は涼しい顔。今にも噛みつきそうなわたしなんてお構いなしで、そっと腰に手を添えてきた。

「さて、そろそろ席に行きますよ。おいしいディナーが待ってますからね」

「……印南くんって、たまにふざけてるのか本気で言ってるのか、よくわからなくなるんだけど」

　レストラン内へと歩みを進めながら不機嫌顔でつぶやけば、彼は心外そうに片眉を上げる。

「とんでもない。俺はいつでも、真面目で本気です。小学校の通知表にも『大智くんは真面目で責任感があってとても立派です』って書いてありました」

「そうですか……」

　その通知表、絶対に続きがあるでしょ。『ですが、いつも無表情だとまわりから誤解されやすいので、もう少し感情豊かになってくれるとうれしいです』とか。

「柴咲さん、今失礼なこと考えてません？」

「そんなことないわよ？」

　いつかも言われた問いに内心ぎくりとしつつ、素知らぬ顔で返す。

　そのタイミングで近づいてきたスタッフさんといくつか会話を交わし、席まで案内してもらった。

「俺、柴咲さんに信用ないんですね」

「……そういうことではないんだけど」

「じゃあ、具体的な例を挙げればいいですか？」

　わざわざわたしの背後に回って椅子を引いてくれながらの、意味深なセリフ。思わず怪け訝げんな表情で彼を振り仰ぐ。

　長身を折り曲げ、印南くんがわたしの耳元に唇を寄せた。

「少なくとも、あの夜、俺の下で健気に痛みを堪えながら唇を噛みしめていたあなたの表情は……とても庇ひ護ご欲よくが駆り立てられて、かわいかったですよ」

「な……っ」

　少し笑みを含んだ低いささやき声に、身体中が熱を持つ。

　二の句が継げずわなわなと唇を震わせるわたしの両肩に後ろから手を乗せ、印南くんは「はい、Sitシット downダウン.」とやたらイイ発音で言った。

　そしてそのまま、力が抜けたように椅子へと腰を下ろすわたし。

「……ほんっと印南くんって、イイ性格してるわ」

「ありがとうございます」

　褒めてないから！というツッコミは、かろうじて心の中で押し留める。向かいに座る彼の顔を見れないまま、わたしは料理が運ばれてくる前になんとか頬の熱を冷まさなければ、と頭を悩ませた。




「……はあ」

　ひやりと冷たい鉄製の手すりを掴んで、大きく息を吐く。

　これは、感嘆のため息だ。先ほどのレストランで堪能したイベリコ豚の生ハムやらオマール海老やら牛フィレ肉やらは信じられないくらいおいしかったし、印南くんが追加で注文してくれたワインはほどよい甘さとフルーティさが優しく確実に身体に染み渡って、今現在もわたしをとてもいい気分にさせてくれている。

　夜景、綺麗だなあ。明るいうちに見ても、ただ無機質なビルが並んでるだけなのに、どうして夜になったとたん、こんなに綺麗に見えるんだろう。

　視界いっぱいに広がった暗闇に浮かぶネオンをぼんやり眺めていると、すぐ後ろから足音が届く。

「柴咲さん、足元気をつけてください」

　後を追ってデッキへと出てきた印南くんが、左隣に並んでそう言った。

　思わず、ムッと唇を尖らせる。

「印南くんて、たまにわたしのこと子ども扱いするよね」

「子ども扱いはしてません。じゃなきゃ、あんないやらしくてオトナなことは――」

「ハイハイハイハイもういいです！」

　またもや下ネタ発言を投下しかける彼の言葉をぶった斬り、手のひらでぐいぐい右頬を押してその整った顔を自分から背けた。

　ほんとにもう、なんでこう恥ずかしげもなくさらっと下ネタぶっ込めるんだか！　これだから最近の若者は！

　一応自分と二歳しか違わないという事実は棚に上げ、アルコールに侵食された頭でそんなことを思う。

　周りには、わたしたちと同じようにディナーを終えてデッキからの景色を楽しんでいるカップルが何組もいる。彼らとわたしたちの決定的な違いは、こんなところで並んで立ってはいても、実は本当の恋人同士ではないこと。

　船上で受ける十一月の夜風は、なかなか冷たい。というか、わりと本気で寒い。だけど気分が高揚して火照った身体を冷ますには、これくらいがちょうどいいのかもしれない。

「料理、すごくおいしかったね。わたし、オマール海老って初めて食べた」

「俺もです。自分の中のおいしい海老ランキングが更新されました」

　なにそれ、とつい吹き出して、わたしは隣の彼へ目を向けた。

「でもまあ、いきなりの『ハッピーバースデー』には、さすがに驚いたなあ」

　苦笑しながら、先ほどの出来事を思い出す。

　もともと矢野さんが彼女の誕生日にサプライズをするため予約していた、今回のディナークルーズ。矢野さんはコースの最後に、レストランスタッフがバースデーケーキを持ってくるという演出までお願いしていたらしい。

　しかも、スタッフさんたちによるバースデーソング付き。『ハッピーバースデーディアさわこさん～』と知らない女性の名前で呼ばれたうえ、周りのお客さんからも温かい拍手をいただいてしまった。

　恥ずかしいやら良心が痛むやら。あれがキッカケで、だいぶワインの酔いが回ってしまったような気がする。

「そうですね。俺も矢野さんから聞いてなかったので、驚きました」

　夜空に目を向けながら、印南くんが事もなげに言う。思わずわたしはその横顔を凝視した。

「……驚いてたの？」

「はい」

　こくりとうなずくけれど、思い返してみても、あのときの印南くんは普段と変わらない無表情だった気がする。……おそるべし、スーパー鉄仮面・印南大智。

「あのケーキのおかげで、おなかパンパンです」

「ふふ、たしかにー」

　言ってから、「でも……」と、わたしは夜景に目を向けながら続けた。

「あの演出、他の人のために用意されたものではあるけど……実はけっこう、本気でうれしかったな」

　そう話すわたしの顔を、印南くんが横からじっと見つめているのがわかる。

　いつものわたしなら、たぶん、こんな話はしなかったかもしれない。だけど今は少しだけ酔っぱらっていて、クルーズ船だなんて非日常な場所にいる。だから、こんなふうに、自然と自分の話が口からこぼれてしまっているのかも。

「わたしの誕生日、来月なんだ。だからちょっと早いプレゼントみたいで、普通にうれしかったの」

「そうなんですね。何日ですか？」

「十二月二十六日。家ではいつもクリスマスと一緒にお祝いされて、ちょっとしょっぱい思いしてたんだよねー」

　苦い思い出にちょっぴりセンチメンタルになりながら、前髪をいじる。

　子ども心には、やっぱり分けてやってほしかったお祝い。大人になった今なら仕方ないって納得できるけど、あの頃はだいぶ不満だったんだよねぇ。

　隣の印南くんがこちらから視線を外して、同じように前を向いたのを視界の片隅で捉えた。

「じゃあ矢野さん、グッジョブですね。柴咲さんに喜んでいただけたので、これであの方も浮かばれます」

　相変わらずの淡々とした口調で、印南くんはシュールなことを言う。

「いや、矢野さん生きてるからね？　お世話になってる先輩になんてこと言ってんの？」

　ほんとにもう、思考が計り知れないな、印南くんは。

　ひとつ息をついてから、わたしは横にいる人物へとまた顔を向けた。

「……印南くん。今日は、本当にありがとう」

　言い切って、ぺこりと頭を下げる。

　こんな極上の夜景と食事が味わえるディナークルーズなんて。彼が誘ってくれなければ、きっと今後も経験できなかった。今夜は純粋に楽しく、素敵な時間を過ごさせてもらえたから、わたしは改めて感謝の言葉を伝えたかったのだ。

　顔を上げると、印南くんは手すりに頬杖をつきながら、小さく首をかしげている。

「そんな、改まったお礼なんていいですよ。付き合ってもらったのはこちらのほうです。むしろすみませんでした。ディナークルーズの相手があなたの好きな『イケメン御曹司』じゃなくて」

　彼がそう言った瞬間、わたしは光の速さでその右頬をつまんで、輝く笑顔を浮かべながらぐいぐい引っぱった。

「印南くん、次にその話したら、今度はほっぺたじゃなくて二の腕の内側の痛いとこひねり上げるわよ？」

「失礼ひました。あのとき持ってた本は『俺様イケメン御曹司』でひたね」

「お黙り印南……！」

　あのとき一瞬しか表紙見えなかっただろうに、しっかり記憶してるなんて！　ほんと、わたしの乙女な趣味をこの男に見られてしまったのは一生の不覚だったわ……。

　照れ隠しで、頬を引っぱる手が力んだ。さすがに痛かったらしく、わたしの左手を包むように彼の手が触れる。

「痛いです、柴咲さん」

「じゃあ、痛そうな顔しなさいよ」

　つい不満げな顔で漏らせば「柴咲さん、そういうのがお好きなんですね」という意味不明な言葉が返ってきたので、「なんの話よ」とツッコんでおいた。

　今日のところは素晴らしいこの夜景に免じて、頬つねりの刑から解放してやる。

　だけどもなぜか、印南くんはわたしの手を捕らえたままだ。

「あの、印南くん。手……」

「柴咲さん、冷えてますね」

　若干の戸惑いを含んだわたしのつぶやきは、あっさりと阻まれた。印南くんはそのまま、わたしの手のひらの感触を確かめるように、自分の右手の親指を這はわす。

　びく、と思わず肩がはねた。

「い、なみく――」

「あなたの弱いところ、俺、覚えてますよ」

　まっすぐにわたしの目を射抜いたまま、左手を掴んだ彼の指が、探るような動きで手のひらを撫でる。

「耳の裏に、手のひらと、指の間。あと……」

　いつの間にか、手すりを背にして彼に覆われるような体勢になっていた。

　経験値が少ないわたしは、近すぎるその距離に硬直。

　空いた左手を手すりにつき、印南くんがそんなわたしの首筋に顔を寄せてくる。

「うなじも。キスしたら、すごくイイ反応してましたよね」

「……ッ」

　ふ、と彼の吐息が首筋にかかって、急激に体温が上がった気がした。薄暗いから気づかれてはいないだろうけど、きっと今わたしは、弁解のしようもなく赤い顔をしているに違いない。

　思わず力が抜けかける身体を叱しっ咤たし、目の前にある印南くんの胸を自由な右手で押した。

「い、印南くん、これ以上悪ふざけは……っ」

「ふざけては、ないですね」

　即答され、思わず顔を上げる。

　上げてから、しまった、と思った。じっとわたしを見下ろす、ネオンが映り込んだ印南くんの黒い瞳が綺麗で、目が逸らせなくなってしまったから。

「……っあ」

　胸を押す手をいとも簡単に外されて、そのまま両手首をひとまとめに拘束される。彼の右手の指先が、わたしの顎を捕らえて上向かせた。

「柴咲さん」

　印南くんの声には、なにか特別な力でもあるのだろうか。だって今、わたしはまるで魔法にでもかかってしまったみたいに、彼を見つめたまま動けずにいる。

　彼が、顔を傾けた。長いまつ毛が、その目元に影を落とす。

　それはあの夜、何度も見た光景だ。

　忘れられないあの日。わたしが、印南くんに抱かれた日。

　耳の奥で、どくんどくんと心臓が脈打つ音が聞こえる。夜風は冷たいはずなのに、それも気にならないくらい身体が熱かった。

　端整な、彼の顔が近づいてくる。しっかりと意思を持って。きっと間違いなく、わたしの唇を狙って。

　……ああ、ダメ。こんなのは、ダメだ。彼は、わたしのことを好きなわけじゃない。なのに、この場の雰囲気に流されただけの、恋人ごっこなんて……。

　掴まれたままの両手のこぶしを、ぎゅっと握りしめた。渾身の力で振り払ったら、意外にも簡単に拘束は外れる。

「そっ、そこまで!!」

　言いながら、唇が重なる数センチ手前というところで、手のひらを彼の口元に押しつけた。

　一瞬驚いたように印南くんは目を見開き、だけどすぐにそれは、いつもの無表情へと形を変える。

「……まさかの寸止めですか」

　つぶやかれた声音は平へい坦たんではあるけれど、どこか不満げだ。

　わたしはつい声を荒らげそうになるところをなんとか堪え、印南くんの口元を覆う手はそのままに小声で抗議する。

「や、だって……ひ、人。まわりにたくさん人が！」

「ひとけがないところならいいんですか？」

「そ……っ」

　うわああ、これじゃ前と同じだ！　揚げ足を取るのが大変お得意らしい彼は、容易にわたしを言い負かそうとする。このまま言い合っていても、勝ち目はなさそうだ。

　とりあえずこの近すぎる距離をどうにかしなければと、わたしはキッと彼を睨みつけた。

「印南くん、とりあえずそこ、どいてくれる？」

「ええまあ、そんなこわい顔しなくても、どきますけど」

　飄々とそんなことを言って、身体を離す印南くん。

　あまりにあっさりしたその態度に、少しだけ拍子抜け。だけど『隙を見せてはいけない……！』という謎の緊張感に駆られていたわたしは、再び自分の左隣に落ち着いた彼を強い眼差しで見上げた。

「あのね、印南くん。わたしたちはほんとに付き合ってるわけではないんだから、ムードに流されてああいうことしちゃダメなのよ」

　年上の威厳を保つよう、あくまで毅き然ぜんとした態度で言い放つ。

　対する印南くんは、なにか考える素振りで顎に手を当てた。

「柴咲さんの言う『ああいうこと』とは、キスのことですか？」

「そ、そう。そういうことよ」

　ためらいもなくハッキリその単語を口にされ、つい動揺しながらもうなずく。

　彼はさらに思案するように一度視線を斜め上に向け、その瞳が再びわたしへと戻された。

「前に俺、『〝偽彼氏〟に対する要望などあれば、どうぞ遠慮なく。可能な限り善処します』って、会議室で言ったでしょう」

「……うん？」

「柴咲さん、さっきキスしてほしそうな顔をしてたので。だから俺も、それに精一杯応えようとしたんですけど……もしかして俺の勘違いでしたか？」

　なんて彼がのたまうから、もはや開いた口が塞がらない。

　な、なにを言うの、この鉄仮面男子は……。『キスしてほしそうな顔をしてた』なんて、そんなのしてないし！　というか、たとえそう見えたとしても、それを実行に移そうとするって何事!?

「……印南くん」

「はい」

　堅い声で名前を呼べば、印南くんは仕事中のようにすぐに返事をしてわたしと目を合わせた。

　変わらない彼の無表情を見て、少しだけ冷静になる。

『キスしてほしそうな顔をしてた』わたしに、印南くんは〝偽彼氏〟の責任で応えようとした。絶ッ対そんな顔はしていない自信はあるけれど、でもそれがさっきの行動の理由なら……やはり印南くんはわたしのことなんて、機械的に仕事をする相手としか見ていないということになる。

　そう考えたら、またさっきよりも、頭の中がすうっと冷えた気がした。

「あのね、たとえ印南くんにはわたしがなにかしてほしそうに見えたとしても……別にそんなの、あなたが無理して叶える必要はないの」

　言いながら、なんとなく彼の目を見ていられなくて、視線を夜景へと移す。

「だってわたしたち、お互いに好き合ってるわけじゃ、ないんだから」

　一瞬の間の後、「そうですか」と声が降ってきた。

　その淡々とした声音は聞き慣れているはずなのに、どうしてか少しだけ、胸の辺りがちくりとする。

　そう感じた理由が自分でもわからなくて、だからわたしは、その痛みに気づかなかったフリをした。

「……中に戻ろう。もうすぐ、港に着く時間だよ」

　つぶやいてから彼の返事を待たず、船内に続くドアへと足を向ける。

　印南くんは無言のまま、わたしの後を追ってきた。

　自由に振る舞っているように見えて、その実いつでも、年上や目上の人に従順な彼。今はなぜかその素直さが、やけにわたしの心をもやもやさせた。




　十一月も半ばになってから、気温がぐっと下がってきた。駅から職場への徒歩移動中、ストールを指先で調整しながら顔を上げると、横断歩道の信号が点滅していたので潔く立ち止まる。

　向かい側にある信号をぼんやり眺めていたら、後ろから軽く肩を叩かれた。

「あ、矢野さん」

「はよー、柴咲さん」

「おはようございます」

　会釈しつつ挨拶すると、矢野さんは「今日は寒いねー」なんて言いながら隣に並ぶ。

　すぐにあることを思い出したわたしは、寒そうにトレンチコートの襟を立てる彼へ再び向き直った。

「あの、矢野さん。ディナークルーズのチケット、ありがとうございました」

　今度は、深々と頭を下げる。一応あのチケットは印南くんがもらったものだから、わたしからお礼を伝えるのは当日以降のほうがいいのかなって思っていた。

　矢野さんは一瞬きょとんと目をまたたかせて、それでもすぐに笑顔を見せてくれた。

「ああ、いいえー。つーか、なんか逆に悪かったね、お下がりって感じで」

「いえ、そんな……とても、楽しかったです」

　口元に笑みを浮かべてそう言えば、なぜだか彼がとたんに遠い目をする。

「あーそっか、一昨日が予約の日だったもんね。俺なんて……その日は家でひとり飲んでたわ……」

「……なんか、すみません」

　あまりの儚はかなげっぷりに、口をついて出る謝罪の言葉。

　もともとは、矢野さんが彼女の誕生日のために予約したディナークルーズだもんね。本当なら彼女とデートに行っていたはずの土曜日、自宅でひとりアルコールに溺れていたなんて、なんと悲しいことか。

「いやいやいや。印南と柴咲さんが楽しんできてくれたなら、それだけでチケットを予約したときのウキウキしていた俺は浮かばれるわ」

　自分も行きたかっただろうに、その気持ちを押し込めて笑みを向けながらそう言ってくれる。

「矢野さん……」

　名前を呼ぶ声に、思わず感激がこもった。

　やっぱり矢野さん、いい人だな。でも、『いい人』って結局そこ止まりで恋愛感情には発展しないのが、悲しいかな、この人の残念なところ……。

　そんな失礼なことを思いながらも、横断歩道の信号が青に変わったので、ふたり揃って歩き出す。

　すぐそこにあるオフィスビルを目指しながら、わたしたちは他愛もない世間話を続けた。そしてちょうど、ビルの入口にある自動ドアをくぐったとき……。

「ああでも、そういえば」

　そんなふうに矢野さんが言うから、わたしはまた顔を向ける。

「サプライズのバースデーケーキ、あったでしょ？　あれ、ちゃんと持ってきてくれた？」

「あ、はい」

　あのときの状況を思い出し、つい苦笑してしまいつつもうなずいた。

「わたし、全然聞かされてなかったので驚きました。印南くんも知らなかったって」

「まー俺、あえて言わなかったからね。で、そんときの印南の様子、どうだった？」

「え？」

　その質問の意味もそうだけど、『あえて言わなかった』という矢野さんのセリフが引っかかって首をかしげる。

　そこで矢野さんは、なぜだかニヤリと悪そうに笑った。

「いやー、やっぱ自分の後輩にいい思いばっかりさせるのもシャクだからさ。アレは俺なりのちょっとしたイタズラだったんだよね」

「イタズラ、ですか？」

「んー、やっぱり柴咲さんは知らないか」

　さっきから、矢野さんの話していることの意味がサッパリわからない。

　不覚にもそれが表情に出てしまっていたのか、わたしを見下ろす彼が今度は無邪気に微笑んだ。

「ふっふー。じゃあこれも、アイツへのイタズラの延長ってことで。俺が話したってことは印南には内緒ね」

　エレベーターの上りボタンを押しながら、そう前置きをして話し出す。

「印南ってさ、なんかやたら要領いいっていうか、段取りいいと思わない？」

「それは……たしかに」

　思い当たる節はたくさんあるので、素直に首を縦に振った。

　最初の〝業務命令〟のときもそうだけど……今回のディナークルーズの件も、待ち合わせ時間や場所は、すべて印南くんがテキパキと決めてくれた。

　頼りになってすごいなあって、改めて彼に対する評価が上がる部分だけど……それが、どうかしたのかな。

　ますます、首をかしげるわたし。

　対する矢野さんはエレベーターの階数表示を見上げながら、込み上げる笑いを耐えるように口元を手で押さえている。

「あのねこれ、前に印南がいつもより酔っぱらってるときに聞き出した情報なんだけど……アイツ、不意打ちとかアドリブとか、アクシデントに実はめちゃくちゃ弱いんだって。だから、なんでもキチッと段取り組んで計画的にやらないと、不安で仕方ないんだってさ」

「え……」

　思いもよらないそのタレコミに、目を丸くした。

　不安で仕方ない、って。あのいつでも無表情な冷静印南くんからは、信じられない感情だ。

「あー、コレ本人にバレたらめっちゃ怒られるなー」なんて漏らしながらも矢野さんの顔は笑っていて、話をやめる気配はない。

「ディナークルーズの件も、俺、事前にめちゃくちゃいろいろ質問されたのよ？　服装はどんな感じがいいとか、船の乗り場まで行く道順とか……ホームページでも見て調べろっつっても、『人から直接聞くほうがわかりやすいので』とか大真面目な顔で言うし」

　意外すぎるその話に、つい相づちも忘れてポカンとしてしまう。からかうような笑みを浮かべたまま矢野さんは続けた。

「まあ今回の場合、〝彼女〟の柴咲さんが一緒だから、余計に失敗したくなくてカッコつけたかったんじゃない？」

　そんなことを言われ、ドキッと心臓がはねる。

　印南くん……わたしといるときにそんな素振り、ひとっつも見せなかったくせに。いつもと変わらない無表情で。いつもと同じ、声のトーンで。

　でもほんとは、カッコつけてるとき、あったのかな。いつも、わたしばっかりが焦っているんだと思ってたけど……実は印南くんも余裕がないときが、あったのだろうか。

　それってなんか……人間らしくてかわいい、かも。

「……柴咲さん、顔ニヤけてる」

「へっ」

　ぼそりと届いた矢野さんの声に、慌てて頬を両手で押さえた。

　彼はさっきまでの無邪気な表情を、今度は下世話ないやらしい笑みに変える。

「わーお。お熱いことですなあ」

「な、なんですか、矢野さん。というか別にわたし、に、ニヤけてなんか」

「いや～これはこれは……うん、俺もひと安心な感じだなあ」

　わたしの弁解は完全にスルーし、なぜかうんうんとひとり納得しているご様子。

　両頬に手を当てたまま訳がわからず矢野さんを見上げると、返ってきたのは意味ありげな視線だ。

「柴咲さんと印南、俺が考えてた以上にお互い想い合ってうまくいってるんだなって。よかったよかった」

「な――」

　ニヤニヤ笑いを隠そうともしない矢野さんの言葉に口を開きかけたその瞬間、エレベーターが到着する。

「あ、来た来た」なんてつぶやいてさっさと乗り込む彼に倣い、わたしも慌ててその後を追った。

　わたしたちの他に数名の男女を乗せ、エレベーターは上へと動き出す。

　……矢野さんはやっぱり、わたしと印南くんが、普通に付き合っていると思ってるんだ。本当は、偽の恋人を演じてるだけってこと……仲がいい矢野さんにも、印南くん言ってないんだ。

　どうして、そこまでしてくれるんだろう。そんなふうに仲良しの先輩を欺いてまで、どうして印南くんはわたしに付き合ってくれるんだろう。

「本当は、少しだけ心配だったんだ」

　不意に降ってきたつぶやきに、うつむいていた顔を上げる。

　矢野さんはエレベーターのドアへと視線を向けたまま、なんだかやわらかい表情を浮かべていた。

「その、ちゃんと下準備がないと不安だって話をしたとき……印南、ちょっとだけ柴咲さんのことも話しててさ」

「え……」

　どくんと、さっきとはまた違う意味で、大きく鼓動が鳴る。

　印南くんが、わたしのことを？　いったい、どんな話を……。

「『俺ばっかりが、柴咲さんのことを好きなんです』だって」

「……ッえ」

　不意打ちで聞かされたその言葉が胸を貫いて、一瞬呼吸を忘れた。

　自分が今どんな顔でこの話を聞いているのか、想像もつかない。

「まあ、相変わらずいつもの無表情だったけど。あんときはビビったわー。あの印南が、そんな健気なこと言うもんだから」

　苦笑する矢野さんに、『それは違う』と反論しかけて、できなかった。

　エレベーターが止まる。わたしの右後ろにいた男の人が降りて、今度は別の女性が乗ってくる。

　その間にもわたしは、ただ自分のパンプスのつま先を見つめていることしかできない。

　……違う。印南くんは別に、わたしのことなんて好きじゃない。きっとそれも、演技をしただけ。〝偽恋人〟の関係を本物っぽく見せるために、印南くんがリップサービスをしただけ。

　ちゃんと、わかってる。それは彼の本心じゃないって、わかってる。なのに……なんでわたし今、こんなにうれしくて、胸が苦しいの。

　これ以上印南くんのことばかり考えてしまう自分がなんだかこわくて、思考を振り払うように息を吐いた。

「で、柴咲さんどうだった？　いきなりケーキが登場したときの、印南の反応」

　わくわくが止まらない様子の矢野さんに、わたしは努めて落ち着いた声を返す。

「どっからどう見てもいつも通りでしたよ。『驚いた』とは、言ってましたけど」

「マジか……どんだけ鉄仮面なんだよ……」

　どうやらわたしの報告は、たいそう矢野さんを落胆させてしまったらしい。しょんぼり肩を落とすけどそれでもすぐに復活し、輝く瞳で右手のこぶしを握りしめる。

「でもな、あんなヤツだけど……付き合ってるうちに、なんかあの無表情がかわいく思えてくるんだよな。こう、いろいろ与えて反応を見たくなるっていうか」

「へぇ……」

　そうか。だからこの人、やたら印南くんに構ってるのね。矢野さん、動物好きっぽいし。警戒心の強い猫を懐かせたいです！みたいな。

「俺さ、思うんだよ。たぶん印南が全然笑ったりしないのって、きっと、昔なにかトラウマになるようなことがあったに違いない。まだ小さい頃、本当の親と生き別れたとか！　昔仲良くしてた友達が、自分の目の前で車に轢ひかれて命を落としてしまったとかさ！　気ぃ遣って実際本人には確かめられてないんだけど、きっとそう!!」

「……どうですかね」

　矢野さんの激しい妄想が炸さく裂れつしたところで、エレベーターはオフィスのある十一階へと到着した。

　やれやれと肩にバッグをかけ直すわたしの目の前で、ドアが開いていく。

「あ」

「あ」

　ドアの向こうの景色を見た瞬間、つい漏れてしまった声。そしてそれに被さるように、同じ反応を正面に立つ人物もしていた。

「おー印南、はよーす」

　ひょっこりとわたしの隣から顔を出し、矢野さんは開いたドアの向こう側にいた人物――印南くんに軽い挨拶をしながら、フロアへと足を踏み出した。ハッとして、わたしもそれに続く。

　一歩脇によけていた印南くんが、エレベーターには乗り込まず口を開いた。

「おはようございます、矢野さん。あの、土曜日のチケットありが――」

「あー、礼ならもういいっていいって。さっき柴咲さんにも言われたし」

　ね？と話を振られ、不意をつかれながらもうなずいた。

　印南くんはそんなわたしを一いち瞥べつして、再び矢野さんへと視線を戻す。

「そうですか」

　……どうしよう。一緒にいた矢野さんが立ち止まってるのに、なんか、ひとりでは先に行きにくいな。

　なんとなく手持ち無沙汰なわたしなんてそっちのけで、ふたりの会話は続いている。

「新しい彼女できたら、俺リベンジするわ～。あのディナークルーズ、なかなかよかっただろ？」

「はい、とても」

「そーかそーか。柴咲さんもさっき、『楽しかった』って言ってたもんな！」

　にか！と満面の笑みを浮かべる矢野さんのセリフに、つい肩を揺らした。

　言葉にはしないまでも、口の形を『え』と小さく開けた印南くんが、またわたしを見つめてくる。

　や、矢野さんめ……。他の人に『楽しかった』って話してたことをまさか目の前で本人に知られるって、なにこの羞恥プレイ！　恥ずかしすぎる……!!

「わ、わたし、先行きますね」

　こうなれば逃げるが勝ちだ。早口でまくし立てたわたしは、男性陣の横をすり抜けてオフィスに向かおうとした。けれどちょうど印南くんの真横を通り過ぎる直前、焦っていたせいか平坦な床でつまずいてしまい、ぐらりと身体が傾く。

「ひゃ……っ」

　重力に逆らえず前のめりに倒れていくのを感じ、思わず固く目をつぶる。

　だけどわたしの身体は、そのまま床にぶつかることはなくて……。

「っぶね」

　無意識であろうそんなつぶやきとともに、突然胸の下辺りに回された誰かの腕。力強いそれに抱きとめられ、わたしはなんとか固い床と接触せずに済んだ。

「大丈夫ですか？　柴咲さん」

　とっさに顔を上げたわたしの視界いっぱいに映ったのは、いつもの無表情の中に少しだけ安堵の表情をにじませた、印南くんの整った顔。

　えっと、わたし今つまずいて、それを印南くんが抱きとめてくれて……？

　たった今自分に起こった一連の出来事の情報を脳が処理した瞬間、かーっとものすごい勢いで、頬に熱が集まった。

　異常なわたしの反応に印南くんが目をみはったのを、確認できたかできていないか。そんな絶妙なタイミングで、自分を抱える彼の腕から転がるように抜け出した。

「ご、ごめ、……ありがとう……っ」

　ああ、なんか、矢野さんまでもがポカンとした表情をしている気がする。

　思いっきり顔を背け、それでも一応お礼は言って、わたしは振り返ることなくオフィスへと駆け込んだ。

　……まずい。今の反応は、まずい。いくらわたしの恋愛偏差値が低いことを印南くんに知られてるからって、それでも、さっきのわたしの態度は過剰だった気がする。勝手に身体が反応してしまったとはいえ……これじゃあわたしが印南くんのことを、ただの同僚以上に意識してしまっているみたいじゃない。

　矢野さんにも、変に思われただろうか。『一応付き合ってるくせに、あんな反応するなんて』って、勘ぐられてしまうかな。

　ああ、もう。……ほっぺた、熱い。

　おそらく真っ赤になっているであろう自分の顔を同僚たちに見られたくなくて、うつむきながら更衣室を目指した。










この気持ちは秘密




　ぴゅうっと冷たい風が吹く。

　……寒い。なんだか今日は異常に寒い。いくらもう十一月も終盤だからって、わたしが外勤のときに限ってこんなに寒くなることないじゃない。

「うぅ……っ」

　また、冷気をたっぷり含んだ北風が吹いた。

　肌を刺すそれに思わず身震いした瞬間、急に鼻がむずむずして、わたしは慌てて口元を両手で押さえる。

「は……っくしゅん！」

「……柴咲さん、寒そうですね」

　すぐ隣から聞こえた声にハッとし、おそるおそる、そちらへ視線を向けた。

　予想通り、見慣れた無表情の印南くんが、わたしを見下ろしている。

　内心『ついにやってしまった……！』と頭を抱えつつも、表面上は平静を装い「別に」とそっけなくつぶやいた。

　今日は営業第一グループの中畑部長とわたし、それから印南くんとの三人で取引先を訪問する日だった。用事があって直帰するという部長とは先ほど現地で別れ、今は印南くんとふたり、駅に向かって歩いているところだ。ここから電車に乗って戻るとなると、会社に着く頃には十六時を回るだろうか。

　ああもう、どうしてこんな日に限ってわたしはストールを忘れてしまったの……というか、くしゃみ！　マイルールで『デキる美人はくしゃみとしゃっくりをしない！』って決めてたから、今までずっと会社の人の前ではしないように気をつけてたのに……なんという不覚！

　悶々としながら、ひたすら足を進めるわたし。

　そしてその左隣を、同じく無言のまま歩く印南くん。けれども少しの間の後、彼が口を開く。

「柴咲さん、よかったら、これどうぞ」

　そんな言葉に目を向けてみれば、印南くんが自分の首に巻いていたグレーのマフラーを外しているところだった。

　目の前にためらいなく差し出された厚手のそれに、一瞬、唖然。すぐに我に返って、ぶんぶんと片手を顔の前で振る。

「い……っいいよ、そんな……印南くん、自分でしてて！」

「ですが、柴咲さんのほうが寒そうですし」

「別にわたし、寒くないから！」

　完全に強がりだけど、そう言ってマフラーを彼に押し戻そうとする。

「さっきくしゃみもしてたじゃないですか。見てたらわかることを、どうしてそんな頑なに隠そうとするんですかね」

「そん……っわ」

　いつも通り淡々と、けれどもどこか呆れたように話して、印南くんは無理やりわたしの首にマフラーを引っかけた。そして抵抗する間もなく、そのままぐるぐると巻きつけられてしまう。

「うん、俺より似合ってますよ」

　まっすぐ目を見つめて言う彼に、かーっと頬が熱くなるのを感じた。

　首周りどころか口元まですっぽり覆うマフラーからは、いつか抱き合ったときに散々感じた彼のにおいがした。不覚にも、体温が上昇してしまった気がする。

　それを悟られないよう、プイと顔を逸らした。

「あ……あり、がとう」

　会社の前まで行ったらすぐさま返そう、と心に決めながら、お礼をつぶやく。

　そんなわたしに印南くんはなにを思ったのか、聞き間違いじゃなければ「フッ」と小さく笑みを漏らし、自分の口元を片手で隠した。

「いいえ。……てか、柴咲さんって」

「な、なに」

　笑われたことに動揺しつつも、一応返事をする。

「いや……気を悪くさせたら申し訳ないんですけど。柴咲さんってよく人から、『見栄っぱり』とか『意地っぱり』って言われません？」

「……言われないし」

「今の間が気になるところですけど。まあ、そういうことにしておきます」

　微妙に上から目線でそう言って、再び彼は前を向く。

　わたしはといえば、こっそりその横顔をうらめしげに見上げてから、彼と同じように視線を正面へと戻した。

『見栄っぱり』とか、『意地っぱり』とか。そのかなーりいただけない言葉、実はよくお姉ちゃんや颯真に言われてるなんてこと、口が裂けてもこの男には言うまい。

　心の中でそう完結して、わたしは自分の首元を包む布にそっと触れた。

　悔しいけれど彼が貸してくれたマフラーは温かくて、さっきまでよりずっと、冷たい風が気にならなくなった。

　……やっぱり、印南くんって実は優しいよね。でもこれは、きっとわたしが年上で会社の先輩だからこそ、なんだよね。その理由って、なんか……あんまり、うれしくない、かも。

　無意識ながら、なんだか不本意な方向に思考が傾いてしまいそうになっていた、そのとき。

「……柊華ちゃん？」

　突然わたしの耳に届いたのは、深く考えるまでもなく聞き覚えのある声。

　ギシリと機械的に足を止め、おそるおそる、そちらに顔を向けてみれば……。

「わっ、やっぱり！　柊華ちゃんだー！」

　ぱあっと満面の笑みを浮かべ一目散に駆け寄ってくるその人物に、思わず頬が引きつる。

　な、なぜこんなときに、お姉ちゃんとバッタリ会うの……！　アレか、さっきのわたしの思考が召喚してしまったの!?　なんという柴咲家の引力……。

「偶然だねぇ、柊華ちゃん！　今仕事中？」

　白いダッフルコートに花柄膝丈スカートという、今日もゆるふわガーリーな服に身を包んだお姉ちゃんが、無邪気な笑顔で話しかけてくる。

「うんまあ、そうなんだけど……」

　答えつつ、わたしは無意識に視線を隣の人物へと向けてしまっていたらしい。

　それに気づいたお姉ちゃんがつられるように顔を向け、印南くんの存在を認識する。

「あ、柊華ちゃんの会社の人？　こんにちはー」

　前者はわたしへ、後者は印南くんに対して放った言葉だ。

　まずい、と内心で思ったわたしがなにか言うより先に、印南くんが一歩前へ足を踏み出した。

「こんにちは。柴咲さんの後輩の、印南と申します」

「イナミ……？」

　彼が自己紹介をした瞬間、お姉ちゃんの柔和なタレ目がキラリと光る。

　それがわかって、ますます焦るわたし。

『あのね、その後輩は、印南くんていうんだけど……すごく真面目で仕事がデキて、信用できる人なんだよ』

　あああ、まずいまずいまずい……！　そうだよわたし、バージンをもらってくれた後輩の名前、あのときお姉ちゃんと颯真にペロッと教えちゃってたんだよ……！

　お姉ちゃんは今までよりさらに笑みを深くして、印南くんを見上げた。

「はじめまして～。あたしはこのコの姉で、柴咲瑛奈っていいます～」

　そのセリフに、印南くんは無表情ながら納得いったようにうなずく。

「ああ、柴咲さんのお姉さん。どうりで似てますね」

「うふふ。よく言われます～」

　実は一度寝てしまったことのある相手・印南くんと、その事情を知っている自分の姉が、なぜか向かい合って話をしている。一見ただの雑談シーンであるそれが、わたしにはものすごくおそろしい光景に思え、無理やり会話に割り込んだ。

「お、お姉ちゃんは、なんでこんなところに？　ていうか、時間平気？　用事とかあるんじゃないの？」

　お姉ちゃんは自分の最寄り駅前にある雑貨屋さんで働いていて、休みはシフト制だ。だから平日のこの時間に街を歩いているのはなんの不思議もないけれど、オフィスビルが多くあるこの辺りで姿を見かけるというのは珍しい。

　実は内心必死なその質問に対し、お姉ちゃんは笑みを崩さないまま答えた。

「あたし、この近くのヨガ教室に通ってるの。でも、まだ時間には余裕あるから大丈夫～」

『大丈夫～』じゃないわ、わたしの精神状態が!!　実は計算高いくせにいっさいそれを表に出さないこの姉がなにかしでかす前に、できるだけすみやかにこの場から退散していただきたい。もしくはこっちがしたい……！

「柴咲さんにお姉さんがいらっしゃったなんて、初めて知りました」

　表情はまったくにこやかじゃないくせに社交性はある印南くんも、ありがた迷惑なことに自ら場を繋いでいく。

「うふふ、このコあんまり自分のこと話したがらないでしょう？　昔からこうなんですよ～」

　わざとらしく困った顔で頬に手を当てる我が姉。そろそろ黙って……。

「そうなんですか。妹さんには、とてもお世話になってます」

「いえいえこちらこそ～。ウチの妹が、たいっへんお世話になってるらしくて――」

「お姉ちゃん！　さすがにもう行ったほうがいいんじゃないかな!?」

　彼女の言う『たいっへんお世話になってる』ことに例の〝業務命令〟の件も含まれている気がして、慌てて会話を強制終了させた。

　若干不満げな顔はされたけれど、さすがにこちらが仕事中ということは考慮してくれたらしい。「じゃあね、柊華ちゃん印南くん～」なんて言いながら、お姉ちゃんはしぶしぶ人ごみへと消えていく。

　その後ろ姿を見送り、深くため息をついた。

　あ、危なかった……。何気ない会話の途中に突然下ネタをぶっ込むことも辞さないあの人のことだから、印南くんの前で〝業務命令〟の話を持ち出すのも絶対時間の問題だった。

　というか、お姉ちゃんに印南くんとのことを話したって本人に知られるのも、めちゃくちゃ気まずいし。……印南くん、いくらなんでもさっきのやり取りだけでそこは気づいて、ないよね？

「柴咲さんとお姉さん、似てるようで似てませんね」

　再び並んで歩き出しながら淡々と印南くんが言った感想に、わたしは渋い顔で答える。

「……うんまあ、それはよく言われる」

　どうせわたしは、お姉ちゃんみたいにかわいげないし。

「でも、姉妹仲はよさそうですよね。ふたり姉妹なんですか？」

「ううん、大学院生の弟もいるよ」

　わたしが素直に教えると、なにか思ったらしい印南くんが視線を上向かせる。

「へぇ。なんか、全員揃うとインパクト強そうです」

　それは……果たして褒め言葉なのかしら。

「……濃いよ、姉と弟は。わたしだけフツー」

「俺にとっては、柴咲さんも濃いですけどね」

「なにそれ」

　ふ、とつい笑みがこぼれる。だけど斜め上から印南くんが見ていることに気づいて、慌てて口元を引き締めた。

「……印南くんは？　兄弟」

　横断歩道の赤信号で立ち止まりながら、話の流れでそう訊ねてみる。

「兄がひとりいます。俺より二歳年上ですね」

「へー。じゃあ、お兄さん、わたしと同い年なんだ」

　なんとなくそう言っただけなのに、わたしの言葉を聞いた印南くんは、そこはかとなく哀れみに満ちた視線をこちらに向けてきた。

「柴咲さん、非常に申し上げにくいことなんですが、ウチの兄の年収はおそらく一千万を超えてはいないと思いますし、俺様イケメン御曹司でもないので……」

「だから、もうその話はするなって言ってんでしょうが」

　というか、毎度のことながらいっちょまえに先輩いじってんじゃないわよと、そのキメ細かいほっぺたをぐいぐいつねる。

　俺様イケメン御曹司ネタ、いつまで引っぱる気なの、このナチュラル毒吐きボーイは。年収云うん々ぬんの話も、ただの根も葉もない噂だし！

　されるがままの印南くんは、結局信号が青に変わるまでおとなしくわたしに頬をつままれていた。横断歩道を渡りながらちらりと横顔を見上げてみれば、その滑らかな右頬は若干赤くなっている。

　勢いでやってしまってから、罪悪感。一応謝ったほうがいいよなあと、うつむきながらぐるぐる考えていると……。

　わたしが口を開くよりも先に、頭上から小さなため息が降ってくる。

「柴咲さんって、自分からためらいもなく俺に触れてくることあるくせに、俺が触ろうとすると、ものすごく固くなるか逃げますよね」

「え……」

　唐突に予想外なことを言われ、思わず顔を上げる。

「それってすごく、ずるいですよ」

　言いながら印南くんの手が、一瞬ふわりとマフラーに触れた。

　急に近くなったその大きな手の存在に、びくっと身体が反応する。

　わたしを『ずるい』と言った彼のつぶやきは、それでも責めているようには聞こえない。むしろその声音はすごく優しいものに感じたから、戸惑う。

「……ず、ずるい？」

「ええ、ずるいです」

　キッパリ言い切った彼のセリフにはどうしてか少しの笑みが含まれていて、訳がわからなかった。「そ、そうですか……」と間抜けな返事が喉の奥から漏れる。

　そんなわたしの隣を歩きながら、ふと印南くんが斜め上に視線を向け、なにか考える素振りを見せた。

「……ああ。でも」

　つぶやいて、再びわたしへと視線を寄越す。

「最近の柴咲さんは、以前よりずっと、俺の言動にイイ反応を返してくれるので。その点は褒めて差し上げますよ」

「な……っ」

　すっかり見慣れた無表情を見上げながら、カッと頬に熱が集まったのを感じた。

　イイ反応って、やっぱり印南くん、いつもわたしが慌てるの見て、実は内心楽しんでるんだ……！

　動揺を落ち着かせるように、ふう、とひとつ息を吐く。

「印南くん、わたしのこと『ずるい』って言ったけど、きみのほうがよっぽどずるいと思う」

「どうしてですか？」

　なんのてらいもなく素直に訊ねられた。

　わたしももったいぶらず答える。

「だって印南くんって表情が簡単に変わらないから、本心ではなに考えてるか読めないんだもん」

　じっとりした視線を向けてそう言えば、彼は小さく首を傾けてみせた。

「俺、相当素直ですけどね。顔以外」

「だから、そこが問題なんだっての……！」

　ああもう、やっぱり掴めないわ、印南大智。なんかもう、一生この人には口で勝てない気がする。

　自分で思い浮かべた考えに、げんなりする。けれどもそれと同時に、別の思いも沸き起こった。

　でも、印南くんのこの無表情があるからこそ、普通だったら勘違いしてしまいそうな言動をいくらされても、最終的に『やっぱりからかってるだけなんだ』って、自分に言い聞かせることができるんだよね。

　たとえば印南くんクラスのイケメンに、とろけるような笑顔付きで『柴咲さんかわいいですね』なんて言われた日には、絶対、真に受けちゃうって。だから、いつも表情が変わらない彼が相手だとこっちも勘違いすることがなくて……それはそれで助かってる、のかな。

　そんなことを考えながら思わず深いため息をつくと、印南くんがフッとその長いまつ毛を伏せた。

「すみません、柴咲さん。実は俺のこの鉄仮面は、幼い頃に両親をいっぺんに交通事故で亡くしてしまったことがキッカケで……」

「えっ」

「とかいうお涙頂戴的なエピソードもなく、ただどうしてか昔からこれがデフォルトなだけなんです。すみません」

　急にテンション下げてアンニュイな雰囲気出されるとびっくりするわ！　まぎらわしい言い方しないで……！

「いやもう、そうだろうとは思ってたけどさ」

　印南くんに変な幻想を抱いていた矢野さんとは違い、こんなもんでしょと予想はついていた。だけど一度きゅっと締めつけられて速まってしまった鼓動は、簡単には元に戻らない。わたしはさりげなく、左胸の辺りを片手で押さえた。

「でもこの標準装備、わりと便利なこともあるんですよ。主に柴咲さんをからかいたいときとか柴咲さんで遊びたいときとか」

　真顔でなに言ってるんですかね、この人は。

「そういうのいらないから、ほんと……」

「柴咲さん、かわいいですね」

「この流れでそんな冗談をホイホイ真に受けると思ってんの……!?」

　まったくもう！とわたしは完全に怒りモードで、歩く速度を速める。

　けれど、もともとわたしのスピードに合わせてくれていただけの印南くん。多少早足にしたところで、まったくダメージは受けていないようだ。

「柴咲さん、超かわうぃーです」

　あっさり隣に並んだ彼が、性懲りもなくまたそんなことを言う。

「おだまり印南……！　ていうか、チャラ男ふうの口調、全然似合ってないから！」

「えー」

「『えー』じゃない！」

　そうやって不毛な言い合いを続けながら、それでも彼の言葉にまんまと顔が熱くなってしまっていることをなんとしてでも隠し通そうと、わたしは必死だった。




　予定通り、十六時を少し過ぎたあたりでわたしたちは会社に到着した。「お疲れさまですー」なんてお決まりのセリフを印南くんとふたりで言いつつ、オフィスのドアをくぐり抜ける。

　ちなみに印南くんのマフラーは、ビルのエントランスに足を踏み入れる前、即座に返却した。もし社内の人間にバレたりしたら、またいろいろ面倒くさいことになりそうだもの。

　コートとバッグを置くため、わたしはまっすぐ更衣室へと向かった。

　そうして営業第一グループデスクの島まで舞い戻ってくると、軽い調子で声をかけてきたのは矢野さんだ。

「おう、柴咲さんお疲れー」

「お疲れさまです。矢野さん、留守の間、特に問題なかったですか？」

　キャスター付きの椅子を引きながら、向かいの席に座る矢野さんに訊ねる。

　すると彼は、どうしてかニヤリと意味ありげな笑みを浮かべた。

「問題、ではないけど……柴咲さんのこと、お待ちかねのヤツがいるよ」

「え。お待ちかね、ですか？」

　訳がわからず、聞き返しながらつい首をひねる。

「今は、上のラウンジに行ってる。そろそろ戻ってくるんじゃないかなー」

「えぇ……？」

　含みを持たせた彼の言い回しを疑問に思いながらも、とりあえず椅子に腰を下ろす。

　わたしのことをお待ちかねって、いったい誰が？　矢野さんの口ぶりからすると、取引先の人でもなさそうだし……。

　隣の席の印南くんは、わたしたちの会話なんて興味なさそうに、パソコンのメールをチェックしている。

　そうこうしているうちにオフィスの出入り口辺りが急に騒がしくなった気がして、何気なくそちらを振り向いた。

　オフィスに入ってきたのは、背の高い男だ。周りを同僚たちが囲っているせいで、こちらからはワックスでオシャレにセットされた頭部しか見えない。

　誰だろう、と思いながらもその方向を眺めていると、矢野さんがイタズラっぽく笑った。

「柴咲さんが、よく知ってる人。帰ってきてるんだよ、〝アイツ〟が」

「アイツ、って……」

　すると、その長身の男性が、なぜかこちらに向かって歩いてくる。

　だんだん近づくにつれ、彼が着ているグレーのスーツや赤いネクタイ、さらにはようやくその顔までも拝むことができて、思わず「あっ」と声を上げた。

　いつだって自信に満ち溢れた表情。軽薄そうに見えるけれど整った顔立ち。笑うと目元にくしゃりとシワが寄るその男性は、たしかにわたしが嫌というほどよく知っている人物だった。

　……どうして彼が、今ここに？

　椅子に腰かけたまま驚きで声を出せないでいるわたしの目の前までやってくると、その人物はこちらを見下ろしてさらに笑みを深めた。

「久しぶり、柴咲。元気だったか？　いやぁ、マジで相変わらずいい美女っぷりしてるなあ！　よしっ、俺らの再会を祝して、この後いっちょホテルでも行くか！」

「黙って梶かじ谷たに」

　満面の笑みで放たれた最低な下ネタを、眉ひとつ動かさず切り捨ててやった。

　それでも梶谷はまったく堪える様子を見せず、「手厳しいねぇ」なんて肩をすくめている。

　記憶に残るままの、相変わらずな彼の様子。つい呆れたようなため息をつきながら、けれど、自然と口元には笑みが浮かんだ。

「自業自得でしょ。……わたしだって、久々に会った同期への第一声が『黙って』になるとは思ってなかったわ」

　つい先日も、メールのやり取りをしたばかりだ。なのに今日のことは、ひとことだって聞いていない。

「あれ？　もしかして、同期なのになにも言わないで来たこと怒ってる？」

「別に怒ってないわよ。呆れてるだけ」

「つれねーなあ」

　そうは言いながらも、わたしを見下ろす彼の顔はどこか楽しげだ。

　わたしはわたしで、口の減らない梶谷と会話する久々のこの感覚に『やっぱり変わらないなあ』と苦笑が漏れる。

「ハイハイハーイ、ちょっとごめんね～」

　そこに割り込んできたのは、やたら明るい矢野さんの声だ。

「久々の再会で盛り上がってるとこ悪いけど、ここにひとりだけ状況が理解できていない人がいるので簡単に説明ターイム」

　そのセリフに、わたしと梶谷は揃ってきょとんと目をまたたかせる。

　両手を挙げて声高らかに宣言した矢野さんは、わたしの右隣にいる人物へと目を向けた。

「印南は、梶谷と会うの初めてだよな？」

「はい」

　……ああ、そっか。今年四月に本社へ異動してきたばかりの印南くんは、きっと梶谷のことを知らないよね。

　うなずいた印南くんを見て、心の中で納得する。

　梶谷も梶谷で、興味深げな視線を印南くんへと向けていた。

「コイツ、梶谷啓けい吾ごね。去年まではここの営業第二グループにいて、今は上海支店にいる。ちなみに、柴咲さんと同期」

「矢野さん、人のこと指さしちゃダメっすよー」

　軽口を叩く梶谷は盛大にスルーして、次に矢野さんは印南くんの方へ顎をしゃくってみせる。

「で、梶谷。柴咲さんの隣のこの若者は、印南大智。今年の春に名古屋支店から異動してきたイケメンな」

「ちょっと矢野さん、イケメン度なら俺も負けませんけど」

「お前はチャラすぎだアホ」

　うーん、このふたりのこんなやり取りを聞くのも久しぶりだなー。

　感慨深く見つめていたら、不意に梶谷がなにか思い出したように声を上げた。

「ああ、イナミくんってあの、柴咲と付き合ってるっていう変わり者の印南くんね！　さっき他のヤツらから聞いたわ！」

「ちょっと梶谷、それどういう意味？　わたしと付き合うと変わり者なわけ？」

　黙っていられなくてすかさずツッコめば、梶谷はへらりと悪びれずに笑う。

「いやー柴咲、冷ややかな視線もグッとくるわー。やっぱこの後ホテル行――」

「永遠に眠って梶谷」

　軽すぎるこの男の発言には、もはやため息しか出てこない。

　根も葉もない噂ばかりなわたしと違って、正真正銘ただれた性生活を送っているチャラ男の梶谷は、いつだってこんな調子だ。同期としてこのオフィスで一緒に働いていた頃も、こうやって周りに誤解されそうなことばかり言っていた。

　まあそれは、女性社員全般に対して同じ感じだったんだけど。わたしのよくない評判も相まってか、彼が上海支店へと転勤になるまでは『梶谷と柴咲はセフレだ』なんて迷惑極まりない噂まであった。まったく、失礼なことだ。

「っと、さすがに彼氏の前で誘うのはよくないよなー。悪いね印南！　そんで今後ともよろしく！」

　満面の笑みで印南くんに握手を求める梶谷に、あくまで冷たい目を向けるわたし。

「印南くん、別によろしくしなくていいから。その右手をひねり上げてやってもいいから」

「こえーなカノジョ～」

　淡々と吐き捨てたわたしにちらりと視線をくれてから、それまで黙っていた印南くんが椅子から立ち上がった。

　梶谷が差し出していた右手に、自分の手を重ねて握手する。

「はじめまして、営業第一グループの印南です。梶谷さんのことは、名前だけ知っていました。こちらこそ、よろしくお願いします」

「おっ、俺、有名人！　よろしくなー」

　にこっと笑顔を見せる梶谷と、相変わらず無表情な印南くん。

　このふたり、正反対すぎておもしろい。でも梶谷は、一見不真面目っぽいわりに人懐っこくて仕事は一生懸命で、お客さんにも好かれていた。チャラすぎる発言はいただけないけど、そういうところがあるから憎めないし、同期としては好きなんだよね。本人には口が裂けても言ってやらないけど。

　というか誰よ、わたしと印南くんのことを梶谷に教えたのは……。付き合ってるっていっても〝偽恋人〟だから、あまり広めてほしくないんですけど！

「そうだ柴咲、今日仕事の後ヒマ？　つーか、もちろんヒマだよな？」

「なんで決めつけてるのよ……ヒマだけど」

　ハッキリ断定されたあたりに釈然としないながらも答えると、梶谷はまたにっと笑う。

「よしっ！　じゃあ今日は、久々に同期会な！　梅うめ野のも誘おーぜ」

　梶谷の言う『梅野』とは、数年前に寿退社をしたもうひとりの同期だ。さっぱりしたショートヘアがトレードマークの、髪型と同じくさっぱりした性格の女性。

　今はもう子育てに奮闘している彼女だし、いきなり誘っても来られるだろうか？

「梅野はもう二児のママなんだから、さすがに厳しいんじゃない？」

「たぶん大丈夫じゃね？　梅野には事前にこっち帰ってくること教えてたから、飲みに誘うかもってのも伝えといたし」

「……ちょっと待って。ほんとにわたしにだけ言ってなかったわけ？　薄情な同期ですね」

　わたしだけが仲間外れだったとわかって、思わず拗ねた表情をしてしまう。

「はは、柴咲を驚かせようと思って！」

　悪びれもせずカラカラと笑うと、「じゃあまた後でな！　メールする！」と言って梶谷はオフィスを出ていった。きっとこの後、ビルの外にある行きつけのカフェで、のんびりコーヒーでも飲みながらわたしの仕事終わりを待つつもりなんだろう。

　ガラガラと大きなキャリーバッグを引いて歩くその後ろ姿を見送り、呆れとも安堵とも言えるため息をつく。

「相変わらずでしたね、梶谷。そういえば、結局どうしてこっちに帰ってきてるんですか？」

「ははっ、それ柴咲さんに言ってなかったねー。明日、友達の結婚式があるんだってさ。空港からまっすぐここに来たみたいよ」

「なんていうか……タフですよね」

　矢野さんの言葉に、思わず苦笑が漏れた。

　とはいえ、数年来の同期との久々の再会は、素直にうれしい。しかもこの後もうひとりの同期も交えて飲みに行けるとなれば、俄が然ぜんテンションも上がるというものだ。もちろん、顔には出さないけど。

　よし、と自分のパソコンに向き合おうとしたところで、隣の印南くんが席を立った。

「……ちょっと俺、席外します」

　わたしの背後を通過して、出入り口の方へと向かう。

　ちらりと見えた横顔が頭に引っかかって、気づけばわたしも、椅子から立ち上がっていた。

「ちょ、ちょっとわたしも、席外します」

「はーい、行ってら～。……若いっていいねぇ」

　矢野さんの最後のつぶやきは、ちゃんと耳に届かない。オフィスを出ていく背中を追って、わたしは足早にドアをくぐり抜けた。

「あの、印南くん……っ」

　わたしの呼びかけに、前方を歩いていた彼がピタリと足を止めた。

　振り向いたその目に見つめられながら、わたしも立ち止まる。

「どうかしましたか？　柴咲さん」

「どうか、っていうか……」

　いつものように小首をかしげる仕草に、もしかして気のせいだったのかもと少し迷った。だけど、やっぱり気になる。わたしはこくりと唾を飲み込んでから、視線を合わせた。

「えっと、わたしの勘違いだったら申し訳ないんだけど、もしかして、印南くん……なんか、怒って、る？」

　おそるおそる問いかけると、動きを止めた印南くんが軽く目をみはる。

　その様子をじっと見つめていたら、ゆっくりと彼が口を開いた。

「……どうして、そう思うんですか」

「え？」

　予想外の質問返しに、今度はわたしが動きを止める番だ。

「……なんと、なく」

　そう、〝なんとなく〟だ。さっき、彼が席を立ったときの横顔が、なんとなく、どこかイラ立っているように見えてしまったのだ。

　でもそれは、やはりただの勘違いだったのかもしれない。だって今向かい合っている印南くんからは、怒っているような雰囲気は出ていない。

『変なこと言ってごめんね』と謝るつもりで、一歩彼に近づいた。

　すると印南くんはなぜか口元に片手を当て、思案するような素振りで視線を床に落としている。

「……怒ってる、とは、また少し違うかもしれません」

「え？」

「すみません、まさか表面に出ていたとは」

　こちらより先に謝られてしまって、わたしはつい呆然とその場に立ち尽くしてしまう。

「今まであまり経験したことがなかったので、少し自分でも戸惑ってます。俺の問題なので、柴咲さんは気にしなくてもいいですよ」

　いや、全然戸惑ってるような顔してないけど。

　そうは思いつつ、突き放しているようで、それでも冷たい響きは持たない彼のセリフに、ただうなずくことしかできない。

　印南くんはそのままわたしに背を向けて、ちょうど来ていたエレベーターに乗り込みどこかへ行ってしまった。

　……えーと。よくわからないけど、印南くん、通常運転？

　とりあえず、いつまでもここに棒立ちしているわけにもいかないので、踵を返してオフィスへと戻る。

　わたしの姿に気づいた矢野さんが、なぜか苦笑交じりに話しかけてきた。

「あーっと。柴咲さん、大丈夫そうだった？」

「えっ、なにがですか？」

「え？」

「え？」

　矢野さんとの会話が噛み合わないまま、考えることを放棄したわたしは、とりあえずデスクの上に溜まっていた自分宛のファックスを整理し始める。ポケットのスマホが震えたのでディスプレイを確認すると、梶谷からのメッセージが入っていた。

【梅野、オッケー！　仕事終わったら『達磨だるま』な!!】

　この短い文章ひとつに、ストレートな梶谷の性格がそのまま現れているようだ。

　どうやら突発的な同期会は全員集合で、開催場所は馴染みの居酒屋に決まったらしい。

　メッセージには【了解】とだけ返事をし、画面の暗くなったスマホを適当にデスクへと置く。

　なんか、さっきの印南くんの様子が釈然としないけど。でも、梶谷が異動して以来、一年以上ぶりの同期会は楽しみで……けれど、やっぱり印南くんのことも気になって。

　と、とにかく今は、目の前の仕事を終わらせなきゃ。集中集中！

　ふう、とひとつ息をつき、そこからはただただ無心で目の前の業務をこなす。途中、隣の席に印南くんが戻ってきたけれど、極力その姿を視界に入れないよう、ひたすら集中して仕事を捌さばいていった。




　そうしてわたしがオフィスを後にできたのは、梶谷に返信をしてから約一時間半後のこと。

　梶谷が指定した居酒屋、『達磨』は、会社から歩いて五分ほどのところにある。

　出入り口の引き戸を開けたとたん、温かい空気とおいしそうなにおいに包まれた。店員さんに挨拶をしながら足を進めると、すぐに奥の小上がり席に見知った顔を見つける。

「ごめん、遅くなっちゃった」

　言いながら近づいていけば、気づいたふたりの男女がほぼ同時にこちらへ顔を向けた。

「おっ、柴咲来たなー！」

「お疲れ～。ていうか、ちょっとちょっと柴咲ぃ、あんた彼氏できたってほんとなの？」

　開口一番、すでに出来上がっている様子の元同期・梅野里り佳か子こに食い気味で訊ねられた。トレードマークのショートヘアと直球な性格は今日も変わらない。

　わたしは思わず口をへの字に曲げて、着ていた黒いコートを脱ぐ。

「梶谷……あんた、梅野になに吹き込んだの」

　わたしのジト目も意に介さず、梶谷は飄々とお通しをつついている。

「べっつに～。久しぶりに本社行ってみたら、前はあんなに男っ気なかった柴咲にイケメン彼氏がいてびっくりしたって」

「余計なお世話よ」

　話しながらコートをかけたハンガーを壁に引っかけ、店員さんに生ビールを注文してから梅野の隣に腰を落ち着かせた。

「もー、彼氏ができたなら早くあたしに教えてくれればいいのに！　大将セキハーン！　赤飯持ってきて～!!」

　バシバシとテーブルを叩きながら、梅野が大きな声でカウンターの大将に絡む。

　そんな彼女の様子に、未だ場の空気に馴染みきれていないわたしは若干引き気味だ。

「……ちょっと梶谷、なんで梅野はすでにエンジン全開なの」

「久々の同期会にテンション上がってんだろ。大目に見てやれよ」

　わたしたちが呼ぶ『梅野』は、実は旧姓。彼女の結婚した今の苗字は、なんと『バーネット』という。

　そう、実は梅野は、アメリカ人の旦那さんとの国際結婚。そんなわけで、まさかの新しい苗字は呼びにくく、かといっていきなり名前で呼ぶのも気恥ずかしいということで、苗字が変わった今でも同期時代と同じ『梅野』で通している。

「いや～うれしいなあ、こうしてまた三人で飲めるの」

　ニコニコと言いながら、梅野は枝豆をつまむ。少し前に第二子を出産したばかりの彼女は、もしかすると居酒屋に来るのも久しぶりなのかもしれない。結婚して子どもを産んで、初めて出会った頃よりもいい意味で大人っぽくなったその横顔に、今日はやたらと楽しげな様子が垣間見える。

　運ばれてきたビールのジョッキを掲げて、カチンとふたりの盃さかずきと合わせた。

「……ふたりとも、久しぶり。元気そうでなによりだわ」

「はは、柴咲もな！」

「ふふっ、かんぱーい！」

　やっぱり、このふたりと一緒にいるときの空気は、好きだな。

　こっそりそう思いながら、わたしは緩む口元を隠すように、ビールを喉に流し込んだ。

　逆恨みした先輩社員にセクハラまがいの噂を流された、梶谷命名『柴咲柊華・暗黒の新人時代』。会社を辞めようか本気で悩んでいたあの頃、話を聞いてわたし以上に怒ってくれたのが、このふたりの同期だった。

　新入社員ということもあり、さすがにいきなり先輩に楯たて突つくわけにはいかず直接噂の出どころに突撃はできなかったけど……それでも、あのときのわたしには、ただ話を聞いて自分の気持ちに同調してくれる仲間がいるというだけで、とても心強かった。

　今自分がこの場所にいられるのは、ふたりのおかげ。梶谷と梅野は、わたしが心を許せる数少ない友人だ。といっても、自分が今まで男性経験ゼロだという事実はさりげなく隠したまま、今日まで来てしまったりしているのだけど。

「あっ、梅野それ、俺が狙ってたやつ！」

「ふふん、早い者勝ちだっつーの。それより本当なの？　柴咲にイケメン年下彼氏ができたってのは」

　梶谷が箸を伸ばしかけたこんがりいい色なフライドポテトを横から奪い取り、咀嚼しながら梅野が首をかしげる。

「イケメンって……」

　なんと答えるべきか迷って、手持ち無沙汰にジョッキの持ち手をにぎにぎした。

　どうしよう。このふたりには、印南くんとわたしは偽恋人ってこと、言ったほうがいいのだろうか。……黙ってても、いいかな。たぶん、どうせ、きっと、次にこうやって三人また集まる頃には、もうわたしと印南くん、普通の同僚に戻ってるだろうしな。

　――ズキン。

　自分の考えで胸が痛んだことに気がついて、思わずぎゅっと胸元を握りしめる。

　始まりは〝業務命令〟だったのに。自分の〝先輩〟という立場を利用した、無理やりなお願いだったのに。それでもわたしの言葉を聞き入れてくれた印南くんに、今、自分でもわかってしまうほどに惹ひかれている。

　ダメだ。こんな気持ち、持ってちゃダメ。なのにどうしても、こんな自分を抑えきれない。今日だって外出からの帰り道、寒がるわたしを気遣ってマフラーを貸してくれて……本当はすごく、うれしかった。『うれしい』って、ちゃんと言葉にして、彼に伝えたかった。

　それができなかったのは、いつもの癖でつい見栄を張ってしまったから。そして、自分が思ったことを素直に彼に伝え続けていたら、いつかなにかの拍子に、生まれかけているこの感情も吐き出してしまいそうだから。

　伝えてはいけない。今はまだ不完全なこの感情が、いつかもっと大きくて、確かなものになってしまったとしても。そんなのはきっと、印南くんにとってはただ迷惑なだけだ。だって彼は、ただわたしが年上で、会社の先輩で、そして〝かわいそう〟だったから、あの日の無茶なお願いにうなずいてくれたのだと思う。

　だから、彼の優しさに触れたり、あまり変化がない端整な顔に新しい表情を見つけるたび、いちいち胸を高鳴らせていちゃいけないんだ。

「――でさあ、柴咲」

　急に梶谷に名前を呼ばれ、完全に自己暗示モードに入っていたわたしはハッとする。

　顔を上げて彼に視線を向けてみると、梶谷はなんだか難しい顔をしながら両腕を組んでいた。

「な、なに？」

「だからさー、柴咲のほうから、休み明けにでも一応謝っといてくれねぇ？　印南に」

「え、なんで」

　反射的にそうつぶやけば、彼は「聞いてなかったのかよ」と片眉を上げる。

「さっき会社で俺、印南の目の前で柴咲といつもの調子でしゃべってただろ。アレ、やっぱまずかったかなーって」

「あー、梶谷お得意の、セクハラ発言の件ね。別に大丈夫だよ。印南くんだし」

「は？　〝柴咲の彼氏の印南〟だから、まずいんだろ」

「へーきへーき」

　ひらひらと片手を振って、底に残っていたビールをぐいっと飲み干した。

　揃ってきょとんとした表情をしている梶谷と梅野に、わたしは畳みかける。

「梶谷が心配してるのって、印南くんがヤキモチ妬くとか、そういうことでしょ？　それなら絶対、大丈夫だから」

　メニュー表を開きながら、キッパリ言い切った。

「えー、柴咲の彼氏くんって、全然嫉妬しない人なんだ？」

　すぐさま食いついてきたのは、梅野だ。

「まあ……そんなとこ」

　実際、本当の彼女に対してはどうだかわからないけど。少なくとも、わたしに関することで印南くんがヤキモチを妬くなんてことは……ありえない、と思う。

　次に注文する飲み物を決めて、店員さんを呼ぶ。近づいてきた男性店員にハイボールをひとつ頼み、ついでに焼き鳥の盛り合わせも追加注文した。

「わかってねーなあ、柴咲」

　なんだか上から目線で梶谷がつぶやくから、反応して顔を向ける。

　ちっちっちっ、と人差し指を軽く振った梶谷は、我が同期ながら腹の立つドヤ顔でわたしを流し見た。

「やっぱりお前、気づいてなかったんか」

「……なにが？」

「俺と印南が、握手したときさあ。表情こそ変わってなかったけど……やたら印南の手に力が入ってたこと！」

「へっ」

　思いもよらないそのセリフに、一瞬息が詰まった。

　片手でテーブルに頬杖をついた梶谷が、そんなわたしの様子を見てニヤニヤしている。

「あれさ、完全に嫉妬してたんだよ。俺が柴咲と仲良くしゃべってるもんだから」

「あらやだ、なかなかカワイイんだ、柴咲の彼氏」

「だろー？　俺もついニヤけそうになるのを堪えんの必死だったわ。いやあ、なんでこうヒトの色恋沙汰っておもしろいのかねぇ」

　当人そっちのけで、下世話な笑みを浮かべながら楽しげに会話を繰り広げる梶谷と梅野。

　少し遅れて、わたしは反応する。

「……いや、ないない。そんな、印南くんが、嫉妬とか……」

「あるって。なんの根拠があって、柴咲がそんな頑なに否定すんのかは知らないけどさー」

　レモンサワーのグラスを持った右手の人差し指を、梶谷がピシッとわたしに向けた。

「たぶんお前、自分で思ってる以上に、彼氏に愛されてると思うよ」

「そ……」

　そんな、わけない。いつでも冷静なあの印南くんが、〝偽彼女〟のわたしと親しげに話していた梶谷に、嫉妬するなんて。でも……。

『印南くん……なんか、怒って、る？』

『怒ってる、とは、また少し違うかもしれません』

〝もしかして〟って、自うぬ惚ぼれたことを想像してみても、いいのだろうか。もしかしたら、わたしと梶谷が話しているのを見て、少しだけでも独占欲を感じてくれたのかもって。そんな嘘みたいなことを、信じてみてもいいのだろうか。

「あは。柴咲、顔赤いよー」

　右隣に座っている梅野が、わたしの頭をちょっと乱暴に引き寄せて、よしよしする。彼女はとてもうれしそうに笑いながら、そのまま顔を覗き込んできた。

「なんか柴咲、変わったよね。前はもっとツンツンしてたっていうか、意地と見栄張ってクールぶってたけど」

「……そう？」

「うん。他の人の前より、あたしたちといるときのが気を許してくれてるのはわかってたけどさ……今の柴咲のほうが、素を見せてくれてる感じがしてうれしい」

　そう言って梅野が、アルコールで紅潮した頬を緩めてまた笑顔を見せる。

　彼女の言葉に、思わずじーんと目元が熱くなってしまった。

「梅野……」

「まぁな、本社に行ったとき、俺もそれ感じてたけど。でもそれが、いきなり出てきたアイツのおかげなのかと思ったら、なんかちょっと悔しかったわー」

　女ふたりが友情を深め合う傍ら、グラス片手にたら～っと梶谷が話したセリフには、つい「……なにそれ」と間抜けな声が漏れた。

　畳に後ろ手をついて体重をかけ、なんともだらけきった格好だった梶谷が上体を起こし、ニヤリと笑う。

「柴咲が前より見栄張んなくなったのって、どーせ、あのイケメンのおかげなんだろ？　俺が異動した頃は、まだなんちゃってクールビューティだったもんな」

　……『なんちゃって』って。まあ、実際そうなんだから文句も言えないけどさ。

　ふたりが言うように、わたしは前と比べて変わったのだろうか。しかもそれが、印南くんのおかげ？

　まあたしかに、最近彼がわたしをよくからかってきたりするから、ついムキになって反応してしまったりしている。それを繰り返しているうち、いつの間にか、普段から完璧に取り繕うことを忘れてしまっていたのかもしれない。

　ある意味、印南くんのおかげで、自分は少し変わったらしい。わたしには、それがいいことなのか悪いことなのか、よくわからないけど。

　少なくとも、今目の前にいる梶谷と梅野は喜んでくれているみたいだから、わたしもちょっとだけうれしくなる。

「……うーん。どうだろうね」

　ただやっぱり素直に認めるのは悔しいので、そんなふうにつぶやきながら、水滴のついたハイボールのグラスを口に運んだ。

　すると横からわたしの首にがしっと腕が回され、危うくグラスの中身をこぼしそうになる。

「ちょっ、梅野！」

「ハイハイ、そろそろお酒も回ってきたでしょー？　つーわけで、印南氏との馴れ初め話、あたしらに語ってくれる？」

　赤らんだニコニコ顔でそんなことを問われ、思わず言葉を失った。

　馴れ初めって言われても、キッカケが業務命令だなんて、話せるわけがない。

「……な、内緒、で」

　すぐそばにある梅野の顔から目を逸らしつつ、答える。

　彼女はそんなわたしの態度に都合よく勘違いしてくれたらしく、「もー！　照れちゃって！」なんて笑いながらバシバシ背中を叩いてきた。

　その後、梶谷も同じように絡んできたけれど。酔っぱらいはシラフの人間よりごまかしやすく、わたしは解散までなんとかやり過ごすことができた。




　久しぶりの同期会は、今までと比べると早めと言える、二十二時頃にお開きとなった。梅野は実家に預けた子どもたちを迎えに行かなくてはいけないし、梶谷は明日、友達の結婚披露宴で友人代表スピーチという大役がある。

　明日は土曜日で、しかもわたしには、これといった予定なし。よっぽどのお酒好きなら、ここでおひとり様でも次のお店に行くのだろうけど……あいにくわたしはそこまでの酒豪でもないし、このままさっさと帰路につくことにする。

「じゃあな、ふたりとも！　また集まろうなー!!」

　ほろ酔いの緩みきった表情で両手を上げる梶谷を見て、梅野が楽しげに笑う。

「うん、絶対!!　梶谷も柴咲も、仕事がんばってね」

「ありがと梅野。梶谷、今度帰ってくるときは、わたしにも連絡寄越しなさいよ？」

「はは、考えとく！」

　わたしのジト目にも梶谷はおかしそうに笑い、重そうなキャリーバッグを引きながら宿泊するホテルへと向かっていく。

　梅野はバス、わたしは電車だから、三人とも駅前で見事にバラけた。

　通い慣れた駅の中を歩いて改札を抜けると、ちょうどホームに電車が入ってきたのでそれに乗り込む。少しだけ火照った頬に指先で触れながら、アルコールの香りがするため息をついた。

　なんか今、無性に……印南くんの声が、聞きたい、かも。

　同期会中、何度もその名前が出たせいだろうか。考えてしまったら、もう、我慢がきかなくなってしまった。

　お酒の勢いもあって、わたしは自分の最寄り駅に降り立つと、改札を抜けてすぐにバッグからスマホを取り出す。マンションに向かって歩きながら、今まで仕事でしかかけたことのないその名前を呼び出し、通話ボタンをタップする。

　四コール目で、ぷつりとコール音が途切れた。

《……もしもし？》

　平坦な中にも少しだけ探るような声音に、わたしはついフッと小さく笑みをこぼしてしまった。

《柴咲さん？》

「ああごめん印南くん、こんな時間に。まだ起きてた？」

《ええまあ、起きてましたけど》

「うん、そっかあ」

　受話器越しの印南くんの声を聞きながら、なんだか頭の中がふわふわしている。

　わたし、けっこう酔ってる？　だからきっと、普段だったら抑えられるはずの欲望のまま、後先考えずに電話なんてかけてしまったんだ。

《柴咲さん、今外ですか？》

　すぐ横にある道路を通る車の音が聞こえたのだろうか。彼に訊ねられ、わたしは相手に見えないとわかっていて、こくりとうなずいた。

「うん」

《『うん』って……そういえば今日、同期の方々と集まったんじゃなかったんですか？　今はひとりなんですか？》

　彼にしては珍しく、さっきから質問ばかりだ。

　ふふっとまた笑みをこぼし、歩みを止めないまま答える。

「同期会あったよ。さっき終わって、今はひとりで歩いて帰ってる」

《は？　ひとりで歩いてるんですか？　というか柴咲さん酔ってますよね？　危ないからタクシー呼んでください》

「大丈夫、あと五分くらいで着くし」

《その五分の距離でなにかあったら、どうするんですか》

　やっぱり印南くんは、少し過保護なところがあると思う。でも、それが全然嫌じゃない。むしろ彼に心配してもらえて、うれしいと思ってしまっている自分がいる。

　……これは、まずい、なあ。

「へーきです」

《どこがですか。……じゃあとりあえず家に着くまでは、このまま俺と通話しててください》

「……うん」

　今も彼のため息交じりの言葉に、ほわりと胸が温かくなった。

　きっと迷惑なはずなのに、印南くんはわたしを拒絶しないでくれる。そのことがたまらなくうれしくて、けれども少し切なくなる。

　たとえば、わたしが彼の先輩じゃなくて、同い年か後輩だったら？　印南くんは、今と変わらず電話を続けてくれたのかな。こんな時間に迷惑だって、突き放したりしないかな。

《そういえば柴咲さん、なにか用事があって、俺に電話をかけてきたんですよね？》

　思い出したように訊ねられ、とっさに返事が浮かばず言葉に詰まった。

　……どうしよう。本当のことなんて言えるはずもないし。『ただ声が聞きたくなったから』なんて、そんなの本物の恋人同士だけが使っていいセリフだ。

　少し迷った末、結局わたしは、便利なこの言葉を使う。

「別に、用事はなかったんだけど……なんと、なく」

　どうかこれ以上つっこまれませんように、と願いながら、彼の返答を待つ。

　一瞬の間の後、スピーカーから印南くんの声が届いた。

《……そうですか》

　抑揚のないそのつぶやきに胸を撫で下ろしたのもつかの間、続けて彼が話す。

《そういえば、今日会社でも、柴咲さん同じこと言ってましたね。『なんとなく』って》

「……そうだっけ」

　自分でもしっかり覚えているくせに、わたしはわざとすっとぼけた。

　だって印南くんの口からその話が出たと同時に、わたしにとっては都合がいい、梶谷の言った恥ずかしいセリフも思い出しちゃったんだもん。

『たぶんお前、自分で思ってる以上に、彼氏に愛されてると思うよ』

　でもまあ、淡々とした相変わらずな印南くんの声を聞いていたら、やっぱりそんなのただの妄想なんだろうなって、思い直してるところだけど。

《柴咲さん、もう老化現象ですか？　数時間前に自分が言ったことを忘れてしまうなんて……》

「う、うるさいなあ！」

　だから、彼に電話をかけた理由も、このままずっと家に着かなくてもいいなんて、今そんなふうに思ってしまっていることも。きっとそれは永遠に、わたしだけの秘密なのだ。










そして恋に落ちる




　月末から、月初にかけては忙しい。月が変わったとたん、どの納入先もこぞって商品注文のオーダーを入れてくるからだ。

「あー印南、またお前の担当のとこの追加オーダー来たぞ！」

「はい」

　もう何度目とも知れないギリギリなタイミングのオーダーにも嫌な顔ひとつ見せず、かといって笑顔なわけでもない印南くんが、矢野さんからファックスを受け取る。

　隣の席の無表情男子・印南くんは、今日ももくもくと業務をこなしていた。

　そして、わたしはというと……最近ちょっとだけ、彼のことを避けていたりする。

「柴咲さん」

　不意に名前を呼ばれ、ドキリと心臓がはねた。

　見ると印南くんが、右隣のデスクからこちらに顔を向けている。

「これ、落ちてましたよ」

　そう言って彼が差し出したのは、わたしがいつも使っているボールペンだ。

「あ……りが、とう」

　小さくお礼を言いつつ受け取り、目を合わせることもなくすぐにデスクへと向かう。

　少しの間、彼がこちらを見つめていたのは気配でわかった。それでもわたしが気づかないフリをしていたら、印南くんは何事もなかったかのようにまた自分の仕事を再開する。

　そのことがわかって、こっそり息をついた。

　あまり極端に避けているわけではない。少しだけ、前よりも距離を置くようにしているだけ。だからひょっとすると彼は、このことに気づいていないかも。

　もしもそうなら、都合がいい。これはわたしの気持ちの問題だから、本音を言うと彼には気づいてもらいたくないのだ。印南くんを嫌な気持ちにさせるために、していることではないから。

　駅から家までの数分間の道のり、彼と電話をしたあの夜から休日を挟み、そして迎えた一昨日の月曜日。会社で顔を合わせた印南くんは、やはりいつもの無表情で淡々とした話し方だった。

　それを目の当たりにしたとたん、わたしは少なからず、態度には出さないまでも心の中で落胆した。そしてそんな自分に気がついて、驚きと同時にこわくなった。

『たぶんお前、自分で思ってる以上に、彼氏に愛されてると思うよ』

　梶谷のあの嘘みたいな言葉を、自分でもびっくりするくらい真に受けて、わたしは無意識に期待してしまっている。そのことを自覚して、まずいと思った。

　たぶん、まだ今なら引き返せる。少しの努力で、この感情をなかったことにできる。

　結局わたしは、これ以上彼と関わって、この気持ちが決定的なものになってしまうのがこわいのだ。ダメだったときのことを考えると、ポジティブな思考なんてできない。こちらの気持ちに気づいた彼に『迷惑だ』と突き放されることを、わたしはどうしようもなく、おそれている。

　そんなことになるくらいなら、ただの同僚のままでいたい。ただ感情のままに人とぶつかる勇気を、わたしは持ち合わせていないから。

　いっそ、わたしのほうから、『〝偽恋人〟をやめよう』って言ったほうがいいのかな。『周りの人にも、別れたことにしよう』って。でもそれじゃあ、まるでわたしが振ったみたいだ。それだと、印南くんの沽こ券けんに関わるかも。どうにかして、彼のほうからこの関係の解消を打診してくれないだろうか。

　ああ、もう、わかんない。わたし、恋愛経験値限りなくゼロなんだってば。駆け引きなんて、できるわけないんだってば。

　元をたどれば自分が蒔いた種とはいえ、わたしはつい頭を抱えたくなってしまった。




　週の最終日である金曜日の仕事も、残すは午後の業務のみとなった。

　一時間あるお昼休み。自分のデスクでお手製のお弁当を食べ終えたわたしは今、コーヒーを買いに十六階のラウンジへと来ている。

　自販機でいつものカフェラテを購入し、ラウンジの端っこにあるふたり用カフェ席の椅子に腰を下ろした。ふうふう息を吹きかけて冷ましながら、ほろ苦い液体を飲み込んで肩の力を抜く。

　いつからか始まっていた、印南くんと過ごすランチ。けれども今週はなんだかんだとお互いの都合が合わず、一度も彼と一緒にオフィスで食べていない。

　ちょっとだけ距離を置くつもりといえど、そこは別に、わざとじゃなくて……いや、嘘だ。水曜日のお昼だけは、特に約束してる相手もいないのに、逃げるように外へとランチに出た。

　……器用にできないなあ、わたし。これじゃあそのうち、避けてることがバレてしまうかも。

　ため息をつきながら、空になった紙コップを自販機横のゴミ箱に捨てた。

　さてオフィスに戻りますか、と顔を上げたその先に予想外の人物を捉えてしまい、思わず硬直する。

「あ、柴咲さん」

「……印南くん」

　ああ、なぜこのタイミングで彼と会うの。いや、オフィスに戻ったらどうせ隣の席だけど。それでもバッタリ会うのとそうでないのとじゃ、心持ちが全然違うのに！

　そろりと、あくまでさりげなく、視線を逸らす。

「……印南くん、矢野さんと外に食べに行ったんじゃなかったっけ」

「はい。ビルのすぐ近くにあるそば屋だったので、早めに帰ってこれました」

「そっか……」

　あのおそば屋さん、注文したものがおそろしく早く出てくることで有名なんだよね。

　休み時間ギリギリに帰ってくると思っていたのに、この状況は想定外だ。

『じゃあわたし戻るから』と言おうとした、そのとき。

「……目が、合いませんね」

　つぶやかれた彼の言葉に、ぎくりと肩が揺れる。おそるおそる印南くんの方に視線を向けてみれば、彼はまっすぐ、わたしを見下ろしていた。

「……なんのこと？」

　あくまで他意はなさそうに、素知らぬ顔で訊ねる。

　すると彼は、少しだけ目を細めた。

「俺が気づいていないとでも思ってたんですか？」

　……あの、こわいです印南サン。

　心の中でそう思ったのとほぼ同時に、彼に左手首を掴まれて、今度は肩どころか心臓もはねた。

　驚くわたしに構うことなく、そのまま印南くんが歩き出す。

「えっ、ちょっ、どこに……っ、」

　混乱しつつなんとか背中に訊ねると、彼はちらりともこちらを見ないままひとこと。

「とりあえず、密室」

「へっ!?」

　印南くんに引っぱられるようにして歩きながら、わたしは思わず目を剥いた。

　なんか印南くん、いつもと雰囲気が違う。普段は隙のない無表情なくせに、なぜか今は、明らかに眉を寄せて不機嫌な感じ。え、なんで、どこが地雷？　目が合わないって話をした直後だよね？　けど、それが、なんで……。

「あれ、印南～！」

　ちょうどエレベーターホールに差しかかったそのとき、不意に後方から声が届いて、わたしはとっさに背後からは死角になる壁の向こうへと身体を滑り込ませた。

　今の声は、システム課の石いし井いさんだ。話が長くて一回捕まったら面倒くさい人！

　すぐさま思い当たって、この隙に逃げ出そうとする。

　けれど察したらしい印南くんはわたしが振り払いかけた手をさらに強く握って、あっさりとそれを阻んだ。

「……逃がしませんよ」

　妙に凄みのある目つきでわたしを見つめ、低くささやく。

　……あの、こわいです印南サン（二回目）。

　壁の向こうで固まるわたしの存在にはおそらく気づかないまま、足音が近づいた。

　どうやら、印南くんを引き止めた人物はふたりいるらしい。彼らが立ち止まる気配を感じ、わたしは印南くんに手を掴まれたまま壁にくっついて息をひそめた。

「石井さん、清きよ田たさん。お疲れさまです」

「おう、お疲れー」

「お疲れさん」

　やっぱり声をかけてきたのは石井さんだったんだ。あと、同じシステム課で石井さんと仲がいい清田さん。どうやら彼らは、壁のすぐ向こう側にいるわたしの存在には気づいていない様子だ。

　繋がれたままの手に視線を落としてから、小さく息をつく。

　このふたりって、前に印南くんとわたしが手を繋いでるところを目撃して、女子更衣室の前でそのことを印南くんに追及してたよね。なんとなく、今回も嫌な予感。

「印南、さっきありがとなー。支店のシステムも同じように間違ってたから、すぐ直せて助かったわ」

　石井さんの言葉に、「ああ、いえ」と短く答える印南くん。

　そういえばさっき、在庫システムの不具合に印南くんが気づいて、システム課の人が慌てて直してたっけ。しっかし印南くんは、他部署の人たちとも仲良しだよなあ。でもまあとりあえず、おしゃべりするのは構わないから、早くこの手を離して、あわよくば逃がしてほしい……。

　繋がったままの手が落ちつかなくて、もぞ、と身体を動かす。

　けれど次に聞こえてきた会話に、わたしは思わず硬直した。

「そういえば印南って、まだ柴咲さんと付き合ってるわけ？」

　印南くんが小さく身体を揺らしたのが、息を呑むわたしの左手に伝わった。

「……はい。そうですが」

「そうかぁ。つーか印南、マジでお前大丈夫？　柴咲さんって美人だけど、いろいろよくない噂あんじゃん」

「印南、うまいこと使われたりしてねぇよな？」

　言葉とは裏腹な、笑い交じりの、石井さんと清田さんの声。きっと、このふたりはただの冗談のつもりで、こんなことを言っているのだろう。

　だけど実際、わたしには真相は違えど悪い噂があるのはたしかだ。もしかして、冗談っぽく言いながらも、ふたりは本当に印南くんのことを心配しているのかも。やっぱり噂っていうのは、一度根づいちゃったらなかなか払拭されないものなんだなあ。

　それに、この状況は自業自得でもある。今までわたしは、自分のボロが出てしまうことがこわくて、必要以上に職場の人とコミュニケーションをとってこなかったし。きっとそんな調子だったから、噂だって、消えることなく次々と新しいものが生まれてしまっていたんだろう。……だから、いちいち落ち込むな、わたし。

「……かわいそうですね」

　ぽつりと聞こえた印南くんの言葉に、いつの間にかうつむかせていた顔を上げた。

「え、なに、お前が？」

「やっぱ印南、なんか利用されてんの？」

　声は石井さんと清田さんにもちゃんと届いたらしく、ふたりが反応する。

「違います」

　妙にハッキリ響いたセリフと同時に、わたしの左手を包む彼の手の力が強くなった。

『かわいそう』って、もしかしてわたしがってこと？　別に、そんな哀れみはいらないのに。……ああでも、印南くんは最初からそうだった。わたしが『かわいそう』だったから、彼はわたしのことを抱いてくれた。

　そのときまた、痛いくらいに印南くんの手に力がこもった。

「かわいそうなのは、石井さんたちです」

　予想もしなかったそのセリフに、「は？」と壁の向こうから疑問の声が上がる。

　わたしだって同じ気持ちだ。思わず印南くんの横顔を見上げた。

　前を見据えた静かな表情からは、なにも感情なんて窺えない。そして彼は、そこからさらにとんでもない言葉を投下した。

「柴咲さんのかわいいところを知らないなんて、本当に、かわいそうです」

〝絶句〟とは、まさに今のような状況をいうのだと身をもって感じた。

　印南くんの発言を聞いた瞬間、わたしは間抜けにも口を半開きにしてポカンと彼を見つめる。

　どうやら、石井さんと清田さんも同じような状況になっているらしい。壁の向こうからはなんの声も届かず、印南くんがくるりとこちらを向いたから思わず肩がはねた。

　彼の表情をよく見ることも叶わないまま、再び引っぱられるようにして一緒に歩き出す。

　会話をする余裕もなく、たどり着いたのは、階段に繋がる扉の前。印南くんは躊ちゅう躇ちょなくその扉を押し開け、手を引かれたわたしも続いて足を踏み入れる。

　ようやく立ち止まることが許されたわたしの背後で、重たい音をたてながら扉が閉まった。手はまだ、繋がったまま。

「……すみません、柴咲さん」

　こちらに背を向けてそうつぶやいた印南くんは、口元を片手で覆っていた。

「もう少し、言い様ようがありました。今後はもっと効果的に、相手の心に訴えかけるような反論ができるよう善処します」

　話してる内容も口調も、いつも通りの印南くん。だけど、まるで子どもが迷子になるのをこわがるみたいにぎゅっと固く握られたままの手とか、その繋がった手がびっくりするくらい熱いこととか……これってもしかして、前に矢野さんが言ってた『アクシデントに弱い』せい、だったりする？

　……かわいい、印南くん。

　失礼ながら、ついそう思ってしまう。きゅんと胸が締めつけられたのと同時に、身体が熱くなった。そしてなぜかこのタイミングで、さっきの彼の言葉が、頭の中によみがえる。

『柴咲さんのかわいいところを知らないなんて、本当に、かわいそうです』

　ああ、もう、どうしよう。わたし、完全に落ちてしまった。

「……印南くん、手」

「ああ、すみません」

　わたしの小さな申し出に、印南くんがパッと手を放した。

　体温が離れて、寂しい。けれど心臓がドキドキしすぎてこれ以上持ちそうになかったから、それ以上に安心した。

　少しの間の後、こちらとは視線を合わせないまま、彼が話し始める。

「あの、柴咲さん。石井さんと清田さんは、別に悪意があってああいうことを言っているわけではないと思うんです」

「え？」

　予想外の話に、思わず目をまたたかせた。

　そんなわたしの視線の先で、横顔しか見えない彼は続ける。

「たぶんなんですけど、柴咲さんの噂をしたがる男性社員は、みんな悔しいだけなんですよ」

「……悔しい？」

「はい。身近にこんなに綺麗な人がいて、だけどその人は、全然自分たちのことなんて眼中にない感じでいつもクールに仕事してて。相手にされないことが悔しいんです」

　背中を向けたまま紡がれる彼の話は、とても予想外のもの。

　……そんなふうに、考えたことなんてなかった。というか自分でそんなこと考えてたら、ただの自意識過剰な人だし。

「だから、あなたに近づけないことを噂のせいにして、自分たちのやっすいプライドを必死で守ってるんですよ」

「……印南くん、今けっこうひどいこと言ったよ」

「失言ですね」

　なんて、素知らぬ顔で印南くんは言う。

　だけど今の話、さりげなく男性社員たちをフォローしたんでしょう？　わたしのことも助けてくれながら、相手を悪者には仕立てない。いつだって無表情で冷静な彼の、優しいところ。……ああ、もう。こんなの、恋に落ちるなっていうほうが無理だ。

「本題を、忘れるところでした」

　思い出したようにそう言って、印南くんはようやくわたしへ視線を向けた。

　びく、と肩を震わせ、その整った顔を見上げる。

「柴咲さん、最近の態度は――」

「ごめん、印南くん」

　話を遮っての謝罪に、印南くんが眉を寄せた。

　わたしは構わず、背を向けてドアノブに手をかける。

「ごめんね」

　これ以上なにも追及されないよう、肩越しに振り返りながら笑みを作って言い切った。また彼に捕まらないうちに、扉を開けてするりと廊下へ身体を滑らせる。

　どうやら、印南くんはもう追ってくるつもりはないらしい。

　ちょうど来ていたエレベーターに素早く乗り込んで、【十一】のボタンを押してから壁に頭を預けた。さっきまで彼と繋がっていた左手で、まだ熱を持ったままの頬にそっと触れる。

　……ごめん、印南くん。わたし、きみのことを、好きになってしまいました。

　わたしは途方に暮れながら、心の中で泣き出しそうにつぶやいた。




　……どうしよう。

　印南くんへの想いを自覚してから、すでに五日ほどが経過。最近のわたしの脳内は、しょっちゅうその言葉が浮かんでは消えている。

　どうしよう。そんなつもりはなかったのに、印南くんのことを好きになってしまった。

　どうしよう。ただの後輩から好きな人へとわたしの中で変貌を遂げた彼は、あろうことか自分の隣の席だ。

　どうしよう。今まで通り同僚として接したいけど、もしかしてわたし、態度に出ちゃったりしてないかな？

　どうしよう。引き続きランチ逃走は実行中だけど、いくらなんでもさすがにそろそろまた問い詰められるよね？

　そして、今まさに頭の中に浮かんでいる『どうしよう』の素は……。

「あの、柴咲さん。お話ししたいことがあるので、ちょっとお時間、いいですか？」

　就業後の帰り際、ニコリともせずに有無を言わせぬ圧力をもってそう問いかける、わたしよりも年下の女性社員三人だ。

「……はい」

　思わず敬語で返答をしてしまったわたしは、彼女たちの後に続いて廊下を歩きながら、今すぐこの場から逃げ出したくなった。

　揃って管理部所属の彼女たちに連れてこられたのは、十一階フロアの端っこ。非常階段に続く扉があるだけの、人通りがない静かな場所だ。

「……なに、お話ししたいことって」

　そう言って、目の前にいる彼女たちを見渡した。今現在も必死にクールビューティを取り繕っているけれど、内心では完全にビビってしまっている。

　だって年下といえど険しい顔した女子三人に囲まれてるとか、普通にこわいし！

　普段はみんなかわいらしくニコニコきゃぴきゃぴしているのに、今わたしに向けられている顔はそれを微み塵じんも感じさせず、かなり不機嫌なご様子。今まで必要最低限の絡みしかなかったわたしに、いったいなんの用があるっていうの!?

「単刀直入に訊きます」

　三人の真ん中に立っている彼女――綺麗な茶色い巻き髪の阿あ部べさんが、腕を組みながら口火を切った。

「柴咲さんって、本当に、印南さんと付き合ってるんですか？」

「は……」

　意外すぎる質問に、つい間抜けな声を漏らした。

　阿部さんはその形のいい眉をますます寄せ、イラついたように右手の人差し指で自分の腕をトントンと叩く。

「ふたりが付き合ってるっていう話は、少し前にシステム課の方に聞いたんですけど。でもあたしたち、どうしても納得できなくて」

　ねぇ？と、そこで彼女は、自分の両サイドに控えているふたりに目配せする。

　話を振られた彼女たちはこくこくとうなずいて、引き続きわたしに剣呑な眼差しを向けてきた。

　なんとなく、理解できた。つまりこの三人は、印南くんのことが好き、もしくは憧れてるとか、とりあえず好意を持っていた。それがいきなり、ダークホースのわたしがある日突然彼女の座についていたものだから、鬱憤が溜まって、こうして本人を呼び出すに至ったというところだろう。

　印南くんのあまりの無表情っぷりに、女性社員はみんな鑑賞用にしてるものだと思ってたんだけど……まだいたんだ、勇者が。すごいなー、若い子って。なんでこんな、パワフルに動けるのかなー。

　半ば感心しつつも、頭の片隅ではたしかな不満も沸き起こる。

　納得できないって、なぜ全然関わりのないこの女子たちにそんなことを言われなければならないの。というか、ほんとのところ、わたしたちの関係は、印南くんのお情けで成立した〝偽恋人〟だし。

　でも、そんなことを、この逆毛をたてた猫のような子たちに言うわけにもいかない。

「……それで、どうなんですか。本当に、ふたりは付き合っているんですか？」

　無言を貫くわたしに痺しびれを切らしたのか、阿部さんが再度訊ねてくる。

　わたし、一応年上で先輩なんだけどなー。たしかこの子、印南くんと同い年だっけ。よくよく思い返してみると、部署も違う阿部さんたちが印南くんに話しかけている姿は、しょっちゅう見かけていた気がする。

　なんてことをのんびり考えていたら、いよいよ目の前の印南ガールズが本格的にキレそうだったので、ようやくわたしは重い口を開く。

「まあ……付き合ってる、かしら」

　自分のせいで現在微妙な距離感とはいえ、わたしと印南くんの間で、まだ偽恋人契約解消の話はしていない。この関係が終わりを迎えるのは時間の問題だろうけど。

　口には出せないそんな事情から、見た目は平静を装いながらつい中途半端な返しになってしまう。

　すると、わたしの煮えきらない返答に、さらに彼女たちは眉をつり上げた。

「『付き合ってるかしら』ってなんなんですか。バカにしてるんですか？」

「あたしたち、真剣に訊いてるんですけど」

「ちょっと自分が美人だからって、人を弄ぶのもいい加減にしてください」

　ほんとわたし、大して話したこともないような子たちになんでここまで言われなくちゃいけないんだろうか。でも、今のはわたしの言い方もまずかったか。とはいえ、ハッキリ『付き合ってるわよ』って自信満々に言うのもなんだかなあ……。

「なんで印南さんは、こんな人と……！」

　こちらがおとなしくしているせいか、火がついてさらにヒートアップしていく印南ガールズ。

「どうせ柴咲さん、印南さんが先輩に逆らわないのをいいことに、無理やり迫ったんですよね？　ひどい！」

　その言葉には多少当たらずとも遠からずな部分があったので、肯定はしないまでもつい押し黙る。

　やっぱりわたしは、客観的に見たらひどいことを彼にしてしまったんだ。わたしのほうが年上で先輩ってだけで、フェアじゃないもんね。しかもあんな断りにくいことを言っちゃって……。

「柴咲さんって、お金持ちと不倫とかしてるんでしょ？　なのに職場の後輩にまで手を出すなんて、信じらんない」

「その顔で、いったいこれまでどれくらいの人を騙だましてきたんですか？」

　素直に自分の非を反省していたのに、そこでわたしは、ついカチンときてしまった。

　言わせておけば、好き放題貶けなしてくれちゃって。噂はともかく、わたし、この子たちに対してここまで言われることした？　してないよね？

　そろそろ反撃のひとつでもしようと、わたしはすうっと息を吸い込む。

「あの。あなたたち――」

「どうせ、柴咲さんは知らないんですよね？　陰で印南さんが、なんて言われてるか」

　え、と瞠目して、言おうとしていた反論があっさり途切れた。

　閉口したわたしに、さらに阿部さんたちは畳みかけてくる。

「みんな言ってますよ、印南さんは趣味悪いって。いくら美人でも、こんなよくない噂ばかりの人と、付き合うなんてって」

「わかりますか？　あなたのせいで、印南さんまで悪く言われるんです」

　彼女たちの言葉に、ガツンと頭を殴られたような気がした。棒立ちしたまま、急に周りの音や声が遠くなった感覚がする。

　わたしのせいで、印南くんまで、周囲の人たちに悪く言われてる……？

　女子が使う『みんな言ってた』なんてセリフは、どうせ仲間内でのことを誇張してるだけなんだと、いつものわたしならわかるはずなのに。それでもこのときばかりは、動揺した頭でその言葉を素直に受け取ってしまう。

「よく、考えてください。自分がどれだけ周りに迷惑をかけているのか」

　見事な捨てゼリフと冷たい眼差しを残し、阿部さんたちはわたしの前から去っていった。

　遠のいていく足音を聞きながら、呆然とその場に立ち尽くす。

『あなたのせいで、印南さんまで悪く言われるんです』

　頭の中で何度もリピートするのは、先ほどの阿部さんの言葉。

　やっぱり……わたしみたいなのが印南くんと一緒にいちゃ、ダメなんだ。

　うつむきながら、思わずにじみそうになる涙をぐっと堪える。

　……大丈夫。短い間だったけど、いい夢を見させてもらったから。印南くんとの偽りの関係が終わったって、思い出を胸にまたこれからもがんばっていける。

　自分に言い聞かせるように、心の中で繰り返す。わたしはようやく顔を上げて、その場を離れるべく足を動かした。




　次の日の昼休み。同僚たちが各々自分のデスクを離れていく中、ふと隣を見ると、印南くんは席についたままだった。どうやら今日は、先輩たちからのお誘いはないらしい。彼はデスク下からコンビニ袋らしきものを取り出して、それを広げ始めた。

　久しぶりに印南くんと隣り合ってのランチに、不可抗力で鼓動が速まる。

　まわりに人がいない今が、チャンスだ。

　デスクの上に置いたお弁当の包みをほどこうとしていた手に、ぎゅっと力がこもる。

「……あの、印南くん」

「はい」

　まばたきをして、いつもの平坦な声で彼が応えた。

　わたしはあくまでデスクに視線を落としながら、こくりと唾を飲み込む。

「あの、ね……」

　言わなきゃ、『こんな関係やめよう』って。ちゃんと、わたしの口から。

　なのに、次に続けるべき言葉が喉の奥でつっかえて出てこない。

　そうこうしているうちに少し離れたデスクから携帯電話の着信音が聞こえて、びくりと肩がはねた。そのまま抑え気味の音量で通話し始めた声を遠くに聞きながら、どうしようかと内心迷っていると……。

「周りに、聞かれたくないような話ですか？」

　耳に届いたその言葉に、思わず顔を上げる。

　ようやく視線が交わった彼は、相変わらずの無表情のまま、じっとこちらを見つめていた。

　その眼差しに体温が上昇してしまうのを感じながら、小さくうなずく。

　すると印南くんは、静かに椅子から立ち上がった。

「印南くん……？」

「こっちです」

　つぶやいた彼はわたしの右手首を掴んで、同じように立ち上がらせた。戸惑うわたしを気にもとめず、そのまま歩き出す。

　そうして彼が足を踏み入れたのは、いつかの業務命令をくだした、あの会議室。カチャンとやけに響いた施錠の音に反応して、わたしの心臓がわかりやすく大きく鳴った。

「ここなら、誰かに聞かれることもないでしょう」

　ドアノブから手を離し、印南くんがこちらを振り向く。

　この部屋に入った瞬間から、すでに掴まれた手は解放されていた。まっすぐな彼の眼差しから逃れるように目を泳がせ、触れられていた右手首を無意識に左手でさする。

　……これで、最後になる。こんなふうに、私用でふたりきりになることも。彼の思わせぶりな言動に、振り回されることも。

　そう思ったらどうしようもなく泣きたくなって、けれどそれを耐えるように、ぐっと眉間に力を入れた。

　あのバカバカしい業務命令をくだす前に、戻るだけ。ただ、それだけ、なんだ。

「……印南くん、もう、やめよう」

　つぶやいたセリフに、印南くんはかすかに怪訝な表情を浮かべた。

　ああ、わたし、彼のこんな些細な変化もわかってしまうようになるくらい、気にかけていたんだな。恋して、いたんだな。

　すうっと、わたしは息を吸った。

「やめよう。……〝偽恋人〟の、関係」

　印南くんのふたつの瞳が、明らかな驚きの色を持って見開かれる。

　見て見ぬフリをして、わたしは続けた。

「もう、いいよ。十分、わたしは助けてもらったから。ごめんね、ずっと縛ってて。そろそろ潮時だと思ってたんだ。だから、もう、印南くんは自由にして――」

「俺が、〝自由〟じゃなかったとでも言うんですか？」

　耳に届いた冷たい声に、肩が揺れた。おそるおそる見上げると、予想外に冷ややかな表情をした印南くんと目が合って、思わず口をつぐむ。

「この関係を持ちかけたのは、俺のほうです。責任はこっちにあるのに、さっきのあなたの口ぶりだと、まるで柴咲さんが無理やり関係を続けさせていたみたいで、気に入りません」

　厳しい口調で、なのにその実優しいことを言うから、胸が高鳴る。

　一歩こちらに近づいた彼から逃げるように、わたしの足は無意識に後退した。

「だ、だって……」

「だって？」

　じり、と距離を縮めながら、意図してかさっきよりずっと優しい口調で促され、思わず本音を吐露したくなる。

　だけど口を開きかけたそのとき、これではまた彼のペースになってしまうと我に返った。一度視線を床に落とし、思いきって再び彼を見上げる。

「そんなのは、もう、どうでもいいことなの。と、とにかく、〝偽恋人〟はなかったことに――」

　話の途中、腰が固いものに当たり、ハッとしたわたしは背後を振り向く。静かに迫ってくる印南くんから逃げるように後退していた身体が、いつの間にか部屋の中央にあるテーブルにぶつかってしまっていた。

　しまった、と思った瞬間、わたしを囲うようにして、音もなく両脇に大きな手が置かれる。

「……気に入らない」

　その手とは、間違えようもなく今目の前にいる彼のもの。どうしてか不機嫌につぶやいた印南くんは、珍しく表情にもそれを表しながら、こちらを見下ろす。

「柴咲さんのその申し出には、確固たる理由があるように思えますが……どういうわけか、それを隠そうとしてる」

「っべ、つに、わたしは……」

「あなたが急にそんなことを言い出した、その理由はなんですか？」

　まっすぐな瞳から逃げるように、視線を落とす。

　押し黙るわたしの真上から、ぽつりと声が降ってきた。

「もしかして、好きな男や彼氏が、できたんですか？」

「っ、ちが……っ」

　勢いよく顔を上げながら言いかけて、すぐにそんな自分の言動を後悔する。嘘でも、彼の質問にうなずいておけば、この場を切り抜けられたかもしれなかった。

　ますます不機嫌オーラを漂わせる印南くんが、ぐっとその端整な顔を近づけてきた。

「じゃあ、なんなんですか。もしかしてまた、誰かになにか言われたんですか」

『その通りです』なんて答えることもできず、わたしは目を泳がせてただただ黙秘を貫く。

　……どうして印南くんは、ここまで食い下がってくるんだろう。ただひとこと、『わかった』と言って、うなずいてくれればいいだけなのに。いつも年上や上司に対して従順な彼にしたら、これはとても珍しいことだ。

　もしかして、なんてちょこっと顔を覗かせた淡い期待は、すぐに頭の中で打ち消す。

　期待なんてしたらしただけ、そうじゃなかったときのダメージが大きいから、しないほうがいい。それに、相手はこの印南くんだ。いつも無表情で感情が読めなくて、なにを考えているのかわからないことに定評があって……そして実は優しい彼のことだから、ただ単にわたしに同情してくれているだけ。

「やっぱり強情ですね、柴咲さん」

　そんなセリフとともに、わたしの顎を捕らえた彼の指先。そのまま強引に上向かせられ、突然のことに驚いて息を飲む。

「言わないと、このままキスしますよ」

「え、な……っ」

　な、なにを言い出すの、この男は……!!

　思わず目を見開いた。同時に、すでにせわしなく動いていたはずの心臓が、また一際大きくどくんと高鳴る。

　距離にして、二十センチほど。眉間にシワを寄せた仏頂面の印南くんは、そんな至近距離でわたしの返答を待っている。

　一瞬、視線を外して逡しゅん巡じゅんした。けれどもすぐに答えは出て、小さく唇を動かす。

「……言わない」

　彼を守るために、わたしのほうから離れなくては。涙を堪えて固めた決意は、そんな甘い脅しくらいじゃ揺らがない。それに正直、印南くんが本当に実行するとは、思えなかった。ディナークルーズのときもそう。いつだって彼は、わたしが多少なりとも抵抗を見せれば、戯れをやめてくれていたからだ。

　だからきっと今回も、なんだかんだで引いてくれるはず。

　そう考えて彼の方へと視線を向けたわたしは、そのまま印南くんの手を振りほどこうとして……。

「ひゃ……っ」

　逆にがっちり腰に回された手に引き寄せられ、思いきりその胸板に飛び込んでしまった。

「本当に、意地っぱりですよ、あなたは」

　片手は腰に、もう片方の手は後頭部に回され、しっかり抱きしめられたその体勢のまま、頭上でため息が聞こえる。

　あ、呆れられてる……。

　ショックを受けるのと同時に若干ムッとしたわたしは、彼の胸を押して拘束から逃れようとした。

「も、もういいでしょ。離して……」

「離しません」

　予想以上にキッパリ断られて、動きを止めてしまった。

　それを幸いとばかりに、彼はわたしの耳元に息を吹き込む。

「それにしても。ここまでしてるのに、口を割らないなんて……」

「な、なによ」

　ドギマギしつつも、平静を装って返した。

　ほとんどわたしの耳に唇をつけながら、印南くんが小さく笑う。

「もしかして、柴咲さん。さっき俺が言ったこと、実は期待してますか？」

「ッ、そ――」

　そんなわけない、と言おうとして顔を上げた瞬間、薄く開けた唇に噛みつかれた。

　反射的に逃げようとした後頭部は大きな手が添えられていて、むしろ彼の方へと引き寄せられる。その分キスが深くなり、わたしはぎゅっと目をつぶった。

　……ああ、ダメだ。ダメなのに、久しぶりの体温が、心地いい。

「っん、は……っ」

「柴咲さんは、キス、ヘタくそですよね」

　仕方ないでしょ！　わたしがキスを覚えたのは、こないだの〝業務命令〟が初めてなんだから！

　呼吸の合間の不本意なつぶやきに言い返してやりたいのに、好き勝手に唇を弄ばれて、思うように話すこともできない。とっくにわたしの口内に侵入を果たしていた器用な舌先が上顎を撫で、思わず身震いしながら彼の腕にしがみついた。

　一瞬のキスの隙間、印南くんが熱い息を吐く。

「……やべ。止まんない」

　いつもわたしに対して使う敬語じゃない、おそらく素の彼の言葉に、きゅんと胸がときめいた。

　濡れた舌がわたしの下唇をなぞる。それに肩をすくめた瞬間、急に身体が浮く感覚がして反射的に目を開けた。

「きゃ……っ」

　浮遊感の正体は、印南くんがわたしの身体を持ち上げて、テーブルに腰かけさせたせい。さっきまでと違う構図に目を白黒させるわたしを見つめ、フッと口角を上げる。

「この体勢、いいですね。めちゃくちゃエロい」

「なっ」

「こういうのが、社内恋愛の醍だい醐ご味みなんですかね。ひとけのない会議室のテーブルに押し倒して、肝心な部分だけはだけさせてやっちゃうとか」

　な、に、を、よ、この能面男は……！

　あまりにも恥ずかしい物言いに言葉を失い、わなわなと身体を震わせた。

　髪をまとめていたシュシュをちゃっかり外し、印南くんがわたしのこめかみにキスを落とす。

「ほら、前に柴咲さんが持ってた小説にもあったんじゃないですか？　こんなシーン」

　言われてみれば……あった……かも？　というか、そんなことはどうでもいい。この状況から抜け出すには、いったいどうすればいいの。

　さっきからわたしの心臓はもはやドキドキなんてレベルじゃなく早鐘を打っているし、これ以上好き勝手されていても、どんどん目の前の男に溺れてしまうだけのように思える。なのに、ほどけた髪を優しく梳く彼の手を素直に気持ちいいと思ってしまっている自分は、本当に大バカ者だ。

「柴咲さんの好きな俺様御曹司が、どんなふうに女性を口説いていたのかは知りませんけど……」

　またその話を、という反論をする余裕もないまま、熱っぽい眼差しに囚われる。

「今は俺を、その男に重ねればいいんですよ」

　言うが早いか再び唇を塞がれたときには、わたしもすでに目を閉じていた。

『その男に重ねればいい』って。小説の中の登場人物を引き合いに出すなんて、無茶苦茶だ。たしかに物語の中で生きるあの男性は魅力的で、ページをめくりながら、ヒロインと一緒にわたし自身も胸を高鳴らせていたけど。

「っん、ふ、あ……っ」

　それでも、今わたしに触れているのは。わたしが、抗いようもなく惹かれているのは……。

「っ、い、なみ、くん」

　その胸元にすがりつきながら、キスの合間に濡れた声で名前を呼んだ。

　一瞬、彼の動きが止まる。とろりと薄くまぶたを開けた先で、微妙な変化ながらも印南くんは困ったように笑っていた。

「ちょっと……それは、反則です」

　初めて見るその表情のまま、訳がわからないわたしを差し置いて、優しく前髪を撫でる。

「それを無意識にやるんだから、おそろしい人ですよ、あなたは」

　こちらが次の言葉を発する前に、また食べられてしまう。

　頭がぼんやりしてしまうほど激しく翻弄する唇は、それでもわたしを傷つけることはしない。もうなにも考えられないまま、けれど頭の片隅では、もはや引き返せないほどの引力を彼に感じる。

「んっ、な、なんでこんな、いきなり……っ」

　あの〝業務命令〟の日から、ずっと、わたしたちはつかず離れずの距離を保っていたのに。

　切れ切れながらも問いかければ、彼は熱い息をこぼす。

「は、……いきなりじゃ、ないです。俺はずっと、こうしたいと思ってました」

『ずっと』って、いつから？

　そう訊ねたいのに飽きることなく唇を貪られ、それは叶わない。

　離れるって決めたのに。だけど、きっともう、遅い。

　諦めにも似た感情で切なくなりながら、長いキスの間中ずっと、印南くんのシャツの胸元を握りしめていた。










銀の鍵とその理由




　がくん、と一際大きく身体が揺れる。わずかな眠りから覚醒したわたしは、ハッと窓の外に目を向けた。

　見れば、自分が降りるべき場所のひとつ手前の駅に電車が到着したところだ。寝過ごしたわけではないと知ったわたしは、胸を撫で下ろす。

　気が緩んだとたん漏れ出たあくびは片手で隠し、小さく息をついた。

　……昨夜は、なかなか眠れなかった。原因なんて、ひとつしかない。昨日の昼間に会議室でした、印南くんとのキスのせいだ。

　あのときのことを思い出すと、今でも顔が熱くなる。意外とやわらかい印南くんの唇の感触とか、色っぽい目元とか、意地悪な言葉とか。その全部がふとした瞬間に頭の中に浮かんできて、どうにもわたしの思考を掻かき乱すのだ。結果、今日も仕事だというのに、重度の寝不足という……。

　熱い頬とぼんやりした頭を冷ますため、両頬をぺちぺち叩きながら深呼吸を繰り返した。

　目の前に立つサラリーマンの革靴をなんとなしに見つめつつ、わたしは考える。

『ずっと、こうしたいと思ってました』と、あのとき彼は、たしかにそう言った。

　あれはいったい、どういうつもりでこぼれ落ちた言葉だったんだろう。単に、生理的な欲の捌はけ口ぐちとして、触れたかったという意味だったのだろうか。

　……そういえば最初に彼は、『考えてみれば柴咲さんは美人ですし、俺にとって悪い話ではないです』とか、言ってたっけ。つまり、自分で言うのもナンだけど……見目がそれなりな女なら、誰でもよかったってこと？

　もしそうなら、ひどい。ひどい男だ、印南大智。でも……。

『柴咲さん。明日のお昼は、一緒に外にメシ行きましょうか』

　長いキスの後、赤面して息も絶え絶えなわたしの髪を撫でながら、印南くんはそうささやいた。思わず顔を上げたわたしに小さな笑みを浮かべた彼は『約束ですよ』と言い残し、そのまま会議室を出ていった。

　そしてわたしはというと、たった今かけられた言葉を頭の中で反芻しながら、ただひたすら彼が消えたドアを見つめることしかできなかった。

　あの突然のキスとランチのお誘いに込められた意味を、なんの邪推もなく素直に受け取ってもいいんだとしたら……あれって、期待してもいいってこと？　……いや、わからない。印南くんの考えることは本当にわからない。でも、彼の言動をいい意味で捉えたいと思ってしまう女心も、たしかにあるわけで……。

「うぅ……」

　到着した駅から外に出ながら、周りに聞こえない音量で小さく呻く。

　と、とりあえず、今日のお昼は印南くんと一緒なことが確実なんだ。外に行こうって言ってたけど、どこのお店に行くつもりなんだろう。もしかして、また用意周到に予約してたりするのかな。……それはないか。しょせん平日のランチだし。

　なんにしても、彼と一緒にいられるのはうれしい。その気持ちはたしかだから、緩む口元を引きしめつつ顔を上げると……。

　前方に、背筋が伸びた見覚えのある後ろ姿。

　……あ、印南くん、だ。

　名前を思い浮かべただけで、ドキンと胸が高鳴る。

　なにこれ、わたし、恋する乙女っぽい。いや、年齢的にその表現はアリなの？

　些細なことに一喜一憂したり自問自答したりして、自分でも、遅れてきた初恋をこじらせてる感は否めない。それでも、とりあえず今はさりげなく印南くんに挨拶をして合流しようかと足を早めかけた、そのとき。

「ダイくーん！」

　そんな言葉とともに誰かが背後からわたしの横を駆け抜け、ふわりと風が吹いた。

　つられて見つめた先には、ふわふわのボブを揺らして走る背の低い女の子の後ろ姿。彼女はそのままの勢いで印南くんの肩を叩いて立ち止まり、それに驚いたらしい彼が振り返る。

　大げさじゃなく、一瞬、周りの喧けん騒そうが聞こえなくなった。たった今、十数メートル先に見えている光景から、目が離せない。

　あの女の子が言っていた『ダイくん』とは、おそらく印南くんのことだったのだろう。どうやら知り合いらしいふたりは、わたしの視線なんて気づきもせずに、なにやら会話をしながら歩いている。

　隣から印南くんを見上げる女の子は、ずっと笑顔。対する彼は、いつも通りの無表情だけど……その中にどことなく親しみがあるような気がして、心臓がどくんと嫌な音をたてた。

　きっとあのふたりは、ただの知り合いじゃない。

　それは今まで持っているかどうかも疑わしかった、わたしの〝女のカン〟というやつだった。

　視線の先で、女の子が肩にかけたトートバッグの中を探る。そうして取り出したモノを右手の人差し指と親指でつまんで、印南くんに差し出した。

　日差しを反射して、キラリと光ったそれ。裸眼視力が両目とも一．五のわたしには、その正体が捉えられた。

　女の子が差し出したのは、一見なんの変哲もない銀色の鍵。印南くんは当然のようにそれを受け取り、グレーのコートのポケットへとしまう。

　その後もふたりはしばらく並んで歩き、女の子が再び印南くんの肩を叩いたかと思うと、片手を振りながら別の方向へと駆けていった。

　ひとりになった、印南くんの後ろ姿。

　だけど今は、先ほど決意したように、その背中へ声をかけようとは思えない。

　さっきのって、もしかして……家の鍵、とか？　もしそうだとしたら、印南くんとあの子は勝手に家に上がり込むのも許されているような、気の置けない関係ってこと？

　たしか前に彼は、兄弟はお兄さんがひとりだけだと言っていた。だからさっきの子が実は印南くんの妹でしたとか、そんなオチは期待できない。

　直接、本人に訊けばいい。だけどのろのろと重い足は、彼のところまで追いついてくれそうにはない。

　そうこうしているうちに、職場であるビルに到着してしまった。

　……考えてみたらわたしって、印南くんのこと全然知らないな。出身地とか、好きな食べ物とか。

　そんな些細なことでもまったく思いつかない自分に気づき、落ち込んでしまう。

　印南くんは先のエレベーターに乗れたらしく、わたしがホールにたどり着いたときすでに姿はない。だけどわたしの脳裏には、先ほど見た彼と女の子が親しげに話す様子がこびりついて、離れそうになかった。




　結局、今朝のことが頭から消えないまま、約束の昼休みはやってきた。

　ぞろぞろとデスクを離れていく人の波が落ち着くのを待ってから、わたしと印南くんもオフィスを後にする。

　彼が案内してくれたお店にたどり着くまでに、いくつか言葉を交わしたけれど、どうにもわたしは心ここにあらずで、うまく会話を繋げることができない。

「ここです」

　彼が立ち止まったのは、隠れ家的な佇たたずまいのカフェだ。レンガ造りの外壁は、その半分近くが蔦つたで覆われている。

　ドアを開けて待ってくれる印南くんの前を通り抜けて、店内へと足を踏み入れた。

「いらっしゃいませー！　二名様ですね。奥のお席へどうぞ」

　中は思っていたよりも広く、特にランチを楽しむＯＬらしき人の姿が目立つ。黒いカフェエプロンをつけた女性の店員さんに案内されて、店の奥にあるふたり用席に腰を下ろす。

「柴咲さん、メニューどうぞ」

「あ、ありがとう」

　お冷やとともに店員さんが置いていったメニュー表を広げて、わたしのほうに向けてくれた。わたしは本日のプレートランチ、印南くんはボリュームたっぷりなステーキごはんを注文する。

　頼んだものが運ばれてくるのを待つ間、他愛ない会話をぽつぽつ交わしていたら、不意に、印南くんが声のトーンを変えた。

「柴咲さん、体調よくないんですか？」

「え」

「なんだか、いつもより元気がないようなので」

　彼にそんなことを言われるなんて思っていなかったわたしは、つい目を丸くする。だけどハッとして、すぐに言葉を返した。

「そんなことないよ。いつも通り」

「……そうですか？」

　どこか納得いかないように首をかしげるけれど、それ以上追及はしてこない。

　わたしはこっそり胸の中で安堵して、ごまかすようにお冷やを口に含んだ。

　いけない。彼に気遣われるくらい、態度に出していたなんて。せっかく、印南くんと一緒にいるんだ。周りに会社の人がいないときくらい、楽しまないと。

　でも、どうにももやもやしてしまう。その原因が今朝見た光景にあるということは、自分でもわかりきっていた。だけど『あの女の子は誰？』なんて、本当の彼女でもないわたしに、訊く権利なんてないような気がするのだ。

　答えの出ない問題をぐるぐる考えていたら、厨ちゅう房ぼうの方からひとりの店員さんがこちらに歩いてくるのが見えた。

　きっとこの席の分だ。手に持っているおぼんの内容からそれがわかって、なんとなく姿勢を正す。そして、すぐそばまで来た店員さんの顔を何気なく見上げて……思わず息を止めた。

「お待たせしましたー！　って、え、ダイくん!?」

「……鈴すず音ね？」

　少し童顔にも思える大きな瞳が印象的な、かわいい店員さん。驚いた声を上げる彼女に対し、微々たるものとはいえ印南くんも同じく驚いた顔を見せた。

　まさか、こんなところで、今朝彼と一緒にいた女の子と会うなんて……。

　彼がつぶやいた呼び捨ての名前に胸をざわつかせながら、わたしは目の前で繰り広げられるやり取りを呆然と見つめる。

「うわー、びっくりした。まさかダイくんがウチの店に来るなんて」

「……ああ。そういえばここ、鈴音の勤め先か」

「ちょっとちょっと、あたしに会いに来てくれたわけじゃないんですかい！」

　楽しげなふたりの応酬に、ズキンと胸の奥が痛んだ。

　彼女――鈴音さんはそこでハッとしたように、おぼんの上のお皿を手に取る。

「あっ、失礼しました！　ステーキごはんはダイくんだよね。牛肉好きだもんね！」

「どーも」

「それから、こちらは本日のプレートランチです！」

　言いながら、ニッコリ笑顔でわたしの前にプレートを置いてくれた。

　ぎこちなく会釈すると、そのときようやくわたしの存在をちゃんと認識したらしい鈴音さんが、ぴたりと動きを止める。そして勢いよく、印南くんへと顔を向けた。

「えっ、ちょっ、ダイくん……あの、この美人さんは……？」

「職場の先輩」

　きっぱりハッキリ、印南くんは迷いなく言い放った。

　彼の答えに「ああ、そっかあ」とどこか安心した様子で、彼女は笑う。

「すみませーん」

「あ、はい！」

　少し離れた席の別のお客さんに呼ばれ、「失礼します！」と一礼した鈴音さんは慌ただしく去っていった。

「……柴咲さん、食べないんですか？」

　彼女の後ろ姿を見つめてぼんやりしてしまっていたわたしに、印南くんが淡々と訊ねる。

　我に返ったわたしは「あ、うん」なんて曖昧に返事をして、プレートの横のフォークを手に取った。おいしいランチなのにまったくテンションが上がらないまま、ただ機械的に料理を口に運んでいく。

　……聞けない。けど、なんとなく察しがついてしまった。だって、全部が教えてた。

　親しげな、ふたりの呼び方。わたしの知らない、印南くんの好きなもの。そして、『この美人さんは……？』と不安そうに聞く鈴音さんの質問に、『職場の先輩』と即答した印南くん。彼の言葉を聞いて心の底から安心しきった、鈴音さんの笑顔……。

　わたしが入る隙なんてないと、言われているようだった。

　やっぱり今朝の鍵も、見間違いではなかったんだ。バカだ、印南くん。こんなかわいい彼女がいながら、わたしのことも相手にしてたなんて。本命の前では、はっきり『職場の先輩』って答えるくせに、あんなキスまでするなんて……。

　おかげで、勘違いしそうになったじゃない。わたしは印南くんにとって特別なのかもって……そんな夢みたいなことを考えちゃったじゃない。

　うまく会話を弾ませられないままプレートの料理をすべて食べ終え、わたしはお手洗いに席を立った。

　そうして戻ってきたとき、印南くんの傍らに鈴音さんが立っているのを見つけて、つい壁の陰に隠れるように立ち止まる。小さめの音量で話しているふたりの声は、それでもかすかに耳に届いた。

「やっぱり、今日遅くなりそうー。合鍵使ってくつろいでてね。ていうか、ほんとに今日ウチ来れるの？」

「行くよ。久々だし、なるべく早く仕事切り上げる」

「あは。はりきってるなー、ダイくん」

「だって、かわいくて仕方ないから」

　そう言って口元を緩める彼に、鈴音さんは幸せそうな笑顔を向けている。

　……ああもう、完敗じゃん、わたし。あんなの、入り込めるわけないじゃん。

　こんなに人がたくさんいるところじゃ、泣くに泣けない。両手のこぶしを握りしめ、にじむ涙を必死で堪える。

　回収した食器を手に鈴音さんが去るのを見計らって、わたしは席に戻った。

　気づいた印南くんが、テーブルの上にあるものを指し示す。

「柴咲さん。このデザート、鈴音からのサービスらしいです」

「え……」

　たしかにそこには、頼んでいないミニサンデーがふたつ置かれている。

「どっちがいいですか？」と訊かれ、「先に選んでいいよ」と答えれば、彼は遠慮しつつキャラメルソースのほうを選んだ。

　鈴音さんには、きっと印南くんが……チョコレートサンデーじゃなくキャラメルサンデーを選ぶってこと、お見通しだったんだろうな。

　そう思うと、胸が苦しくなる。

「……ねぇ、印南くん」

「はい」

　たっぷりのソフトクリームをぱくりと口に入れた印南くんが、素直に返事をした。

　わたしはスプーンを手で握りしめながら、訊ねる。

「あの……鈴音さん、って……」

　……わたし、バカ。わざわざ振られにいくなんて、まるでマゾじゃないの。

　小さく首をかしげた彼が、わたしの言葉の意味に思い当たったように「ああ」と声を漏らす。

「鈴音はまあ、腐れ縁といいますか。あっちは俺よりふたつ年下ですけど」

「……へぇ」

　腐れ縁……幼なじみってこと？　でもさっきの様子だと、それ以上の関係なのは明白だった。

　すると彼は、そこで少しだけ悩む素振りを見せる。

「そうですね。柴咲さんが俺に自分の秘密を打ち明けてくれたのに、俺がなにも教えないのは、フェアじゃないですよね」

　ひとりごとみたいな、自分に言い聞かせるようなセリフ。彼は普段通りの無表情で、わたしとまた視線を合わせた。

「婚約者なんです。俺と鈴音」

「……え」

　わたしの一切の動作を止める威力を持った告白に、言葉を失う。

　溶けかけたソフトクリームをスプーンですくいながら、印南くんは続けた。

「別に、金持ちの政略結婚とかじゃないですよ。俺たち、実家が隣同士で。まあ昔から家族ぐるみで仲良くしてたんですけど、俺のこの愛想のなさを心配したウチの親が、将来は鈴音に嫁に来てもらえって言い出して」

　衝撃的すぎて、ただ黙っていることしかできない。印南くんの声以外、周りの喧騒も耳に入らなかった。

「で、まあ、向こうの親もどこぞの馬の骨にやるくらいなら俺がいいって言ってくれて。当人同士も恋愛には淡白だったんで、別に反発することなく『じゃあそうするか』って感じで今日まで来たんですけど」

　付き合ってる、っていう話じゃなく、まさか婚約の話が出てくるとは……。なんかもう、いっそ清々しい感じ。こんなんじゃ、涙も出ない。……いや、嘘だ。今、めちゃくちゃ泣きそう。だけどそんなことしたら、わたしの気持ちが間違いなくバレてしまう。そんなの、絶対ダメだ。

　気合いを入れて、ぐっと奥歯を噛みしめる。そしてわたしは、自分ができる最高の笑顔を彼に向けた。

「よかったじゃない、印南くん。あんなかわいい子がお嫁さんになってくれるなんて」

　印南くんが、目を丸くする。

　その表情を珍しいと思う余裕もないまま、わたしは続けた。

「鈴音さん、すごくいい子そうだし。お似合いよ、ふたりとも」

「しば――」

「だからやっぱり、〝偽恋人〟はやめないと」

　彼が口を開きかけたのを遮って、それを口にした。食べかけのサンデーはそのままにして、わたしは自分の財布から紙幣を取り出し、テーブルに置く。

「ごちそうさま。わたし、先に戻るわね」

　ニッコリ微笑んで、椅子から立ち上がった。

　背を向けて歩き出そうとしたわたしの手首を、誰かが掴む。

「柴咲さん」

　誰か、なんて、ひとりしかいない。下唇を噛んで、わたしはその手を振り払おうとした。けれども思いのほか力強い印南くんの手は、簡単にはほどけない。

　反動で少しだけ振り向いてしまうと、眉を寄せてどこか傷ついた表情をした彼と目が合った。

　どうしてきみが……そんな顔を、しているの？

「あんなこと、きみに頼まなければ、よかった……っ」

　抑えた声でつぶやいた瞬間、わたしの手首を拘束する力が緩んだ。

　その隙に彼の手をすり抜けて、今度こそ振り返ることもせずカフェを出る。ただひたすらビルに向かって足を動かしながら、込み上げてくる涙を必死で拭った。

　……『業務命令』だなんて、言うんじゃなかった。あの言葉がなかったら、もしかしたら彼は断ってくれていたかもしれないのに。そしたらわたしと印南くんは、今もただの同僚でいられたのに。わたしが彼を好きになってしまうことも、きっとなかったのに。こんな……張り裂けそうな胸の痛みも、知らずに済んだのに。

　アラサーにして芽生えた、遅すぎる初恋。その淡い想いは相手に婚約者がいたというまさかの展開で、幕を閉じた。

「柊華、いい加減うっとうしい。もう昼だぞ。そろそろベッドから出ろよ」

　呆れたような弟の声とともに、ぼすんとぬいぐるみを投げつけられたのが布越しに伝わる。

「うう～。颯真ぁ、頭痛い……」

　小さく唸りながら、わたしは身体を丸めていたふとんから顔を出した。

「そりゃー、ゆうべあんだけ飲めば、二日酔いにもなるだろ」

　呆れ声だとは思っていたけど、今日初めて見た弟の顔は表情までもが思いっきり呆れていた。

　痛む頭に片手を当てながら、わたしはのそりと上半身を起こす。

　ゆうべは金曜日なのをいいことに、お姉ちゃんと颯真を宅飲みに誘った。お姉ちゃんは日付が変わる前に帰ったけど、颯真は最後まで付き合ってくれた。

　ちなみに昨日のやけ酒の名目は、もちろんわたしの失恋だ。

「まーほら、男は星の数ほどいるし？　失恋の一回や二回で、めげんなよ柊華」

　ベッドの傍らで仁王立ちしながら一応は慰めてくれようとしている弟に、わたしは暗ぁい目を向ける。

「……颯真って、女の子に振られたことあんの？」

「ねーな。振ったことしかない」

「おそろしい子……」

　力なくつぶやくわたしの前に、「ん」と颯真の両手が差し出される。

　片方は水の入ったコップ、もう片方は錠剤の胃腸薬。

　我が弟ながら気のきく子だわー、なんて思いつつ、ありがたくそれを受け取った。

『今の柊華、史上最強にブサイクだぞ』と颯真に真顔で言われたので、とりあえずシャワーを浴びてさっぱりした。

　肩にかけたタオルで髪を拭きながら、リビングを通過する。そこで待ち受けていたのは、ソファーでだら～っとテレビを観ていた弟からの、耳に痛い話だ。

「瑛奈の話だと、柊華の処女膜ぶち抜いた年下イケメン、いい感じの人っぽかったのになー。まっさか婚約者がいたとか、鬼畜展開」

「……もういいよ、その話は」

　というか、『ぶち抜いた』とか言わないでよ。自分の姉の身体の話を。

　渋い顔のまま寝室に行って部屋着を脱ぎ、のろのろと着替える。

　昨日最後までやけ酒に付き合ってくれたお礼に、今日のお昼をごちそうする約束を颯真としていた。そういうところ、学生の彼は抜かりない。

「柊華、用意できたかー？」

「ま、待って、まだメイクが……」

「はあ、ほんと女って、メシ行くだけにも準備に時間かかるよなあ。めんどくせー」

　ほんと、なんでこんな男がモテるんだろ。颯真の歴代の彼女たち、かわいそすぎるんですけど。印南くんは、いくら毒舌だといっても、颯真とはまたタイプが違ったなあ。いじることはあっても、わたしのことを貶すようなことは言わなかったし。……わたしが年上だから、手加減してくれてたんだろうか。

　そこまで考えて、ハッとする。思考を振り払うように軽く頭を振ってから、ポーチの中のマスカラに手を伸ばした。

　いけない。もう印南くんのことは考えないようにしなきゃ。わたしなんかじゃ手の届かない人だったって、わかったんだから。いつまでも彼のことばかり考えてちゃダメだ。

　ようやく出かける準備を済ませたわたしは、颯真と一緒に部屋を出た。

　やまない小言に辟易しつつも並んで廊下を歩き、外階段を下りきった場所にある郵便受けの前を通り過ぎようとしたところで、ふと足を止める。

「なに？　郵便？　そんなん帰ってきてからでいいだろ」

「あ、うん。そうなんだけど」

　銀色の郵便受けの隙間から、目立つ赤色が見えたような気がしたのだ。どうしてか妙に気になったわたしは、自分の部屋番号【二〇三】のプレートがついているそれを開けてみた。

「……ッ」

　中を見て、思わず息を呑む。

　すぐにまた郵便受けを閉めたわたしに、数メートル先で待っていた颯真が不思議そうな顔をする。

「柊華、どうかした？」

「……や、ううん」

　首を横に振って、わたしはとっさに笑顔を浮かべた。

「なんでも、ない」

　もう一度だけ郵便受けに視線を向けた後、足早にそこを離れる。さっきまではなかった少しの不安を抱えながら、わたしは隣の颯真には気づかれないように、小さく震える手を握りしめた。










クリスマスに、花




　――ドキン、ドキン。

　この嫌になる緊張感は、あの日からもう何度目になるだろう。

　目の前にあるのは、自分が住むマンションの、見慣れた郵便受け。騒ぐ胸を押さえながら、わたしはそっと右手を伸ばす。緩慢な動作で開けた銀色の箱に〝ソレ〟が入っているのを見つけて、ギクリと身体を硬直させた。

「また……」

　思わず、吐息のようなつぶやきが漏れた。おそるおそる、中のモノを持ち上げる。

　素っ気ない鉄製の郵便受けに入っているには、到底ふさわしくないソレ――一輪の真っ赤なバラを手に、わたしは深くため息をついた。

　失恋の痛手を忘れるためのやけ酒に付き合って、颯真がウチに泊まっていった翌日。出かける間際に何気なく見た郵便受けに入っていたのは、真紅の花びらを持つ一輪のバラだった。

　その出来事が初めてのことだったら、単に驚いただけで済んだのかもしれない。けれども実は、以前にも同じことが続いた時期があった。

　この古いマンションの郵便受けに鍵はついていなくて、開けようと思えば誰でも簡単に中を見ることができる。だからそのときは、『もうこんなことはやめてください』といった旨のメモを郵便受けの中に置いてみたら、ぱたっとバラのプレゼントはやんだのだ。

　あれももう一年以上前の話。それが、颯真と出かけた十日ほど前を境に、どうしてかまた、同じことが繰り返されている。毒々しいほど深い赤色をしたバラを片手に、なんともいえない重い気分で自室の玄関をくぐり抜けた。

　リビングのテーブルの上には、水を入れたグラスに挿したバラ。一見すると綺麗なだけのそれを見つめながら、わたしは少しの焦りを感じていた。

　植物に罪はないし、と、もらったバラは捨てることもできずに、一応こうして飾ってはいる。けれど正直、名前も顔も知らない相手から一方的に花を贈られるというのは、多少気味が悪い部分もある。

　グラスに生けてあるバラは、二輪。先ほど仕事から帰ってきたときに見つけたものと、数日前の休日の昼間、外出先から戻ったときに見つけたもの。最初の日以来二、三日置きに入れられているバラは、これでもう五本目になる。

　日によって見つける時間が違うから、差出人がいつ置きに来ているのかもわからない。年齢も、性別すらも不明だし、こんなことをする人の心当たりはまったくなかった。

　とりあえず、今のところ害というほどのものはないし……もう少し様子を見るべきかもしれない。

　ひとまずそう結論づけ、わたしはお風呂に入るためにソファーから立ち上がった。




　……これで、六回目。

　オフィスの質素なデスクの一角で存在感を放つ赤いバラを見ながら、ひそかにため息をつく。

　今回は初めて、朝の出勤時にこれを見つけた。郵便受けにそのまま置き去りにするのもためらわれて、結局給湯室の食器棚から誰も使っていなそうなコップを発掘し、バラを生けてデスクに置いている。

　どうしたもんかなあ、これ。少し気味は悪いけど、だからといって、こんなことで警察沙汰っていうのも大げさな気がする。そもそも、差出人がわたしと誰かを間違えているっていう可能性もあるわけだし……。

「おはようございます、柴咲さん」

　どっぷり思考の海に沈んでいたわたしは、背後から突然かけられた声にびくりと肩を震わせた。

　声だけで、相手が誰かはわかっている。その上で、わたしは顔を合わせることもなく、ただ「おはよう」と小さく返した。

　予想通り、右隣にある椅子が引かれる。そうして腰を下ろした人物――印南くんの方はちらりとも見れずに、わたしは意味もなくマウスを操作してメールソフトを立ち上げた。

　さっき確認したばかりの受信メールをまた読み直してみたりしながら、不意打ちの挨拶にうまく対応できなかった自分にひどく自己嫌悪してしまう。

　わたしが彼に偽恋人の解消を突きつけた出来事から、もう二週間が経つ。あの一件以来同僚以上の距離に近づくことなんてないし、当然、一緒に過ごしていた昼休みのひとときも完全になくなった。

　なのにわたしは、彼に話しかけられるたびに、いちいち胸を高鳴らせている。それがたとえ仕事上の関わりでしかなくても。仕事のことでしか話す機会はないとわかっていても。未だにわたしは未練がましく、印南くんの声や存在そのものに、心を揺さぶられてしまっていた。

　救いなのは、あれ以来彼も、前のようなただの同僚として接してくれているということだ。これでわたしはもう、自惚れた期待をしなくて済む。

　時折、印南くんからなにか言いたげな視線を感じるような気がするけれど、きっとそれもただの妄想だ。彼と関わり合ううちに芽生えてしまった恋は、またこうして必要最低限でしか関わらないようにしていれば、いつか枯れて消えるだろう。

　それが、いつになるかはわからない。けれど、そうしなければならないんだと、わたしは強く自分の心に言い聞かせていた。

「柴咲さんこれ、メーカーの年末年始休暇のお知らせです」

　メールで来たＰＤＦをプリントしたと思われる紙を、わざわざ森さんが手渡してくれる。

「ありがとう、森さん」

　デスク横に立つ森さんを見上げてお礼を言えば、「いいえ」と微笑んだ彼女はなにかに気づいて目をまたたかせた。

「わー、綺麗なバラ！　柴咲さん、自分で買ってきたんですか？」

　言いながらちょんと花びらに触れた彼女が、無邪気に訊ねてくる。

　一瞬反応に困ってから、答えた。

「……違うわ。ちょっと、もらいもので」

「へぇ、今日はクリスマスイヴですもんねぇ。柴咲さんにバラ、お似合いです」

「ありがとう」

　つい苦笑が漏れてしまったけれど、森さんが不審に思うことはなかったようだ。

　そういえば、今日はクリスマスイヴだった。独り身の自分にはあまり関係のないイベントだから、すっかり無頓着になってしまっている。

『お似合い』か。まさかそんな理由で、この花の差出人はわたしの家の郵便受けに無言でバラを入れ続けているのだろうか。

　自分が考えたことにひやりと寒気がして、わたしは思わずカーディガンの上から自分の両腕をこする。

　ダメダメ、考えないようにしよう。さほど深い意味なんて、込められてないのかもしれないし……。

　内心自分に言い聞かせるようにしていたら、ふと視線を感じて、何気なく顔を向けた。

　一瞬だけ交わった視線は、だけどすぐに相手側から無言で逸らされる。

　今……印南くん、わたしのこと、見てた？

　そう考えただけで、じわりと体温が上がってしまったような気がする。

　けれどもきっと、今のは偶然だ。印南くんがわたしを見つめる理由なんて、どこにもないもの。

　熱を冷ますように小さく息を吐き、仕事のため再びパソコンへと向き直った。




「お先に失礼します」

　今日も無事一日の業務を終えたことに安堵しながら、そう言ってオフィスを出る。

　思っていたより早めに上がれたし、スーパーに寄って帰ろうかな。今日も寒いし、夕飯は鍋にしよう。簡単だし野菜いっぱい摂れるから、冬は土鍋が大活躍なんだよね。

　ぼんやり考えつつ、エレベーターを待つ。

　ほどなくして到着したそれに乗り込み、閉まっていくドアを眺めていると、せわしない足音が聞こえてきたので慌てて【開】ボタンを押した。

　乗り込んできた人物を確認し、思わず顔がこわばる。

「すみません、柴咲さん」

「……イーエ」

　若干カタコトの返しになってしまったのは、致し方ないと思う。だって自分以外誰も乗っていないエレベーターに駆け込んできた人物の正体が、まさかの印南くんだったんだもん。

　走ってくるなんて、珍しい。いつもの彼なら目の前でドアが閉まりそうになっていても、急ぐことなく見送りそうなものなのに。

「……一階でいいわよね？」

「はい」

　階数ボタンを指さして訊ねると、ネクタイを若干緩めながら彼はうなずいた。

　……き、気まずい。他の人の目がないところで話すのなんて、あの日以来だし。

　待て待て、速まるな、わたしの鼓動。この人は、ただの同僚。ただの後輩。それだけの関係なんだから、いちいち、ドキドキしちゃいけない！

　にしても印南くんってほんと、順応が早いというか、従順というか。会議室で『〝偽恋人〟やめよう』って話をしたときは、食い下がってきたのに……こないだのカフェで強めに言ったら、あっさりこれだもんなあ。

　まあ、この関係はもともと、わたしの〝業務命令〟から始まったわけだから。印南くんはきっと、押し切る形のわたしの終わらせ方にも素直に従ったのだろう。

　最後まで、後輩らしく一歩引いたところに立っていた彼。もう、あの手に触れられることは、二度とないのだ。

「柴咲さん、着きましたけど」

　突然かけられた声にハッとして、慌てて顔を上げる。

　見れば完全に開ききったドアの向こうには、見慣れたビルのエントランスが広がっていた。

「あ、ありがとう」

　ぼーっとしてしまっていたことを恥じながら、斜め後ろの印南くんにつぶやいてエレベーターを降りた。……いや、正確には、降りようとした。

「柴咲さん」

　わたしを呼ぶ彼の声に肩が震えた瞬間、後ろから左手首を掴まれる。一瞬にして身体を硬直させたわたしの目の前で、無情にもエレベーターのドアが閉まった。

　今のところ、この箱型の乗り物はどの階にも呼ばれていないらしい。階数表示はどこも点灯しないまま、エレベーターは一階に留まり続けている。

　……え、なんで。なんで印南くん、わたしの手を掴んでるの？

「すみません柴咲さん、ちょっとお話ししたいことがあって」

「な、に……」

　あまりにも予想外の展開すぎて、彼の手を振り払うことすらできない。こんな密室だと、ばくばくと激しく動く心臓の音が後ろの彼にも聞こえてしまいそう。ただひたすら視線は前に向けたまま、次の言葉を待った。

「柴咲さんが今日デスクに飾ってた、バラのことなんですけど」

　手首を拘束する手は緩めず、淡々と印南くんが話す。

「あれってもしかして……柴咲さんの家のポストに入っていたものなんですか？」

「え……っ？」

　思わず振り返ってしまった。

　じっとこちらを見つめる瞳とかち合い、わたしはその眼差しに怯んで、視線を外す。

「な、なんで、それを」

「前に柴咲さん、言ってましたよね。マンションのポストに、差出人不明のバラが入ってたことがある、って」

　そうだ。そういえば以前、飲み会の後で彼とタクシーに乗ったときに、そんな話をした気がする。印南くん、あのときの会話、覚えてたんだ。あんな、酔っ払いの戯言だと流されても仕方ないような、わたしの言葉を……。

「やっぱり、そうなんですね」

　無言のわたしを見て、彼は肯定だと受け取ったらしい。掴まれた手首に、少しだけ力がこもった。

「柴咲さん、それは警察に通報するべきです。今日が初めて、というわけではないんでしょう？」

「……そうだけど。でも、警察は大げさなんじゃ」

「甘いです。なにかあってからじゃ、遅いんですよ」

　また彼の手の力が強くなったから、ぴくっと指先が反応してしまう。

　わざわざエレベーターの中で引き止められて、こんなことを言われるなんて、思ってもみなかった。

「あの、でも、そもそもあのバラが本当にわたし宛てなのかもあやしいし。きっとそのうち、来なくな――」

「聞いてください。あなたが心配だから、言ってるんです」

　真剣な声音で諭されて、カッと頬に熱が集まった。

　……なんで。どうしてきみは、そんなふうにわたしに優しくするの？

「や、めて……」

　うつむいたまま、小さく首を横に振る。

「やめて、印南くん。もう、わたしに関わらないで」

「柴咲さん」

「もうやだ、もう、なんで、こんな……っ」

　震える声でつぶやいた瞬間、ぐいっと強く腕を引かれた。

　気づいたときにはもう、彼の腕の中。呆然とするわたしの背中と腰に手を回して、きつく抱きしめられる。

　温かい体温。固い胸板。久々に近くで感じる、印南くんのにおい。

「……お願いですから。言うこと、聞いてください」

　耳に触れた唇から直接言葉を流し込まれ、身体が震えた。

　切なく響くその声に込められた感情なんて、わたしにはわかりっこない。彼の胸の前にある両手のこぶしをぎゅっと握りしめて、思いきりその胸板を押した。両腕をつっぱったまま顔を横に背けて、わたしは表情を隠す。

「そういうのは、本当に好きな人にだけ、してあげなよ……っ」

　印南くんは、ひどい人だ。優しいけど、ひどい。どうして婚約者がいるくせに、こうやってわたしに構うの。どうして抱きしめたりなんかするの。

　それでも素直に胸を高鳴らせてしまうわたしは、もう本当に救いようがない。

　わたしが言い切った瞬間、ガーッと音をたてて背後の扉が開いた。

　いつの間にか床に落としてしまっていたバッグを拾い上げ、迷うことなく踵を返す。

　エレベーターの外にいた知らない誰かが、驚いて身を引くのが見えた。後ろからわたしを呼ぶ声が聞こえた気がしたけれど、その横をすり抜け、出入口の自動ドアに向かってまっすぐ駆けていく。気を抜けば今にも浮かんできそうな涙を必死で堪えながら、駅までの道を足早に進んだ。

　オフィスを出たときに考えていたプランは、すっかり頭の中から抜け落ちていた。ただひたすら、一刻も早く自宅に帰ろうと自分を急かす。自宅の最寄り駅に着いて、誰も追ってきたりしていないことはわかっているのに、それでもわたしは早足で歩いた。

　ようやくマンションまでたどり着いたとき、階段の手前にある集合ポストが目に入る。

　少しの逡巡ののち、わたしはバッグからいつも持ち歩いている手帳を取り出した。後ろの方にあるメモ用紙を開き、ボールペンを走らせる。

【もう、バラはけっこうです。困りますので、やめてください】

　こちらの名前を書くべきか迷って、結局書かずに手紙は二行だけで終わらせた。そのページを手帳から破り取り、自分の部屋番号の郵便受けを開けて中に置く。

　……前みたいに、これでやめてくれればいいんだけど。

　若干の不安を残したまま、そっと郵便受けの扉を閉じる。

　もう、今日は疲れた。ごはんは適当に済ませて、早く眠ってしまいたい。

　バッグを肩にかけ直しながら、わたしは重い足取りで階段を上った。




「なんか柴咲さん、今日顔色悪くない？」

　矢野さんにそんな言葉をかけられたのは、昼前のオフィスでのこと。まじまじとわたしの顔を見つめてくる視線から逃げるように、曖昧に笑ってみせる。

「そうですか？　まあちょっと、風邪気味で」

「クリスマスだっつーのに風邪かあ～？　お大事にな」

　軽ーい調子で言って、矢野さんはコピー機の方へと足を向けた。

　それを横目で確認し、わたしはため息をつく。

　今のわたしの顔色が悪いと言うのなら、それはおそらく、今朝の出来事が原因だ。




　出勤のためにマンションの部屋を出たわたしは、階段を下りきったところにある集合ポストの前で一度足を止めた。

　昨日の今日だし、成果は期待してないけど……でも一応、念のため。

　そんなことを考えて、自分の部屋番号の郵便受けを開ける。

　銀色の箱の中には、ポツンと紙きれが一枚あるだけ。

　ああ、やっぱり。そんなにすぐ反応なんてないよね。

　その紙を昨日自分が置いたものだと思ったわたしは、落胆半分、安心半分な気持ちで蓋を閉めかけて、動きを止めた。

　郵便受けの中にあるのは、たしかに昨日、わたしが手帳から破った紙きれ。だけどそこに書かれている文字が、自分の書いたものと違っていたのだ。

【なんで？　シュウカちゃんには、バラがよく似合うのに】

　ぞくりと、身体中に寒気が走った。同時に、あのバラはやはりわたし宛てに置かれていたものなんだと、おそろしい確信が胸を突く。震える手で短いその手紙を拾ってみれば、やはりそれは、昨日わたしが置いたものの裏面を使って書かれていた。

　昨日の夜から今朝にかけて、間違いなく誰かがここに来た。そして、わたしに宛てた手紙を置いていったんだ。

　その事実は思っていた以上に重くのしかかり、どうしようもない恐怖と不安にわたしを陥れる。

　印南くんの言う通り、やはりこれは警察に相談するべきなのだろうか。でも、直接この手紙の主に、自分はなにかをされたわけではない。そんな今の状況でも、果たして警察は動いてくれるのだろうか。

　集合ポストの前で立ち止まったまま、時間だけが過ぎていく。

　……会社、行かなきゃ。今日は金曜日。お姉ちゃんと颯真に連絡をとって、仕事が終わったらどちらかの家に行かせてもらおう。しっかり、しなくちゃ。直接危害を加えられたりはしてないんだから、大丈夫。

　気持ちを落ち着かせるように、深く呼吸を繰り返す。

　そうしてようやく、いつまでもここに立ち尽くしているわけにはいかないと、重い足を動かしたのだった――。




　仕事終わりの更衣室。時刻は十八時半すぎ。わたしは自分のロッカーの前で、スマホを片手に立ち尽くしていた。

　今日は、厄日なのだろうか。まずお姉ちゃんは、彼氏の托人さんと一緒に箱はこ根ねへ旅行中。颯真にいたっては、大学にこもっているのかいつもの飲み会中なのか、昼間送ったメールに対する返信すらない。

　深くため息をつきながら、わたしはロッカーの扉を閉めた。

　こうなったら仕方ない。今日はとっとと家に帰って、とっとと寝てしまおう。人通りの多い道を通って、戸締まりをちゃんとして、お気に入りの恋愛小説で癒されてから温かいふとんにくるまれて眠れば、大丈夫。

　自分に言い聞かせながらも、沈んだ気持ちで会社を出る。

　オフィス内を横切ったとき、何気なく自分のデスクの辺りを見ると、すでに印南くんの姿はなくなっていた。どうやら、わたしが更衣室でまごついている間に先に帰ってしまったようだ。

　少なからず彼なら話を聞いてくれるかもと期待していた自分に気がつき、小さくかぶりを振る。

　なんて、図々しいんだろう。昨日わたしのことを心配してくれた彼を突き放したのは、自分自身だ。今さら、なにをしてもらおうっていうの。

　今日はクリスマスで、街はどことなく浮かれた雰囲気。けれどわたしはちっとも楽しい気分になれないまま、家路を急いだ。

　マンションに着いて、まず集合ポストを確認する。

　……よかった。なにも、入ってない。

　ふう、と息をついて、扉を閉める。

　真冬の十九時ともなれば、辺りはもう真っ暗だ。マンション備え付けの蛍光灯の明かりを頼りに、階段を上っていく。そうして自分の住む二階に到着したわたしは、ふと視界の先に気になる色を見つけて目を細めた。

　訝りながら近づいて、驚く。なぜならわたしの部屋、二〇三号室のドアの前に、一輪の赤いバラが落ちていたから。

「な、なんで……」

　無意識に、震えた声が漏れた。

　これまでは、一階の郵便受けの中に入っていたソレ。だけど今、ここに落ちているということは、わざわざわたしの部屋の前までその差出人が訪れたということで……。

　ぞく、と背筋を寒気が走る。

　……やだ。やだやだやだ。こわい。なんで、わたしなの？　わたしがなにかしたっていうの？

　ほとんどパニックになりながらバッグの中を漁って、なんとか部屋の鍵を見つけ出した。思うように動かない手でそれを握りしめ、鍵穴に刺そうとしたところで……ぴたりと動きを止める。

「ひ……っ」

　小さな悲鳴と同時に、持っていた鍵とバッグを取り落とした。

　見つめた先、銀色の鍵穴の周りには、細かな傷がいくつも入っている。今朝家を出たときにはなかったその傷が、ピッキング――鍵をこじ開けようとした跡だと気づいたわたしは、両手で口元を覆いながら後ずさりした。

　ガクガクと、全身の震えが止まらない。このまま鍵を開けて、家の中の状況を確認する勇気もない。なんとか立っていた足の力が抜け、冷たい床に座り込んだ。祈るように両手を組み、こわくてたまらないその感情のままぎゅっと固く目をつぶる。

　ああ、こんなの、全部夢ならいいのに。目を開けたら朝で、ベッドの中で。ただの、悪い夢だったならいいのに。

　そのとき、閉ざされた真っ暗な世界に、階段を駆け上がる足音が聞こえてきた。

　びくりと大きく肩を震わせる。同時に目を見開き、強い恐怖心を抱えながら階段の方向を凝視した。そして、現れたのは……。

「柴咲さん！」

「え……い、なみ、くん……」

　肩で息をした印南くんが、階段を上りきって駆けてくる。わたしの前までやってきた彼は、そのまま自分のバッグを手放すと床に膝をついて、強く両肩を掴んできた。

「柴咲さん、どうしたんですか。なにかされたんですか!?」

「な……なんで、印南くんが、ここに……」

　珍しく取り乱した様子の彼に気圧されながら、なんとかつぶやく。

　眉間にシワを寄せた彼は、それでもハッキリと言い切った。

「柴咲さんを狙うストーカーから守るために、柴咲さんをストーカーしてました」

「……は？」

　一瞬、恐怖心を忘れて、素で聞き返してしまった。

　そんなわたしに構わず、印南くんが周囲を見回す。床に転がったバラを見つけて、その瞳がすっと細められた。

「赤いバラ。今夜は、ここに落ちてたんですか？」

「……あ」

　見つけたときの衝撃を思い出して、肩をすくめる。

　気づいた彼が、左手をわたしの肩に添えたまま、もう一方の手で優しく背中を撫でてくれた。

　その温かさに、少しだけ呼吸がしやすくなる。泣きそうになりながら、小さくうなずいた。

「そ、う……あ、あと、鍵も……」

「鍵？」

　顔を上げた彼の視線が、ドアの鍵穴部分で止まる。生々しいピッキングの痕跡に眉をひそめ、わたしの肩に触れる手にさらに力を込めた。

「柴咲さん。まず警察に連絡しましょう。これはもう、間違いようもなく犯罪です」

「う、うん……」

　彼に促されて、床に放りっぱなしだったバッグを引き寄せた。初めて押す一一〇番に連絡して、たどたどしくも今の状況や自分の住所を説明する。

　すぐに来てくれるとの言葉に安堵しながら、わたしは通話終了ボタンをタップした。

「まずは、ひと安心ですね。床は冷たいでしょう。柴咲さん、立てますか？」

「あ、うん」

　印南くんに支えられながら、ゆっくりと立ち上がる。まだ身体の震えは止まらない。

　ふらついたわたしの肩に手を回して、彼が抱きとめてくれる。

　……よかった。印南くんが来てくれて、本当によかった。わたしひとりでは、きっと、ただ泣きながら震えているだけだっただろう。

　迷惑をかけて申し訳ないと思う以上に、彼がいてくれて心強いと思う。

　電話をしている間に、散らばっていたバッグの中身も拾ってくれていたらしい。印南くんの手には、わたしと彼のふたつのバッグがあった。

「あ、あの。印南くん、ありが――」

　彼を見上げて言いかけたお礼は、そこで途切れる。印南くんの背後、階段を上がりきったところに、黒い服に黒いズボン、目深にキャップを被った異様な雰囲気の男性を見つけたから。

　硬直したわたしに、異変を感じ取ったらしい。素早く振り向いた印南くんが、わたしを自分の背中にかばった。

「誰だ？」

　初めて聞く、印南くんの鋭くて低い声。

　わたしは彼の背中に隠れながら、ぎゅうっと胸の前で自分の両手を握りしめた。

「お前こそ、誰だよ。なんでお前みたいな男が、シュウカちゃんのそばにいるんだよ」

　ねっとり耳をつく男のセリフに、また身体が震える。

　聞いたことのない声だ。まだ若い人の声。おそらく、面識はない。

　ああ、あの人が、バラの差出人。わたしの部屋の鍵を、こじ開けようとした人。

「シュウカちゃんは、オレのモノだ。お前、オレのモノに触ってんじゃねーよ！」

「黙れ。あんたが妄想するのは勝手だけど、それに彼女を巻き込むな。このまま警察に突き出してやる」

　剣呑な眼差しで印南くんがキッパリ答えた。

　黒ずくめの男が嘲笑うかのように口角を上げる。

「はっ、ケーサツ？　こわくねーよ、んなもん！」

　チャキ、と音がした。

　目を凝らして見ると、男の右手にジャックナイフが握られている。

　口元を覆った手の隙間から、無意識に「ひっ」と短い悲鳴を上げた。

「殺してやる!!」

　男が叫んだと同時に、印南くんがわたしを後ろに突き飛ばした。

　衝撃に顔をしかめたわたしの視界に、ナイフをかざす男がまっすぐ印南くんめがけて駆けてくるのが映る。

　声にならなかった。床に手をついて上半身を起こしたわたしは、目を見開く。

　奇声を上げて突っ込んでくる男。その手に握られたナイフごと、印南くんがビジネスバッグを盾にしながら受け止めたのが見えた。

「印南くんッ!!」

　ぐら、と衝撃に傾きかけたと思われた彼の身体が、動く。バッグを放り投げ、一瞬体勢を低くしてから、力強く男の胸ぐらと右肘を掴んだ。

　そのまま上体をひねる印南くん。宙を舞う、男の身体。突っ込んできた男の勢いを利用して、印南くんは見事な背負い投げを決めてみせた。

　たった今自分の目の前で起こった出来事をすぐには理解できなくて、呆然とする。

　そんな中でも冷静な印南くんは、伸びている男を乱暴に転がしてうつぶせにすると、その手を後ろにひねり上げ背中にどっかりと座った。

「まあ、とりあえず、これで動けないとは思いますけど」

「い、印南くん……ケガ、は？」

「ないですよ。俺の仕事用カバンはご臨終ですが」

　ちらりと彼が視線を向けた先には、深々とナイフが刺さったままのバッグが転がっている。

　その光景にぞっとするも、印南くん自身が無事だったことに心の底から安堵して、大きく息を吐き出した。

「よかった……印南くんが、ケガなくて……」

「すみませんでした。突き飛ばしたりして」

「ううん。ありがとう」

　そこで初めてわたしは、今にも泣き出しそうながらも笑みを浮かべることができた。

　とっさにわたしを自分から遠ざけたのは、間違いなくわたしを守るためだろう。印南くんは申し訳なさそうにしているけど、責める理由なんてない。

「しかしまあ、コイツが考えなしのアホで助かりましたね」

　ネクタイを緩めながら彼が冷たい視線を向けた男は、印南くんの下でさっきからぴくりとも動かない。なんだか若干、こわい考えが頭を掠かすめてしまった。

「……えっと、その人、生きてる？」

「生きてますよ。いっそこのまま腕の骨を折って息の根も止めてやりたいところですけど」

「やめたげて……」

　床に座り込んだままわたしがつぶやいたそのとき、どこからかパトカーのサイレンが聞こえてきた。見ると数台のパトカーが、マンションの前で停車したところ。ほどなくして、何人かの警察官がわたしたちのいる二階の廊下へと駆けつけた。

「あなたが、通報してくださった柴咲さんですか？」

「は、はい」

　ひとりの警察官に手を引かれて立ち上がりながら、わたしはうなずく。

　それからその警察官は、なんだか呆気に取られているような顔で印南くんの方へと目を向けた。

「で、そちらの状況は？」

　別の警察官に、伸びたままの男を引き渡した印南くんが、やはりここでもいつもの無表情で答える。

「とりあえず、普通に銃じゅう刀とう法ほう違反と傷害未遂ですね。あと、器き物ぶつ損そん壊かい？」

　言いながら、拾い上げた自分のバッグを指さす。

　一瞬驚いた表情をした警察官はすぐに険しい顔になって、「連行しろ」と部下らしき人に指示を出した。

「こわかったでしょう。あの男のことは、こちらに任せてください」

「は、はい……」

　わたしよりも少し年上なくらいだろうか。凛り々りしい警察官の力強い言葉に、じわりと視界がにじむ。

　そんなわたしの左手を、印南くんが優しく握りしめた。

　驚きながらも温かいその体温に、またいっそう涙腺が緩みかけて、ぐっと耐える。

「お疲れのところ申し訳ないのですが、あなたがたには一度署のほうに来ていただいて、お話を伺わなければなりません」

「あ……は、い」

「ええっと、ところであなたは……」

　言い淀よどんで、警察官が目を向けたのは印南くんだ。

　なんの迷いもなく、彼は答えた。

「彼女の恋人です」

「えっ」

　息を詰めてとっさに印南くんを見上げるけれど、彼は繋いだ手に力を込めただけ。

　納得したようにうなずいた警察官は部下らしき人に呼ばれてしまい、そのままわたしたちのそばを離れた。

「な、なんで……」

　困惑するわたしの言いたいことは、わかっているはずだ。なのに印南くんは決してわたしの手を離すことなく、やわらかく微笑みながらこちらを見下ろす。

「柴咲さん、よくがんばりました」

　伸ばされた印南くんの左手が、ぽんと軽くわたしの頭を叩いた。

　ひたすら優しい彼の声に、胸が熱くなる。

　一瞬だけ、鈴音さんの笑顔が頭によぎった。けれどもわたしは、その手に引かれるまま印南くんの胸に身体を寄せる。

　本当に、ここ数日間の恐怖がようやく終わりを迎えたのだと、わたしはまるで子どものように彼の腕の中で涙を流した。




　警察署での事情聴取が終わり、わたしたちが帰路につけることになった頃。すでに時刻は、二十一時半を回っていた。

「柴咲さん、大丈夫ですか？」

　ぼんやりして出口の階段で足を踏み外しかけたわたしの身体を軽々支えながら、印南くんが訊ねてくれる。

「……うん」

　ふらふらと地面に下り立ち、うなずく。けれど印南くんはその返事をまったく信用していないらしく、並んで歩きつつもわたしの肩を抱いて引き寄せた。

　いろんなことがありすぎて疲れたのか、頭がぼーっとする。それに、泣いたせいで目元も腫れぼったい。

「……印南くんって、柔道とかやってたの？」

「え？」

「だってさっきの、背負い投げ」

　頭の片隅で気になっていたことを、ふわふわした気分のまま訊ねてみる。

　わたしの質問に、先ほどの大おお捕とり物ものの際にとった自分の行動を思い出したらしく、「ああ」と印南くんはつぶやいた。

「いえ、なにも。柔道は、高校生のとき体育の授業でやった以来です。意外と身体は覚えてるもんですね」

「……すごいね」

「俺も必死だったんですよ、あのとき」

　言いながら肩をすくめた彼は、前を向いて続けた。

「とりあえず、明日が土曜日なのが幸いですね。ゆっくり身体を休めてください」

　そのつぶやきに、わたしは黙ったまま視線を落とす。

　ここに移動する前、警察立会いのもと確認したわたしの部屋にあの男が侵入した形跡はなく、朝出勤したときと変わらない姿を保っていた。それでも、こうして事件が解決した今でさえ、ひとりであの家に帰るのがこわい。

　見知らぬ男が、鍵をこじ開けようとした家。そんな場所に帰ったところで、なにもかも忘れて休息することは到底できそうになかった。

　未だに颯真から返信がないうえ、お姉ちゃんは箱根だ。他に行くところなんてないし、今日はこのまま、ホテルにでも泊まろうかな。

「……ところで、この後のことなんですけど」

　頭上から降ってきた声に、わたしは思考をやめて顔を上げる。

　外灯に照らされた印南くんの横顔は、つい息を止めてしまうほど綺麗だ。

　思わず見とれていたら、目の前の彼は、淡々ととんでもない爆弾を落とした。

「とりあえずこの後タクシーを呼んで、まず柴咲さんの家に寄ります。で、必要なものだけ持ったら、今日は俺の家に泊まってもらいますから」

「……はい？」

　あまりにも予想外のセリフすぎて、だいぶ反応が遅れてしまった。

　ええっと、印南くん今、なんて言った？　『俺の家に泊まってもらいますから』とか言った？

　ようやく思考が追いついたわたしは、思わず足を止めてぶんぶん首を横に振る。

「い、いいよ、そこまでしてくれなくて」

「でも柴咲さん、あの家に帰りたくないでしょう？」

　まさにその通りなので、とっさに反論できず押し黙ってしまった。

　……いや、黙ってる場合じゃない。こんな夜更けに、わたしが印南くんの家に行くだなんて。そんなことが許されない理由が、ちゃんとあるじゃない。

「……鈴音さんに、悪いよ」

　わたしはぎゅっと両手のこぶしを握りしめ、わざと毅然とした態度で彼と目を合わせた。

「こんなときまで、恋人のフリしなくていい。自分のことは、自分でできるから」

「じゃあ、俺も言わせてもらいますけど。こんなときにまで、意地張らなくてもいいです」

　そう言った印南くんが、なんの躊躇もなくわたしの右手を掴んだ。

　驚いて振りほどこうとするけれど、それよりも先に大きな手でしっかりと包み込まれる。

「まだ、震えてるくせに。こんな状態のあなたを、ひとりにはできません」

　ひどい。印南くんは、ひどい。わたしの弱いところを的確に突いてくるなんて。

　また涙腺が緩みかけたから、眉間に力を入れてぐっと堪えた。もはや、虚勢を張ることもできない。

　そんなわたしを見下ろして小さく微笑んだ印南くんは、だけど不意に、その顔を真摯なものにする。

「それに、鈴音についても、柴咲さんにちゃんとお話ししたいことがあります」

　一瞬怯んでしまったけれど、少し迷ってから無言でうなずいた。

　……いよいよ、本格的に振られるんだな、わたし。もしかしたら印南くんは、わたしの気持ちに気づいていたのかもしれない。

　でも今夜だけは、同情でもなんでもいいから、一緒にいてほしかった。ひとりきりにしないでほしかった。

　繋がった手を控えめに握り返すと、さらに力強く包み込んでくれる。その温かさに、わたしはまた、泣きたくなった。










気持ちを聞かせて




　印南くんが呼んでくれたタクシーでまず向かったのは、わたしのマンション。

　自分の部屋のドアの前に立った瞬間、少しだけ不安になる。だけど隣にいる彼と目を合わせたら、それはすぐに落ち着いた。

　申し訳なくも印南くんには玄関先で待っていてもらって、手早く荷物をまとめる。

「柴咲さん、それだけでいいんですか？　ウチに何泊かできる分、持っておいたほうがいいと思いますけど」

　トートバッグひとつを持って玄関に現れたわたしを見るなり、印南くんが至極真面目な顔でそう言った。

　一瞬呆気に取られた後、わたしは慌てて反論する。

「な……っに、言ってるの！　一泊だって迷惑かけるのに、というか大体、きみには鈴音さんが」

「だからそれは……いやまあ、とりあえずその件は俺の家でゆっくり話します」

　言葉を濁しながら、印南くんが先に玄関を出た。

　ドキドキしている胸に手を添えて、わたしはこっそり息をつく。

　もう……婚約者がいるくせに好き勝手言うんだから、印南くんは。今までのことも全部そうだけど、いろいろと自覚が足りないんじゃないの？　まあ、その優しさに甘えてしまっているわたしが、とやかく言えることではないけれど……。

　彼に見守られながらしっかり施錠をして、マンションを出る。そしてわたしたちを乗せたタクシーは、いよいよ印南くんの家へと向かった。




「おじゃま、します……」

「どうぞ」

　まだ築年数もあまり経っていなさそうな、六階建てマンションの四階にある一室。ドギマギしながら、彼の住まいである一ＬＤＫに足を踏み入れた。

　意外と言ったら失礼だけど、思っていたよりも生活感がある。決して散らかっているというわけではなくて、リビングのテーブルに無造作に乗ったリモコンだとか、ソファーに置きっぱなしの本だとか、玄関のスニーカーだとか。そういった些細なところに、印南くんが普段ここで生活しているということを感じた。

「どうぞ、ソファーにでも座っててください。コートはこっちにかけておきますね」

「あ、ありがとう」

　言われるがままファー付きの黒いコートを渡すと、彼はリビングの奥にある寝室らしきところに入っていく。

　開いたドアから一瞬ベッドが視界に入ってしまって、不可抗力ながら急激に心臓が早鐘を打ち始めた。慌てて目を逸らし、トートバッグを足下に置いてソファーへと腰を下ろした。

　……なんだか、夢みたい。今わたし、印南くんの家にいるんだ。

　そう思うと同時に鈴音さんのことが頭をよぎり、胸が痛む。

「……柴咲さん、大丈夫ですか？」

　思いがけなくすぐそばから聞こえた声に、ハッとした。うつむかせていた顔を上げると、未だスーツ姿の印南くんがわたしを覗き込むようにソファーの傍らに立っている。

　いつもは無表情なくせに、今の彼は心配そうな顔。わたしはまた苦しくなって、だけどそれを隠すようにうなずく。

「だい、じょうぶ……」

「本当に？」

　言いながら彼は、わたしの隣に座った。

　ふたりがけの、あまり大きくないソファーだ。必然的に距離が近くなって、ますます心臓が高鳴ってしまう。

　……やだな。こんなふうに、意識したくないのに。

　目が合わないよう、視線を床に落とす。

「え……」

　前触れなく、膝に置いた自分の手にそっと大きな手が重ねられた。

　その手の持ち主なんて、ひとりしかいない。驚いて顔を上げたわたしの視界いっぱいに、印南くんの端整な無表情が映った。

「柊華さん」

　今度こそ、心臓が壊れてしまうんじゃないかと思った。一気に頬が熱くなって、情けなくも手が震える。彼の声で紡がれる自分の名前は、それくらいの破壊力があった。

　今この瞬間、彼と抱き合ったあの夜に一気に引き戻されたような感覚に陥る。

「い、なみ、くん」

「柊華さん、俺は今から、すごく自惚れたことを言います。もし違ってたら思いっきり引っぱたいてもいいから、本当だったときもちゃんと正直に答えてください」

　わたしの手を握る力が強くなる。視線を逸らせないでいるわたしを見つめたまま、彼は言った。

「柊華さん、俺のこと、好きですよね？」

　驚きに目を見開くと同時に、カッと体温が上昇した気がした。真っ赤になっているわたしは、それだけで、彼に質問の答えを告げてしまっている。

「な、なんで……そんな、こと……」

「言ってください、柊華さん」

　きっともう答えなんてわかっているだろうに、あくまでわたしからの言葉を促す印南くん。

　ダメだ。この想いは、露呈してはいけないものだ。だって彼には、婚約者がいるのに。自分の横恋慕なんて、とても口にできない。

　もはや涙目になっているわたしは、それでも彼の手から逃れられないまま、ふるふると首を横に振った。

「や、やだ、言わない」

「どうして？　俺は、聞きたいです」

「いや。……ひ、ひどい、印南くん」

　頑なに口をつぐむわたしの耳にほとんど唇をくっつけるようにして、彼がささやく。

「いいんですよ、口にしても」

　どうせ気持ちに応えられないくせに、そうやって恋心を暴こうとするなんて、ひどい。

　そう思うのに、今この瞬間も、わたしの彼への想いはどんどん膨らんでいる。必死で気持ちを押さえつけていた蓋なんて、もう意味がない。

「言って、柊華さん」

　吐息交じりにつぶやいて、印南くんの右手がわたしの頬を撫でた。

　ぎゅっときつく目をつぶると、ひと筋の涙が伝い落ちる。その雫を指先で優しく拭われる感覚がして、またゆるやかにまぶたを開けた。

「柊華さん」

　こんなにすぐそばに、愛いとしい人がいる。それでどうして、この気持ちを伝えずにいられよう。

「……好き」

　ぽつりと、こぼれ落ちる。一度言葉にしてしまったら、いろんな感情がごちゃまぜになってしまい、ぶわっと一気に涙が溢れた。

「好き、きみが好きなの、印南くん……っ」

　これ以上、みっともない泣き顔をさらしたくなくて、顔を両手で隠すようにしてうつむいた。

「ごめんなさい。好きになってごめんなさい」と、手のひらの隙間から何度もつぶやく。ああ、これで間違いなく振られてしまうと構えながら、必死で涙を止めようとしていると……。

　顔を覆っていた両手首を掴まれ、そのままぐいっと引き剥がされる。

「い、なみくん……？」

　とっさに顔を上げてしまったわたしは、驚いた。目の前にいる印南くんが、今まで見たことがないくらい、とてもうれしそうに笑っていたからだ。

　自分が泣いていることも忘れて、つい唖然としてしまう。

「俺もです」

　微笑んだまま、愛おしそうにわたしの左の目尻を撫でる。

「え……」

「あなたのことが好きです、柊華さん」

　ハッキリとそう口にして、彼がわたしの頬に触れる。

　……今、なんて言った？　印南くん、わたしのこと、好きって言った？

「ば、バカっ！」

　とっさに口をついたのは、彼を罵る言葉だ。

　だって、嘘にしては、とてつもなくタチが悪い。そして万が一嘘じゃないとしても、婚約者がいる身で、それはものすごく不謹慎な発言だ。

「告白したのに、『バカ』って。ひどいな」

「こ、告白……って、なんで、だって印南くんには、鈴音さんが……っ」

「婚約者云々の話は、一部の事実を脚色し、さらに歪わい曲きょくして伝えたものなので……まあ、平たく言うと嘘です」

　口元に笑みを浮かべたまま、彼は衝撃的な告白をした。

「……はい？」

　わたしはというと、あまりのことに思わず気の抜けた声を漏らす。

「たしかに鈴音は、俺の婚約者〝でした〟」

　最後の部分を強調するように、印南くんはゆっくりとそう言った。

「でもそれは、俺が高校三年生のときにあっさり破談になったんですよ。だから今はまあ、ただの幼なじみですかね」

「え、だ、だって……前に、印南くん……出勤してるとき鈴音さんから、家の鍵っぽいのもらって……」

　彼の話を素直に受け入れることができず、わたしは自分の記憶をたどりながら、しどろもどろ言葉を紡ぐ。

「家の鍵？　……ああ、見てたんですか？」

　鍵をもらった、という話を否定しないことには胸が痛んだけれど、こくりとうなずいた。

　それでも彼はまったく動揺することもなく、平然とわたしの髪を撫でる。

「たしかにあのとき受け取ったのは、鈴音が住んでるマンションの鍵ですけど……でもそこは、アイツだけの家ではないんですよ」

「……どういうこと？」

「鈴音、結婚してるんです。俺の兄と」

　たぶん、そのときのわたしは、相当間抜けな顔をしていたに違いない。

「口開いてますよ」なんておかしそうに笑いながら、印南くんがわたしの顎に手を添える。

「あの夫婦、最近猫を飼い始めて。で、あの日はもともと、晩飯がてら猫と遊ばせてもらう約束してたんですよ。結局ふたりとも仕事が遅くなりそうってことで、職場が近い鈴音から鍵を借りて先に家で待つことになったんです」

「……ねこ」

「俺にやたら懐いてくれて、かわいいんですよ。スコティッシュフォールド」

　……もしかして、カフェで鈴音さんとの会話の中で言ってた『かわいくて仕方ない』って、その猫のこと？　わ、わたし、まさか勘違いで猫に嫉妬してたの？　というかこれって本当に、印南くんと鈴音さんの間にはなんにもない感じ？

「俺と鈴音の婚約が破談になったのも、実はその頃兄が鈴音に告白して、いろいろあった末ふたりが付き合うことになったからなんです。兄は昔からずっと鈴音のことが好きだったみたいで……なのに高校生になっても俺との婚約をのほほんと続けている鈴音に気をもんで、とうとう行動を起こしたらしいです」

　話しながら顎を撫でてくるから、まるでわたしのほうが猫になったみたいだ。くすぐったさに少しだけ身を引きつつ、未だ疑問の残る眼差しで見上げた。

「印南くんは、鈴音さんのこと、女性として好きになったりは……」

「ないですね。義理の姉ってことになってますが、気持ち的には完全に妹です」

　なんの迷いもなくキッパリ答えて、彼はわたしの疑いをいとも簡単に跳ねのける。

「俺、鈴音があのカフェで最近働き始めたのすっかり忘れてて……会ったのは、本当に偶然でした。アイツ、最初柊華さんを見たとき普通に俺の彼女だと思ったらしくて。いつもの調子で俺に話しかけたことで、柊華さんが気を悪くしたかもって心配したそうですよ」

「あ……」

　そっか。印南くんにわたしのことを訊ねながら鈴音さんがちょっとだけ不安そうにしてたのは、そういうわけだったんだ。でも……。

「印南くん、あのとき、わたしのこと『職場の先輩』って言ったじゃない」

「ああそれは、単に今の関係を鈴音に知られたら根掘り葉掘り聞かれて面倒くさいと思ったからです。俺だって、本当なら堂々と『俺の彼女』って紹介したかったですよ」

　耳に心地いいその声で答えてもらうたび、わたしの中にある不安の芽が確実に摘み取られていく。だけどまだ、一番大きな疑問が残っていた。

「じゃあ、どうして、婚約者だなんて嘘をついたの？」

　それってやっぱり、わたしのことを遠ざけるためにわざと言ったんじゃないかと勘ぐってしまう。

　印南くんはそこで、少しだけ苦しそうな顔を見せた。

「本当にすみません。あれは……俺の、最低な欲のせいです」

「……欲？」

　言葉の意味を量りかねて、オウム返しにわたしはつぶやく。

「あの時点で俺は、だいぶ自惚れてました。前の日のキスも、あなたは拒まなかったし……少なくとも、普通の同僚以上には、見てもらえていると思ってたんです。で、鈴音のことをわざと婚約者だと言ったのは、それを聞いたあなたが、もしかして泣いてくれるかもって思ったから」

「え……」

「一瞬でも、あなたを傷つけることで、その気持ちを確認しようとした。……だけど柊華さんは、俺が思ってた以上に強くて意地っぱりで」

　頬に触れる手はそのままに、彼は小さく苦笑した。

「あなたの性格は、ちゃんとわかってたつもりなんです。でも自分で勝手にふっかけておきながら、あなたの『よかったじゃない』って話す笑顔を見た瞬間、相当ショックだったんですよね。あの状況でも笑えるくらい、俺のことはどうでもいいんだって」

「そ、それは――」

「でも、今は違います」

　印南くんの大きな手で、両頬を包まれる。その温かい体温の持ち主が今、わたしの目の前で微笑んでいる。

「『婚約者がいる』なんて、そんな回りくどい駆け引きをしなくても、あなたに触れれば、すぐに答えは見つかった」

「印南、くん」

　無意識に彼の名前をつぶやいた。ときめきすぎて、胸がはちきれそう。

「俺に触れられると、すぐ赤くなる柊華さんが大好きです。そんなあなたを見て、俺はもっと、あなたが好きになる」

　彼の甘い言葉が、わたしの身体を簡単に色づかせた。目を合わせていられなくて視線を泳がせれば、それを許すまいとするように顔が近づく。

「もう、いいですか？　キスがしたい」

「……っん」

　疑問形なくせにわたしの返事も聞かず、彼は唇を重ねてきた。

　触れるだけだったそれは、次第に深く口内を侵食するものに変わっていく。慣れないながらも、わたしは必死で舌を絡ませて応えた。

「っん、い、いなみく……っ」

「名前。苗字じゃなくて」

　気づけば、わたしの身体は完全にソファーへと押し倒されている。

「……っだいち、くん」

　いつかの夜のように名前を呼ぶと、彼は一度唇を離して、眼前で微笑む。

「うん、それ。たまんない」

　その瞬間、ぼん！と一気に、わたしの体温が上がった気がした。

　な、なんか今の彼、すごくいやらしいんですけど。というか、いつもよりずっと表情があって、戸惑いまくりなんですけど……！

　少しひんやりとした手がブラウスの裾から侵入してきて、脇腹を撫でた。

　小さく悲鳴を上げたわたしは、思わず抗議の目を向ける。

「ちょっ、ちょっと、印南くん！」

「大智」

　淡々と訂正され、一瞬ぐっと言葉に詰まってから言い直す。

「だ、大智くん、なにしてるの！」

　すると彼は、見慣れた仕草で小さく首をかしげた。

「ナニって……この状況ですることなんて、ひとつだと思いますけど」

「な……っ」

　あまりにも迷いなく言うものだから、絶句してしまう。

　その隙に彼は、ブラウスの中に入れた手の動きを再開して肌をくすぐっていた。

　わたしはもう、ちょっとしたパニック状態だ。

「ま、待って、あの、えーと、シャワーとか……っ」

「待たない。俺が今日まで、どれだけ我慢してたと思ってるんですか」

　耳をやわらかく食まれ、びくんと身体がはねた。

　わたしの顔のあちこちにキスを落とす間にも彼の手は休むことなく、器用にブラウスのボタンを外していく。

「ん、あ……っ」

「この際なので全部、白状しちゃいましょうか」

　ちゅっと音をたてながらこめかみにキスをして、彼がささやく。

「『業務命令だ』と言われて、あなたを初めて抱いたときには、もう俺はあなたに惚れていたんです」

「えっ？」

　驚いて、思わず目を見開いた。

　……あのときにはもう惚れてたって、どういうこと？

　わたしの前髪をさらりと梳いた印南くん――大智くんは、穏やかな声音で続ける。

「最初は、『綺麗な人だな』って思ってたんです。顔立ちはもちろんそうなんですけど、仕草とか、姿勢とか。でも一緒に仕事してるうち、その印象が少しずつ変わってきて……」

　記憶の中のわたしを懐かしむように、彼は目を細めた。

「普段はしゃんとしてるくせに、お土産のお菓子食べてるときはめちゃくちゃ緩んだ表情してたりとか、床に置いてるダンボールにつまずいてコケそうになってたりとか。そういうのを見つけるたび、『かわいい人だな』って思うようになっていったんです」

「そ、そんなの、見てたの……」

　思いもよらない話を聞かされ、恥ずかしくてつい渋い顔になってしまう。

　それを見た大智くんは、また小さく笑った。

「でもまあ、結局はそこ止まりで。気になってはいるけど、どうせ俺みたいな年下なんて相手にされないだろうと思って、本気で同僚から抜け出す気なんてなかったんですよね。噂のこともあって、当然恋人もいるんだと思ってたし。……だけどあの日、その考えは変わりました」

　……〝あの日〟？

　疑問に満ちた視線を向ければ、彼はやわらかい表情で答えてくれる。

「飲み会で酔っ払った柊華さんをタクシーで送っていった日。……柊華さんあの日の夕方、ラウンジで身を隠すようにしながら固まってたでしょう？」

「あ……」

　彼のセリフに、そのときのことを思い出した。偶然休憩しに行ったら自分の噂話が聞こえてきて、出るに出られず観葉植物の陰に隠れていたことを。

　あのとき大智くん、実は近くにいたの？

「あの日までずっと、柊華さんは自分の噂話なんて気にもしていないんだと思ってました。飲み会なんかで嫌な感じに絡まれても、いつも涼しい顔でさらっと流してたし。でも、違った。あなたは心ない噂にいつも傷ついて、それでも誰にも知られないように隠しながらいつも自分を強く見せていたんだって、ようやく気づいたんです」

　とくんとくんと、自分の鼓動が期待に脈打っているのがわかる。頬を撫でる彼の手が温かくて、また泣きそうだ。

「そんなあなたを、守りたいと思った。一番近くで涙を拭ってやれる存在になりたいと、強く思ったんです。たぶん俺は、いつも気丈に振る舞って強く見せている〝柴咲さん〟じゃなくて……あのとき必死で涙を堪えていた本当のあなたに落ちたんだ」

「だ、いち、くん……」

　ぼろ、と、またみっともないくらい涙が溢れてくる。

　ああ、なんてことだ。わたしの弱さや平凡さは、全部この人に知られていた。それでも彼はわたしを選んでくれた。そしてわたしにも、恋の種を植えつけた。

「あの日の〝業務命令〟は、まさに願ったり叶ったりだったんですよ。あなたが男慣れしていない分、こっちが本気だと悟られたら引かれると思ったので、ずっとあなたの前ではがっついて見えないよう余裕ぶっていましたが……」

　そこで彼は言葉を切って、わたしの涙を親指で拭う。

「本当はいつも、どうすれば俺のことを好きになってくれるかって、必死に考えてた」

　たまらなくなって、彼の首元に腕を伸ばして抱きついた。

　受け止めてくれる大智くんの左手が、わたしの背中に回される。

　彼の肩口に顔をうずめ、震えながら嗚お咽えつを噛み殺した。

　こちらから無理やり始めたと思っていたのに、本当は、彼のほうがこの展開を望んでくれていたのだろうか。なんてわたしは、幸せ者なんだろう。彼はこんなにも、わたしのことを想ってくれていた。

「ほ、ほんとに、わたしでいいの……？」

　すん、と鼻をすすりながら、小さくつぶやいた。互いの表情が窺えるところまで顔を離して、おそるおそる大智くんを見つめる。

「だって、わたしと一緒にいたら……大智くんも悪く言われちゃうんだよ」

「もしかして、前に『偽恋人をやめよう』と言ってきたのは、それが理由ですか？」

　少し迷ってから、わたしは素直にうなずいた。

　一度深くため息をついた彼は、またぎゅうっと強くわたしを抱きしめる。

「バカですか、あなたは。そんなもの、勝手に言わせておけばいいでしょう」

「でも……」

「『でも』じゃない。俺は柊華さんが好きで、あなたも俺を好きだと言ってくれているんだから、周りがどれだけ騒ごうが関係ないです」

　わたしの両頬を包み込んだ大智くんが、コツンと互いの額を合わせる。小さく笑みを浮かべる彼は、とろけるような眼差しでわたしのことを見つめていた。

「ずっと、こうやって触れたかったんです。業務命令とか偽の恋人じゃない、柊華さんに……だから、もう抑えません。あなたは、俺のものだ」

　わたしの涙がこぼれ落ちる前に、唇を塞がれた。

　甘くて熱くて、激しいキス。簡単に舌も絡めとられて、呼吸すらうまくできない。

「ん……っふ、あ」

「ふ、そのカオ。すごくそそります」

　吐息まじりにささやいて、そのまま耳をぺろりと舐められた。

　次第に、わたしの呼吸が荒くなっていく。彼と交わすキスも落とされる言葉も全部が恥ずかしくて仕方なくて、それを隠すようにわざと悪態をついた。

「う……前にキスがヘタくそって、言ったくせに」

「それはまあ、追い追い調教していくとして」

　調教ってなに!?と思わずツッコミを入れてしまうよりも先に、大智くんは淡々と続ける。

「大丈夫。柊華さんは才能がありますから」

「才能？」

「はい。俺に触れられて、気持ちよくなる才能です」

　唖然とするわたしを気にもとめず、ちゅっと左のまぶたに口づけた大智くん。

　これ以上ないってくらい顔が熱くなってしまったわたしは、せめて彼に見られまいと、両手で顔を覆った。

　……ああ、もう。偽恋人でも、本当の恋人になっても、結局わたしは、この年下無表情男子に敵わない宿命なんだ。でも、それでいい。見かけ倒しで実はヘタレなわたしを、それでも好きだと言ってくれるこの人を、世界一大切にしたいと思う。

「柊華さん、顔見せて」

　甘く促され、羞恥心に耐えながらそっと手をどけた。

　目が合った彼はやはり、とてもうれしそうに笑っていて……。

「ほんと、かわいくて仕方ないな」

　照れるよりも先に、またキスの雨が降ってくる。

「大智くん、好き。大好き」

「俺も。もう、我慢しないから」

　何度も気持ちを確かめ合いながら、わたしたちは今までのすれ違いを埋めるようにきつく抱きしめ合った。




「ん……」

　髪を撫でられた感触がして、わたしはゆるやかに覚醒した。

　ふかふかの枕に横向きで頭をうずめた状態の視界には、カーテンの隙間から差し込むやわらかな日差し。

　……ああ、もう、朝なんだ。

　ハッキリ覚醒しない頭でそのまま寝返りを打とうとしたわたしは、そこである違和感に気づく。

「……印南くん。なにしてるの」

　朝の挨拶もなく、しかも同僚だったこれまでと同じ呼称で彼を呼んでしまったのは、致し方ないと思う。だって、今まさに自分が名前を呼んだ彼が、見慣れた無表情で、なぜかわたしに覆い被さるようにこちらを見下ろしていたからだ。

「おはようございます。質問に正直に答えますと、柊華さんの寝顔をあらゆる角度から舐め回すようにガン見していました」

「そこは普通に『見てました』でいいんじゃないかな……」

　つぶやきながら、未だにものすごい視線の圧を向けてくる彼の頬を、ぐいぐい押しのける。

　大智くんは素直に、さっきまで自分が寝ていたであろうわたしの右隣へごろりと身体を倒した。

「つれないですね。ゆうべはあんなに――」

「ああ、もうその先は言わなくていいから……！」

　放っておけばまたとんでもない発言をしそうな彼の口元を、慌てて両手で押さえつける。

　昨晩の自分の痴態はしっかり記憶にあるので、わたしは思わず顔を赤くした。

　毛布と掛け布団にしっかりとくるまれているわたしたちだけど、その中はお互い下着姿となんとも頼りない感じだ。けれどわたしより先に起きていた彼がエアコンをつけてくれていたらしく、多少肩が出ていても寒くはない。

「ところで、柊華さん」

　自分の口を塞いでいるわたしの手をあっさりどけながら、彼が淡々と話す。

「今日はもう、十二月二十六日ですよ。……誕生日、おめでとうございます」

「あ……」

　予想外の言葉に、目を丸くした。

　そうだ。昨日がクリスマスだったんだから、一夜明けた今日は二十六日。わたしの、二十九回目の誕生日だ。

「ありがとう。前に言ったの、覚えててくれたんだね」

「そりゃあ、好きな女性のことですからね」

　答えた大智くんが、わたしの額にキスを落とした。

『好きな女性』。その言葉に、わたしはまんまと顔を熱くする。

「せっかくなので、今日は柊華さんの誕生日祝いをしましょう。まあついでに、クリスマスもやりますか」

「……わたし、クリスマスのほうを『ついで』って言ってもらえたの、初めて」

「じゃあ俺、柊華さんの〝クリスマスついでバージン〟もいただいたんですね」

「なにそれ」

　くすくす笑うと、大智くんも緩く口角を上げた。

　やわらかい朝の空気の中、そんな表情をする彼はとてもかっこいい。

　つい見とれて胸をときめかせていた隙に、なんだか彼が不穏な動きをし始める。

「え、あの、大智くん」

「なんですか？」

　というかさっき俺のこと苗字で呼んでましたよね？と、まるでそのことをたしなめるように胸の膨らみへ噛みつかれた。

　小さく悲鳴を上げたわたしは、慌てて自分の胸元にいる彼を見下ろす。

「こ、こら、どこ触ってんの！」

「昨日も散々触ったところですよ」

『そういうことじゃなくて！』というツッコミは、漏れかけた声を抑えようととっさに下唇を噛みしめたせいで、叶わなかった。首筋にキスをする彼を押しのけてやりたいのに、両手をベッドに固定されていて、それもできない。

「んっ、わ、たし、もう起きてシャワー浴びたいし」

「シャワーなら、ゆうべ一緒に浴びたでしょう」

「で、でも、その後また……っ」

「『また』、なんですか？」

　言いたいことはわかってるくせに、わざと彼は意地悪く訊ねてきた。

　恥ずかしすぎて、続きなんて言えるわけない。

　言葉に詰まるわたしをよそに、大智くんは太ももをまさぐりつつ鎖骨に歯をたてる。

「っあ」

「さわやかな朝に、柊華さんのいやらしい声。最高ですね」

「ほんともう、きみはどうしようもないね！」

　ゆうべのとろける笑顔や熱っぽい口調は、もしや夢だったんじゃないか。現実逃避気味にそう思ってしまうくらい、今朝の彼は無表情の通常運転だ。

　それでも、どちらの彼に対してだって同じようにときめいてしまうんだから、わたしももう、どうしようもない。

「まだ、昨日のダメージ残ってるから……っ」

「それを補って余るくらい、俺も、下の俺も超元気です」

「最低な下ネタ……！」

　わたしのささやかな抵抗なんて、もはやなんの意味もなさなかった。大智くんの手にかかり、のどかな朝の風景はそれからあっという間に官能の世界へ。彼に触れられた身体は素直に悦んで、あまり時間をかけずに、わたしはあっさりと陥落した。










終章はきみの魔法




「こんなはずじゃなかった……」

　すでに、太陽の位置は真上だ。風があまりないおかげで、十二月にしては温かく感じる。

　右手は大智くんの左手と絡め、並んで道を歩きながら、わたしはだるい腰をさすって白いため息をついた。

「俺は、朝も夜もイケるクチなんで。慣れてください」

「なんかそれ、違う……」

　結局あの後、午前中いっぱいをベッドの上で過ごしたわたしたちは、彼の家の近くにあるというおいしいパン屋さんに向かっている途中だ。

　イートインスペースもあるというそのお店は、鈴音さんが教えてくれたそう。彼女はおいしい食べ物屋の情報に非常に敏感らしい。

「夜は、どこかいいお店でディナーにしましょうか。食べたいもの、考えておいてください」

「うん。ありがとう」

　別にそんな気を回してもらわなくてもいいのに、とは思うけど、素直にうれしいのでうなずいておく。

　生まれて初めて、恋人に誕生日を祝ってもらえるのだ。こんなに楽しみで素敵なことってない。彼と繋いだ手に、自然と力がこもる。

「……大智くん、好きだよ」

「俺だって、大好きです」

　気持ちを伝えると、当たり前に視線を向けて、同じ気持ちを返してくれる。

　奇跡みたいなこの瞬間が、泣きたいくらいうれしい。それでもこの幸せにいつか終わりが来てしまうんじゃないかと怯おびえるわたしは、つい彼を試すようなことを言ってしまう。

「いいの？　たぶんわたし、重いよ。今まで経験ない分、きっと大智くんに依存しちゃうよ」

「それは、望むところですね」

　あまりにも間髪入れずに返されたから、逆に意表をつかれて彼を見上げた。

　視線の先の彼は、少しだけ口元を緩めながら前を見据えている。

「というか、重いのはむしろ俺のほうです。〝業務命令〟を理由に、まんまとあなたの家に行ったあのとき……俺のことを好きになるようにって呪いをかけながら、柊華さんのことを抱いたんですよ」

「の、呪い……」

「ええ。呪いですね」

　こくりと神妙にうなずく横顔に、不安なんか忘れて思わず脱力する。

「そこはさー……もうちょっとロマンチックに、こう、魔法とかさー」

「ふ、魔法」

　笑いを含んだつぶやきにムッと顔を上げれば、いつの間にか大智くんはこちらへと視線を向けていた。

「やっぱり柊華さんって、意外と乙女ですよね」

「わ、悪い？　アラサーが乙女だったら！」

「いえ、悪くないです」

　あっさり答えながら、彼が空いた右手を伸ばしてきた。その大きな手が、わたしの前髪をさらりと梳く。

「あなたのそういうところがかわいくて、愛おしいんですよ」

　ぼっと、頬に熱が灯った。

　そんなわたしを満足げに流し見て、彼は再び前を向く。

「というわけで、とりあえず今は、そんなかわいい俺の彼女が誕生日プレゼントに望むものを聞き出したいところなんですけど……なにか欲しいものはありますか？」

　……わたしが、望むもの。それは、冷たい空気の中ぬくもりを分け合いながら、今隣にいてくれる人。

「じゃあ……」

　見上げて、少し照れくさくなりながら、わたしは笑みを浮かべた。

「じゃあ、印南大智くん。ずっと、わたしのそばにいてください」

　一瞬、拍子抜けしたように目をまたたかせた彼。だけどすぐに、小さく微笑む。

「……仰せのままに。柊華さん」

　始まりは、なんの強制力もない業務命令。けれども、わたしは恋に落ちた。

　彼いわく、それは呪い。だけどわたしにとっては、抗えない甘い魔法。

　解けることのないその魔法は、きっとずっと、これからもわたしの胸を高鳴らせ続ける。
















番外編










印南大智の回想録




「大智くん」

　愛しい声が、俺の名前を呼んでいる。だけどどうにもまぶたが重くて、その声に応えることができない。

「大智くん、ホットケーキ、焼けたよ」

　彼女の言葉を肯定するように、どこからか漂う甘いにおい。

　そうだ、俺がさっき、小腹がすいたとワガママを言ったんだった。

「やっぱり、まつげ長いなあ……」

　それ、柊華さん、しょっちゅう言ってる。あなたのほうがよっぽど長いし、綺麗ですよ。

「……よし！」

　……なにが、『よし』？

　ソファーに深く沈み、未だまどろみをさまよう意識は現実へと戻らない。そのまま俺は心地いい空間で、いつかの出会いを夢にみる。




　四月。それまで勤めていた九条物産名古屋支店から本社への異動初日、俺は部長に引き連れられフロア内の同僚たちに挨拶をしていた。

「はじめまして、柴咲です。これからよろしく」

　こちらを見上げながら美しく微笑んだその人に、俺は普段通りの無表情を返したと思う。

「名古屋支店から来た印南です。よろしくお願いします」

『綺麗な人だな』と、別に下心でもなんでもなく、ただ淡々とそう思った。

　隣の席の、柴咲さん。普通にサラリーマン生活をしているうえで、ちょっとなかなかお目にかかれないような美人だ。

　その容姿と申告された名前に、俺の頭の中では少し前に聞いた話がふとよみがえる。

『いいか、印南。お前が実は流されやすい性格なのをわかってるからこそ忠告するけど、本社の柴咲柊華には食われないように気をつけろよ』

　俺の送別会の席でそう凄んだのは、名古屋支店でお世話になった三歳年上の先輩である森もり野のさんだ。あのときの森野さんは、酒による顔の赤みと目の充血がもともとの強面に拍車をかけていて、ちょっと顔を近づけてほしくないこわさだった。

　どうやら本社には、美人だけれど遊び人で金にがめつい女性社員がいるらしい。

　あのときは酔っぱらいの戯言だと思って話半分に聞いていたけど、彼女を見てすぐにピンときた。

　……なるほど、この人が件の〝柴咲柊華〟。たしかに、噂通りの素晴らしい容姿だ。遊ばれてるとわかっていても、一度くらいならむしろ進んでお相手願ってもいいかもしれない。

　でも、結局それ以上感情を動かされることはなかった。

　美人だけど、だからといって別にどうこうしたいとまでは思わない。

　どうせ自分にそんな機会は巡ってこないだろうし、単純に『たまたま隣の席の先輩が美人でラッキー』という思考で止めておく。

　なにはともあれ、会社は仕事をするところだ。下半身で物事を処理していたら、秩序は乱れまくりである。

「えーと、印南くん？」

　戸惑うようなその声に脳内から意識を戻せば、目の前に立つ柴咲さんはなんだか困ったような顔で俺のことを見上げていた。

　どうやら、他よ所そごとをしながら無意識に彼女を見つめてしまっていたらしい。ひとつまばたきをしてから、「すみません、なんでもないです」と表情を変えずに答えた。

「柴咲さん。この通りちょっとわかりにくい印南くんだけど、隣の席だし気にかけてやって」

　わかりにくいって、それ、本人を目の前にして言っちゃうのか、部長。

　けれどそれには反論する余地もないので、俺はおとなしく黙っておく。

「……印南くんは、ポーカーフェイスってやつなのね」

　苦笑いの表情も、彼女は綺麗だった。




　異動して二週間も経つと、業務内容や同僚たちの人となりもなんとなく把握できる。仕事に関して言えば、名古屋支店にいた頃と同じ営業ということもあって、特に心配はなかった。

　職場の人間関係も、今のところ良好。そもそも自分はあまりデリケートな性格でもないので不安に思うほどではなかったけれど、やはり同僚とはうまくやれるに越したことはない。

　中でも同じ部署の矢野さんは、名古屋支店の森野さんを彷ほう彿ふつとさせるくらい俺を構いたがる。どこにでも物好きはいるものだなあと、特に反抗もせずランチや飲みに連れ回される日々だ。

「印南くん、それが終わったら、また覚えてもらいたい作業あるから声かけてね」

「はい」

　そして、仕事上で一番関わることが多いのが、隣の席の先輩・柴咲さん。

　この短期間で、十分にわかった。彼女は徹底して、ガードが堅い〝イイ女〟だ。仕事が速くて、近寄りがたい雰囲気で、おまけに日本人離れしたヨーロッパ系ハーフ顔美人。文句なしに、彼女のような人のことを高たか嶺ねの花というのだろう。

　きっとこんな人物だから、あんなに派手な噂が付きまとうんだと思う。

　名古屋支店で忠告された話以外にも、ここに来てから彼女に関するいろいろな噂話を聞く機会があった。中には本気で首をかしげたくなる話もあるから、俺自身全部を鵜呑みにしているわけではないけれど。それでもまあ、彼女ならありうるかもと、そう思わせるような絶対的な壁は、たしかに俺たちと彼女の間にはあるように思える。

　淀みなくキーボードを叩いていた手をキリのいいところで止めて、小さく息を吐く。パソコン作業は嫌いじゃないけど、どうにも肩が凝って困る。ぐるぐると両肩を動かしながら、何気なく左隣へと目を向けた。

　そこにいるのは、当然ながら同じく仕事中の柴咲さんで。凛りんと背筋を伸ばしてパソコンに向き合うその姿は、まさしく〝デキる女〟そのものだ。

　ひとつにまとめて左肩に流した髪の、うなじにかかる後れ毛が色っぽい。あの綺麗なうなじに噛みつくことができるんだったら、一度くらい遊びで食われたって別にいいんじゃないかな、と真面目に思う。

　……いや、よくないだろ。仕事中になに考えてるんだ俺は。こんなんだから、義理の姉である鈴音にも『ダイくんってむっつりっぽいよね』とか真顔で言われるんだな。自分では、だいぶオープンなつもりなんだけど。

　ぼんやりしょうもないことを考えながら、それでも視線は柴咲さんから逸らさない。真剣な眼差しでパソコン画面を見つめていた彼女が、不意に目を閉じて軽くうつむいた。そして……。

「ふぁ……」

　小さいけれど、たしかに耳に届いた気の抜けた声。

　白く細い指先で口元を隠すようにしながら、柴咲さんはあくびを噛み殺していた。

　その光景から目を離せずに、固まる俺。

　あくびなんて、大人だろうが子どもだろうが誰だってする。それでも今視線の先にいる人物がそれをしているというのが、どうにも珍しいというか、意外だった。

　だって、異動してから今日まで、彼女のこんな無防備な姿を見たことがなかったのだ。あくびも、くしゃみすら聞いていない。いつもしゃんと背筋を伸ばして、化粧や身なりだって完璧で、隙なんて見当たらない。

　そんな彼女がたった今、自分の目の前で、眠たそうにあくびをしている。

　初めて見るその隙が、どうにも俺の興味を引いて離さない。

「……あ」

　さすがに俺の無言の圧を感じ取ったらしい柴咲さんが、ふとこちらに目を向けた。

　バチリと絡まる視線。まさか俺に見られていたとは思っていなかったらしく、元から大きな彼女の瞳が、さらに見開かれる。

　無言で彼女と目を合わせたまま、頭の片隅で思った。

『よそ見してないで仕事しなさい』と怒られるか。もしくは『仕事中にあくびしちゃってごめん』なんて律儀に謝られるかな。

　そんな予想をたてながら、固まっている柴咲さんの次の反応を待つ。

　だけど、彼女は笑った。怒るわけでも、謝るでもなく、あくびの瞬間を目撃していた俺に気がついた柴咲さんは、口元に手を添えたまま照れくさそうにふにゃりと笑顔を見せた。

　まったく予想していなかった反応に、俺はそのまま硬直。しかしこちらの様子に気づいていないらしい彼女はあっさり俺から視線を外し、再び表情を引き締めてパソコンへと向き直った。

　……今のは、まぼろし？　いや違う。たしかにこの目で見た。しかも、さっきのはにかんだような柴咲さんの笑顔が、頭から離れない。

　流した浮名は数知れず。完全無欠、百戦錬磨の柴咲柊華さん。そんな俺の中の彼女が、少しだけ印象を変えた瞬間だった。




　時は過ぎて、十月も半ばに差しかかった頃。

　矢野さんとともにオフィスが入っているビルの十六階ラウンジに来ていた俺は、コーヒーで軽く息抜きをしていた。

「あー、この時間のコーヒー沁しみるわあ」

「そうですね」

　矢野さんは息抜きが好きだ。大抵は俺もそれに引っぱられて、こうして同じカフェテーブルにつくことになる。

　ちらりと腕時計に視線を落としてみれば、現在時刻は十七時少し前。今日は就業後に課内の飲み会があるから、ビルを出られるのはあと一時間ほど後か。

「そういえば印南、前に言ってた〝気になる人〟の話はどうなった？」

　片手でテーブルに頬杖をつきながら、ニヤニヤ笑いで矢野さんが言った。

　その問いに、俺はピタリと動きを止め、口元に持っていきかけていたコーヒー入りの紙コップを下ろす。

「その話は、前にもしたと思うんですけど。どうにもなりませんって」

「いやー、男女の仲なんてなにがキッカケで進展するかわかんねーからさあ。つーか、せっかく印南はイケメンなんだから、もっとぐいぐい行けばいいんじゃん？」

「顔の好みは人それぞれなので、そんなの武器にできませんよ」

　今度こそコーヒーを飲み込んで淡々と答えたら、「イヤミか！」というセリフとともに、わりと強く頭をはたかれた。

　以前、男ばかりの飲み会で彼女の有無の話になった際に『気になる人はいますけど』とうっかり答えてしまって以降、矢野さんはこうして定期的に進捗状況を訊ねてくるようになった。

　名前は伏せているその『気になる人』というのが、実は隣の席の柴咲さんのことだったりするのだが。相変わらず、彼女の彼氏やら愛人やらの存在に関する噂は絶えないし、これといってアプローチもできずにいる。

　異動してから今日まで見てきた柴咲さんは、基本的に〝デキる女〟のオーラをまといつつも、どこか抜けているところがあったりして。そんなところに惹かれている自分がいるのは間違いないけれど、だからといって恋愛感情なのかと訊かれれば、そこまでの気持ちでもないような気がする。

　きっとこの先、彼女に愛の告白なんてものをする日は、おそらく来ない。今と変わらないただの同僚という関係を、ずっと続けていくのだろう。

「さってと、飲み会までもうひとがんばりしますかぁ」

「はい」

　うーんと伸びをしながらの矢野さんのセリフにうなずいて、立ち上がる。

　空になった紙コップをゴミ箱に捨ててからエレベーターホールに向かう途中、ふと俺はあることに気がついた。

　あそこの、観葉植物のそばに立ってるのって……柴咲さん、だよな。

　十メートルほど離れたその場所にいるのは、つい先ほど話題に上っていた隣の席の高嶺の花。彼女はどうしてか、背の高い観葉植物に隠れるようにじっと立ち尽くしている。

　……なんだ？

　疑問に思いつつも、歩く速度を落として視線を巡らす。すると喫煙所のそばに、今度は別の同僚たちの姿を見つけた。彼らの会話の一部が耳に届いた瞬間、どうして柴咲さんがあんなにも身体を小さくしていたのかを理解する。

　経理部のふたりが話題にしているのは、おそらく柴咲さんのこと。彼女は偶然それを聞いてしまい、出るに出られず観葉植物の陰に隠れているのだろう。

　……にしても、ひどい会話だな。どうしてあの人たちは、同じ会社で働く同僚のことをあんなふうに言えるのだろう。

　喫煙所の方に若干嫌悪の眼差しを向けてから、再度柴咲さんへと視線を戻した俺は、目にした光景に、思わず足を止めてしまった。

　血がにじんでしまうのではと心配になるくらい下唇を噛んで、両手のこぶしをぎゅっと握りしめて。彼女はくしゃりとその美人な顔を歪ませながら、必死で涙を堪えていた。

　そんな彼女のいじらしい様子に、一瞬にして心臓をわし掴みにされたような気分に陥る。あくびを目撃した俺に恥ずかしそうに笑いかけた、あの笑顔を見た瞬間と同じく、目が離せない。

　いつだってしゃんと背筋を伸ばし、『他人の評価なんてこれっぽっちも気にしていません』なんて顔をしているように見えてしまう彼女。けれどもこうやって、今までも陰でひとり涙を堪えていたのだろうか。悲しみを押し殺していたのだろうか。

　そう思うと、たまらない。今すぐにでも、彼女をきつく抱きしめたくなってしまう。

「印南？　どうかした？」

　少し先にいる矢野さんが、不思議そうな表情で俺を振り返る。

　さりげなく柴咲さんから視線を外し、俺は面倒見のいい先輩の隣へと並んだ。

「……矢野さん。俺、今、ずっと男だと思っていたルームメイトが実は男装した女でしかもけっこうかわいくて、そのうえその子は思っていた以上に危なっかしくて無防備で、今まで築いた友情のことを考えればソイツのことを男友達としか見ちゃいけないと思うのにその子の素顔を知ってからは見るたびにドキドキしてしまって、ついこないだまで大事な男友達だったはずなのに素直に女として意識してる俺はいったいどうすればいいんだ……！っていう感じの心境です」

「……なんかよくわかんねーけど、よかったな」

　引きつった顔を見せる若干投げやりな矢野さんの言葉に、「はい」とうなずいた。

　健気に涙を堪える彼女のことを抱きしめて、めちゃくちゃに甘やかしてやりたい。だけど今は、それを実行していい時ではない。ここで俺が出ていったところで、おそらく彼女は素直に頼ってはくれないだろう。今までの付き合いから察するに、『なんでもないわよ』なんて言いながら、あの完璧な笑顔でかわされそうな気がする。

　でも、引く気はない。柴咲柊華を、自分のものにしたい。本気でそう思ってしまったのだから、確実に手に入れられるように、これからは仕掛けていかなければ。

「まっすぐ十一階でいいですか？」

「おう。……なんか印南、機嫌よさそうだなー」

「そうですか？」

　エレベーター内の階数ボタンを押しながら、素知らぬ顔で答える。

　とりあえず、今日はこの後、課内の飲み会だ。きっと柴咲さんも参加するだろうし、うまくやれば、距離を縮められるかもしれない。

「矢野さん。俺、がんばりますね」

「お？　おー、がんばれ！」

　なんのことだかわかっていないくせに笑顔でグッと親指をたてる矢野さんは、やっぱりイイ人だ。

　それに比べて、俺は〝イイ人〟ではないな。泣き出しそうな彼女の表情を見た瞬間に高揚した気持ちを思い出し、俺は人知れず緩みそうになる口元をこぶしで隠したのだった――。




　ふと自分のすぐそばに気配を感じて、ゆっくりと目を開けた。その直後、ソファーで横になったままの俺は、予想外に至近距離にいた人物とまともに視線がぶつかる。

「……柊華さん。なにやってんですか」

「ひっ、あああのこれは……っ」

　目が合った瞬間、びくりと肩を震わせて手の中のモノを自分の背後に隠した彼女だけれど、俺にはしっかり見えていた。

　ソファーから手を伸ばし、柊華さんが後ろに回している腕をやすやすと掴む。

「なんでビューラーなんて持ってるんですか。まさかそれで俺のまつげをカールさせようとしてました？」

「うう……っ」

　顔を赤くして、言葉に詰まる柊華さん。

　……さっきまどろみの中で聞いた『よし！』は、これのことだったか。

　以前から彼女は俺のまつげに興味津々なご様子だったけれど、まさかうたた寝をしている間にいじられそうになるとは思わなかった。

「す、すみませんでした……っひゃ」

　謝る彼女の腕を無言で引き、その身体を引き寄せる。

　バランスを崩した柊華さんは俺の上に覆い被さるような状態になり、とたんに身を固くした。

「あ、あの、大智くん？」

「ついこないだまで処女だったあなたがこの俺を襲おうだなんて、百年早いですね」

「お……っそ、だなんて……っ」

　わざと耳元でささやけば、かわいそうなくらい頬を赤く染める彼女。ますます自分の中の加虐心がそそられる。

　数カ月前のあの日、彼女に会議室に呼び出されて『バージンもらいやがれ』と迫られたときは、あまりの暴走っぷりに動揺して頭が痛くなったけれど。それでも、あのハチャメチャな〝業務命令〟があったから、今このときがある。こうして愛しい彼女を、胸の中に抱くことができる。

「大智くん、ほら、ホットケーキが――」

「今はホットケーキより、柊華さんを食べたい」

「ま、またきみは、そういうこと言う……っ」

　ちゅっと柊華さんの額にキスを落としながら、思い出す。

　この人が、俺のことだけを見てくれたらいいのに。この人が早く、俺のものになってくれればいいのに。そう願いながら、初めて彼女を抱いた夜のことを。

「……あのとき、よく耐えたなー」

「っえ？」

「こっちの話」

　ごまかすように小さく笑って、今度は彼女の頬に唇を寄せる。

　あの日、業務命令の遂行場所をここ――柊華さんの自宅にしたのは、ハジメテだという彼女の身体を気遣ったのもあったけれど。一番の理由は、俺の家やホテルにしたら、一度きりじゃ帰したくなくなってしまうかもと思ったから。

　そう言ったら、また彼女は恥ずかしがって、そっぽを向いてしまうのだろう。

「かわいい、柊華さん。だから俺がこうやってがっつくのは、柊華さんがかわいいのが悪いんですよ」

「なに、それ」

　むくれながらも俺の服の胸元をすがるように掴むから、本当に、たまらない。

　せっかく作ってくれた彼女に悪いとは思うけれど、甘い湯気を放つテーブルの上のホットケーキは、今は放置で。とりあえず先に、ひたすら甘くてやわらかい、愛しい人の身体を堪能することにしよう。
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「――ハイこれ、ダイチくんにどーぞ♪」

　未だ残暑が厳しい九月の第二日曜日。ここは、街中のとあるカフェ。

　ご機嫌に弾む声音と表情でテーブルの向こうから白い封筒を差し出すのは、柴咲家の長女、瑛奈お姉ちゃんだ。

　すでに〝ソレ〟の中身を知っているわたしは、ただ黙ってロイヤルミルクティーのカップに口をつける。

「……？　俺に、ですか？」

　相も変わらず無表情ながら、わたしの右隣の椅子に座る大智くんが首をかしげつつ封筒を受け取った。

　そんな彼の様子に、お姉ちゃんはニッコリ笑顔を浮かべる。

「それね、十一月にある、あたしの結婚式の招待状なの。よかったらダイチくんにも来てほしいなーって」

「え、いいんですか？　俺も呼んでいただいて」

「もっちろん！　都合さえ悪くなかったら、ぜひ来てー」

　お姉ちゃんは大智くんの言葉に満足げな笑みを見せると、そのまま席を立つ。

「それじゃ、あたしはそろそろ行くね。またねぇ、柊華ちゃんダイチくん」

　テーブルの上の伝票をあっさり取り上げ、最後まで機嫌よくお姉ちゃんは去っていった。

　ここは最初からお姉ちゃんが奢おごってくれる約束だったので、感謝の意も込めその背中にありがたく手を振っておく。

　というか、デート中だったわたしたちを『用事の時間まで暇だから構って～』なんていきなり呼び出したのは向こうだもんね。このくらい安いもんでしょ。

　丸型のオシャレな白いテーブルに頬杖をつき、わたしは隣で封筒の中身を確認している大智くんへと視線を戻した。

「……あの、無理に来なくても大丈夫だからね？」

「え？　どうしてですか」

　こてん、と、いつもの無表情のまま首を小さくかしげる仕草をする大智くん。恋人になってからそれなりの期間は経っているけれど、彼は未だにわたしに対してはほぼ敬語で話す。

　だけど、わたしをからかうときとか……そ、〝そういうこと〟をしてるときに不意打ちで、敬語をなくした話し方をしてきたりするから、ドキッとしちゃって心臓に悪いんだよね。もしやアレは、普段の敬語も含めて全部彼の計算なんじゃないかと勘ぐってしまう。……いや、考えるのはやめとこ。なんか頭痛くなってきた。

　わたしは唇を尖らせつつ、大智くんの手から結婚式の招待状を抜き取った。

「だって……えっと、お金だってかかっちゃうし。それにほら、〝彼女の姉〟の結婚式って、近いんだか遠いんだか微妙じゃない？」

「俺はうれしいですけど。呼んでもらえて」

　なんのためらいもない様子で言われ、うっと言葉に詰まる。

　……本当に大智くん、気にしてないんだ。でも、わたしたち付き合ってまだ一年も経ってないし。だからこういう身内の結婚式とかに呼んじゃうの、けっこう重いのかなって思ったりしてたんだけど。

　うーん、わたし考えすぎ？　本人が気にしてないようなら、いいのかな。まったく、なーんにも深く考えないで『結婚式にはダイチくんも来てほしいな～♡』とか言い出したお姉ちゃんの能天気さ、少し分けてもらいたいよ。

「……大智くんがいいなら、よかった」

　なんだか気が抜けて、ティーカップを弄りながらついへにゃりと笑ってしまう。

　大智くんも、口元に小さく笑みを浮かべてくれた。

　それだけでもう、わたしの心の中は温かい気持ちで満たされてしまう。

「はい。……あ、安心してください。柊華さんのいつもよりドレスアップした姿が見られておいしいなとか色っぽいうなじが見たいなとか、そんな邪よこしまなことは考えてませんから」

「……うん、考えてるんだね」

　ちょっと笑顔を見せてくれたかと思えば、その直後には無表情に戻ってツッコみにくい発言をするのもいつものことだ。

　その後カフェを出たわたしたちは、今話題だという映画を観に行って、それが終わってからは近くにあった和食屋さんで晩ごはんを済ませた。

　明日からまた仕事だし、日曜のデートは大体、駅でお別れだ。名残惜しい気持ちを隠しながら、わたしは改札前で彼に笑顔を向ける。

「えっと、それじゃあ――」

「あ。柊華さんちょっと」

　こちらの言葉を遮るようにして、大智くんがわたしの左手を引いた。訳がわからないまま柱の陰に連れ込まれたかと思えば、完全に油断していた唇に彼のそれが一瞬重なる。

「おやすみなさい。帰り道、気をつけて」

「……っお、おやす、み」

　微笑んでいるかいないかギリギリ判断がつかない、それでもやわらかい表情で頬を撫でられ、かーっと顔に熱が集まった。

　こんな人目があるところで、なんて、怒る気力すら吸い取られてしまったよう。なんとかバッグからＩＣカードを取り出して改札を通り抜け、ずっと見守ってくれている大智くんを何度も振り返りながらホームへとたどり着いた。

　まだ熱いままの頬に両手を当て、深く息を吐く。

　去年の冬に付き合い始めてから見せてくれるようになった〝恋人〟としての彼の顔は、予想よりもずっとずっと甘くて。それまで〝職場の後輩〟として知っていた彼とのギャップに、わたしは今もこうして翻弄されている。

　一応、わたしのほうが二歳年上なんですけど……いっつも大智くんのほうが余裕で、なんか、悔しい。こんなふうに思ってる時点で、子どもじみてるかな。

　内心ちょっと拗ねながら、到着した電車に乗り込んだ。




「柴咲さん柴咲さんっ。今、中畑部長が応接室で応対してる来客の女性、見ました？」

　不意打ちのキスに翻弄されたデートから一夜明け、今は眠気と戦う午後の業務の真っ最中。わたしの斜め向かいのデスクに座る後輩の森さんが、小声ながら弾んだ調子で話しかけてきた。

　取引先からのメールの返信を打っていたキーボードの手を止め、彼女へと視線を向ける。

「中畑部長のお客様？　見てないけど……」

「わたしさっき、お茶出ししてきたんですけどね。もう、めっちゃかわいい人で！　わたしより少し年上なくらいかな？　とにかくもう、癒し系な感じでかわいかったです～」

「へぇ」

　まるでアイドルにでも会ったかのように興奮した様子の森さんに、つい苦笑が漏れる。

　癒し系で、かわいい感じの人か。ここまで森さんが褒めるなんて、わたしもちょっと見てみたいかも。

「森ちゃん、それマジ？　ちなみに指輪とかはしてなかった？」

「えー、してなかったと思いますけどぉ。……矢野さんじゃ、あのかわいさに釣り合わないですよ？」

「辛辣……！　後輩が全力で俺のハートをえぐってくる……！」

　わたしたちの会話を聞いていたらしい矢野さんが森さんの隣でギラついた目をさせるも、意外と手厳しい彼女によってあえなく撃沈。

　ちなみに普段わたしの右隣のデスクで仕事をしている大智くんは、現在席を外している。まあ、いたとしても、この騒がしい会話に参加していたかどうかは微妙だけど。

「あ、でもわたしは、柴咲さんのお顔のほうが好きですよ！」

「……ありがとう、森さん」

　えへっとかわいらしく小首をかしげ、イイ笑顔で言ってくれた森さんに思わずまた苦笑い。

　けれどもうれしいことを言ってくれる彼女に、とりあえずわたしはデスクの引き出しに入れていたチョコレートをおすそ分けするのだった。




　そして約一時間後。お手洗いからオフィスに戻る途中、エレベーターの前で談笑しているふたり組に目が止まった。

　何気なく視界に入れて、少し驚く。そのふたりのうちひとりが、さっきから姿の見えなかった大智くんだったから。

　思わず足を止めてしまったわたしは、ふたりからは見えない位置にある観葉植物の陰に身を寄せる。いい大人がなにやってるんだ、とは自分でも思うんだけど、つい反射的にそうしてしまったんだから仕方ない。

　ここからじゃ、大智くんの斜め後ろからの横顔しか見えないけど……その正面に立っている人物の顔は、よく見えた。

　相手は、フェミニンなオフィスカジュアル、といった雰囲気の私服姿の女性。九条物産の女性社員なら全員制服を着ているから、その女性は外部の人なのだとひと目でわかった。

　すごく、かわいい人だ。

　そう感じてすぐ、先ほど森さんが教えてくれた話を思い出した。

　……あの女性が、中畑部長のところに来ていたお客様？　でもどうして、その人と大智くんが？

　話している内容までは聞こえないにしろ、ふたりの会話が弾んでいることはわかる。背の高い大智くんを見上げながら話す楽しげな彼女の笑顔は、森さんの話通り、とってもかわいらしい。そんな女性を見下ろしている大智くんの表情も、心なしか、普段の無表情よりずっとやわらかいものに思える。

　もやっと自分の中で、嫌な感情が渦巻くのを感じた。

「じゃあね、大智。今度ごはんでも行こう」

「うん。百ゆ合りもがんばって」

　笑顔で手を振る彼女が、エレベーターの中に消えていく。

　見送る大智くんも、その口元に笑みを浮かべていた。

『ダイチ』、『ユリ』。親しげに名前で呼び合うふたりが、昨日今日知り合った間柄じゃないことは一目瞭然。その事実にわたしは今、どうしようもないくらい、動揺している。

「……あれ、柴咲さん」

　どうやらオフィスに戻ろうとしたらしい彼が、わたしの存在に気がついた。

　憎らしいくらいオンとオフの切り替えがうまい彼は、会社にいるときに今まで一度も、うっかりわたしを下の名前で呼んだことはない。……周りに人がいないところで、故意に呼ばれたことはあるけれど。

　取り繕ったように無理やり笑顔を浮かべて、わたしは足を踏み出す。

「印南くん、お疲れさま。えーっと、さっき話してた女性って、お客様？」

　自分で訊ねながら、違う、と思う。わたしが本当に彼にしたいのは、こんな生ぬるい質問じゃない。

　さっきのかわいい女性は誰？　今日初めて会った人じゃないの？　どうしてあんなに親しげだったの？　大智くんとどういう関係なの？　なんで名前で呼び合ったりしてるの？

　頭の中では矢継ぎ早に疑問が浮かぶのに、そのまま口に出すことはできない。

　曖昧な笑顔を貼りつけているわたしの心情には気づいていないらしい大智くんが、あっさりとひとつうなずいた。

「ああはい、そうです。『カガミ化か学がく工こう業ぎょう』さんの営業の方なんですけど、実は俺の大学時代の友人で。さっきここで偶然会って、少し話してました」

「へぇ、そうなんだ」

　内心の後ろ暗い感情はひた隠し、ニコリと笑う。

『大学時代の友人』。その答えに一応納得はするけれど、だからといって心の中のもやもやが完全に晴れるわけではない。

　友人なのはわかったけど、名前で呼び合うくらいに親しいの？　今度ごはんでも、なんて誘われてたけど、それってふたりきりなの？

　再び次から次へと湧き出る疑問を、それでも彼にぶつけはせずにぐっと飲み込む。

　この感情は、嫉妬だ。はっきりと自覚するくらい、わたしは今、『ユリ』と呼ばれたあのかわいらしい女性に嫉妬している。

　自分の中いっぱいに広がる醜い感情に、心が押し潰されそう。だけどこの気持ちを、素直にさらけ出してしまうことは憚られた。

　わたしは一応、大智くんより年上だ。ただでさえ、いつも彼の言動に振り回されてあたふたさせられてるんだから。こんなときくらい、〝大人のオンナの余裕〟ってやつを見せないと。

「友達に会えてよかったね。じゃ、戻ろっか印南くん」

　さっき、ユリさんに見せていたやわらかい表情とは違う。すっかりいつもの無表情に戻った彼に声をかけ、くるりと背を向けた。

　わたしの後ろを歩く大智くんがそれ以上なにも言わないのは、たぶんなにもやましいことがないからだ。だから、余計な心配することなんてない。わたしは、ちゃんと知っている。彼が自分のことを一番大切に想ってくれていることは、わかっているのだ。嫉妬になんて、振り回されなくて大丈夫。

　まるで自分に言い聞かせるように心の中で唱えながら、オフィスのドアをくぐった。




　九月の終わり。ふとオフィスの窓に目を向けると、朝から降り続いていた雨がいつの間にか上がっていた。それだけで、なんとなく気分も上向きになる。

　今日は週末の金曜日だけれど、特にこれといって予定はない。でもせっかく晴れたことだし、帰りに駅ビルでも寄ろうかな。

　お姉ちゃんの結婚式で着るドレス、どうしようかまだ考えてなかったんだよね。一番近い身内の式だし、どうせなら新調したいな。

　そうと決まれば定時で業務を終わらせようと、気合いを入れる。窓の外から目の前のパソコンに視線をずらしたら、デスク上に置いたスマホが通知ランプを点灯させていることに気がついた。

　受信していたメッセージを手早く確認したわたしは、驚いて目を見張る。

　その理由は、差出人名が今まさに自分の隣で取引先と電話中の大智くんだったこと。そして、メッセージの内容というのが、【もし今夜暇なら、晩飯でもどうですか】なんて、とってもうれしいものだったから。

　ちらりと盗み見た大智くんは、わたしの視線なんて気にも止めず相変わらずの無表情で電話応対をしている。

　わたしは思わずニヤけそうになってしまう口元を咳払いでごまかし、素知らぬ顔で返信を打った。

【喜んで、ご一緒させていただきます。】

　メッセージを送ってから、『喜んで』を付けたのはわかりやすく浮かれすぎだったかな……と少し恥ずかしくなる。でも、まっすぐ家に帰るのはもったいないと思っていたところに他でもない彼からお誘いが来て、素直にうれしい。ますます、早く仕事を片付けようという意欲が出た。

「はい、そうですね。ではその件は、カガミ化学工業さんのほうにも確認させていただいてから――」

　改めてパソコンに向き直ったところで、電話中の大智くんの声が耳に届く。そこに含まれていた会社名に、自然と胸がざわついた。

　今、彼の口から出た『カガミ化学工業』は、二週間ほど前、エレベーターの前で親しげに大智くんと話していた、あのかわいらしい女性のいる会社。

　あれ以降、わたしのほうから彼に話を振ることはしなかった。だけど実はときどき、あの日見た光景が不意に頭の中でちらついて……今日までに何度も、もやもやした気持ちに支配されてしまう瞬間があった。

　もしかして今日までの二週間で、彼らは一緒にどこかへ出かけたりしたのだろうか。

　そんなことを一度考え始めると、いてもたってもいられなくなる。それなのに、意気地なしのわたしはこのことを大智くん本人に訊ねることができない。

　こわいのだ。彼に〝重い女だ〟と思われて疎まれてしまうことが。

　前に大智くんは、わたしの自称重い女発言に『望むところです』なんて言ってくれたけど、それでもわたしは付き合ってから今日まで、本当の意味でありのままの自分をさらけ出せているわけじゃない。感じたことを嘘偽りなくぶつけるには、まだ心のどこかでブレーキがかかる。

　それだけわたしは、いつか大智くんに愛想を尽かされてしまうことをおそれていた。

　ユリさんのことは、正直とても気になる。けれどもその感情に無理やり蓋を被せ、わたしは終業後のご褒美だけを頭の片隅に置き、仕事に打ち込んだ。




　会社が入っているビルの一階、少し奥まったところにあるベンチで五分ほど待ち、大智くんと合流する。ディナーは以前ふたりで歩いているときに偶然見つけた、路地裏のこぢんまりしたレストランに行くことにした。

　看板に【ステーキ＆ハンバーグハウス】と書かれたこのお店は、個人経営らしい丁寧かつ温かな接客が魅力的で気に入っている。値段もリーズナブルでおいしいから、仕事終わりのディナーによく大智くんと訪れていた。

　わたしは和風ハンバーグセット、大智くんはハンバーグとステーキが載ったボリューミーなセットを注文する。

　運ばれてきた料理を堪能している最中、彼に「この後どこか行きたいところありますか？」と訊かれ、当初考えていたドレスの件を何気なく話してみたら、なぜか予想以上に食いつかれた。

「見に行きましょう。俺も一緒に選びたいです」

「ええ？　大智くんには退屈だと思うけど……」

「俺が選びます」

　神妙な顔で断言された。言い回しが『選びたい』から『選びます』に変わったあたりに、彼の本気度が窺える。

　まあそこまで言うならと、レストランを出た後はふたり揃って駅ビルに向かった。

　ファッション系のテナントが並ぶ階の営業時間は二十時までだから、あまり時間はかけられない。けれど今日はもともと、よさげなものが見つかったらいいな、くらいの気持ちだ。結婚式まではまだ日があるし、ちょっと流し見るだけにするつもり、だったのだけど……。

「えーっと、大智くん。別に今すぐ買わなきゃいけないものでもないから、そこまで真剣にならなくて大丈夫よ？」

　ポールにかかるたくさんのハンガーをザカザカ物色している彼に思わず背後から声をかけるも、返事がない。相当集中しているようだ。

　ここは、駅ビル内にあったフォーマルファッションを取り扱うお店。サテンやらレースやらがひしめくこんな百パーセント女性向けな場所でも、大智くんはまったく臆することなく背筋を伸ばしてドレス選びに励んでいる。

　どうしてこんなに生き生きしているんだろう。いや、傍目にはいつもの無表情なんだけどね。なんかこう、長く一緒にいるからこそ感じ取れるやる気というかエネルギーが、今は見える。

「こんばんはぁ。ドレスをお探しですかー？」

「あ、はい。姉の結婚式に着るものなんですけど……」

　ニコニコ笑顔で近づいてきた女性店員さんに、言葉を返す。

　そこで大智くんが、いくつかハンガーを持った右手をこちらに突き出してきた。

「すみません。コレとコレと、あとコレも試着お願いします」

「はぁい、こちらへどうぞ～」

　え？　今日で試着までいっちゃうの？

　展開の早さに若干気後れしつつ、おとなしく店員さんに連れられ試着室を目指す。

　後ろを歩く大智くんに聞こえないように、店員さんがこそっと耳打ちしてきた。

「彼氏さん、すっごくイケメンだし優しいですねぇ！　あんなに真剣に選んでもらえて、うらやましいです～」

「あはは……ありがとうございます」

　苦笑交じりに答えながら、内心ちょっと照れてしまう。

　無表情メンズ印南氏、やっぱりわたしの欲目なんてなくてもかっこいいんだよね。そんな人が奇跡的に自分を好きになってくれて、恋人でいてくれて。これってすごく、すごいことだよねぇ。

　大智くんが見立ててくれたドレスは三着だ。一応ひとつ着るたびに試着室のカーテンを開けて、大智くんと店員さんにも見てもらう。

「いやぁー、素材がいいので全部お似合いで素敵です！　でもあえて選ぶとしたら、わたしは最後に着たブルー系のものを推しますかね～」

「ですね。俺もそう思いました」

　真剣な顔つきで顎に手を当てる彼と、スマイル全開の店員さんによる審議の結果、どうやら三番目に着たラッフルスカートのワンピースに軍配が上がったらしい。

　色は落ち着いたピーコックブルーで、デコルテと袖がシースルーになっているけど下品ではない、綺麗なラインのワンピースだ。

「柊華さんはどうですか？」

「あ、うん。わたしも最後に着たのが気に入ったかも」

「じゃあ、決まりですね」

　わたしの答えを聞いてうなずいた大智くんが、手の中にあったドレスたちをあっさり奪った。かと思えば、そのまま迷うことなくレジへと向かっていく。

　わたしは慌ててパンプスに足を突っ込み、その後ろ姿を追った。

「ありがとうございますー。では、こちらの二着はお戻ししておきますね」

「お願いします」

「え、ちょっ、ちょっと大智くん」

　レジに入った店員さんとさくさく話を進める彼がなぜか自分の財布を取り出したところで、たまらず声をかける。

「どうして大智くんが払おうとしてるの!?」

「俺が選んだので、当然俺が出します。反論は聞きません」

　ちらりともこちらへ視線を寄越さず、大智くんはキッパリ答えた。

　え……ええー……。いやあの、選んでもらったドレスはわたしも気に入ったんだから、ちゃんと自分で払うのに……。

　未だ納得のいかない表情のわたし。そこへダメ押しとばかりに、大智くんがじっとこちらを見つめてさらりと髪を撫でてきた。

「俺が、柊華さんに買ってあげたいんです。それじゃダメですか？」

「……う……っ」

　優しい声音と手つきにまんまと胸がときめき、頬が熱くなる。ようやく観念して、小さく「ありがとう」とつぶやいた。

　そんなわたしの右耳に満足げに一度触れ、やり取りが終わるのを待ってくれていた店員さん相手に大智くんがお会計を始める。

　ニヤニヤを抑えきれていない店員さんの生温かい視線が猛烈に恥ずかしいわたしは、ひと足先にお店の外に出て待つことにした。秋物のファッションに身を包んだマネキンの前で、熱い頬を両手で挟み、はーっと深い息を吐く。

　うう、やっぱりわたし、いいように振り回されている……。あんな言い方されちゃったら、黙ってうなずくしかないじゃない。悔しいな。わたしの取り扱い方法なんて、完全に攻略されちゃってる感じ？　たまにはこっちが大智くんのことを慌てさせてみたいけど、いつだって冷静だからなぁ。

　そんなことを考えながらぼーっとしていたら、少し先のエスカレーターを下りてきた男性と目が合った。その瞬間、わたしはなんともいえない引っかかりを覚える。

　なんか今の人、どこかで会ったことあるような……。どこだっけ。直感的に、あんまりいいイメージは持ってなかった気はするんだけど……。

　頭をひねるわたしに、ツーブロックパーマをキメたその若い男性が近づいてきた。すぐそばまでたどり着いた男性のタレ目に気づいたとたん、あっ、とひらめく。

「きみ、九条物産の柴咲柊華ちゃんでしょー？　久しぶり。俺のこと覚えてる？」

「……小お田ださん」

　いきなり馴れ馴れしく話しかけられて多少面食らいつつ、相手の名前がぽろりと口からこぼれた。

　覚えてる、どころか、忘れられるわけない。この男、小田さんは、わたしが九条物産に入社した頃にいた先輩社員。そしてわたしの、今となっては薄れつつある根も葉もないひどい噂たちを社内にばらまいた、張本人だ。

「あ、俺のこと覚えててくれたんだ？　うれしいなー」

　軽薄そうな話し方は変わっていない。人にあれだけのことをしておいて、よくもまあそんなヘラヘラと話しかけられたものだ。

「ええ、まあ……」

　呆れ半分、嫌悪半分で、わたしは目の前でにこやかに笑う人物に短い言葉を返す。

　わたしにお付き合いをバッサリ断られ、その腹いせに嘘八百の噂を流してすぐに、この人は九条物産からいなくなった。だから、知らないのだ。あの後わたしがどれだけ、社内で肩身の狭い思いをしながら過ごしたのか。

　わたしはこの人のことを、たぶん一生許せない。別に仕返ししたいなんて気持ちはなかったけど、せめてもう会わずにいたかった。顔なんて、見たくなかった。

「相変わらず美人だねー、ひとり？　あ、俺はさっきまで、上の定食屋で会社のヤツとメシ食っててさー」

　なんだかベラベラと話しているけど、反応する気になれなくて横目にマネキンを見る。

　早く、ここから去ってくれないだろうか。わたしが話す気ないの、察してくれないかな。

　失礼だとは思いつつ、頭の中ではそんなことを考えていた。そのせいで、小田さんが不意にわたしの肩を掴んできたとき、反応が遅れてしまう。

「な、せっかくこうして会えたんだから、どっか飲みに行かない？　もちろん奢るしさー」

　ぞぞっと鳥肌が立った。

「え、いや、けっこうです」

　信じられない提案をしてくる小田さんに、わたしは困惑の表情を隠しもせず答える。にもかかわらず、わたしの肩を掴むその手は緩まない。

「遠慮しなくていいってー。ほら、俺のほうが給料もらってるし」

　斜め下から見るアホ面に『そういう問題じゃない!!』と言ってやりたいところだけど、思いのほか強い力に引きずられかけてそれどころじゃなかった。

　うわ、嫌だ。こんな人と飲むなんて死んでも嫌だ。

　思いっきり突き飛ばしたいのに、嫌悪感がマックスすぎて、力が入らない。掴まれた肩は痛いし、無理に引っぱられた足がもつれる。

　ああもう、なんで、こんなことに……。

「なにやってるんですか、柊華さん」

　突然聞こえてきたひやりとした声に、身体中が硬直した。

　ようやく足を止めた小田さんが、わたしの肩を抱いたまま「あ？」と後ろを見る。

　同じように振り返ったわたしの目に映ったのは、片手に大きな紙袋を持った大智くんの姿。彼の顔を見た瞬間安心して、じわりと涙が浮かんだ。

「は？　なにコイツ……」

　つぶやいた小田さんの手を今度こそ振り払う。大智くんのもとに駆け寄ると、彼はわたしの右手首を掴んだ。

「柊華さん、なにやってたんですか？」

　無表情ながら、怒気を含んだ声音で静かに問われ息を飲む。

　震えそうになる唇で、なんとか答えた。

「この人……前にウチの会社にいた、小田さんで……飲みに行こうって、引っぱられて……」

「小田？　……ああ」

　そこでなにか思いついたように、大智くんがそれまで完全無視していた小田さんへと視線を向けた。

「例の。あなたに振られた腹いせに、あることないことくだらない噂を流したあげく会社を辞めたとかいう、だっさい男ですか」

　細められた鋭い眼差しと薄く笑う冷ややかな横顔がおそろしい。

　容赦ない彼のセリフにさすがに黙っていられなくなったのか、小田さんが声を荒らげた。

「な、なんだよお前っ！　どこのどいつだ!!」

「あなたが手に入れられなかった柴咲柊華さんとお付き合いさせてもらっている者です。別に名前は覚えていただかなくてけっこうなので、俺たちはこれで失礼します」

　最後まで冷たい声で淀みなく言ったかと思えば、大智くんはわたしの手を引いてあっさり踵を返した。

　なんだか後ろからまだ声がするけれど、彼が相手にする気配はない。手を引かれるまま、都合よく止まっていたエレベーターに乗り込んだ。

　下がっていくエレベーターの中に、沈黙が落ちる。

　わたしはなんだか堪えきれず、口を開いた。

「あ、あの、大智くん。ありがとう……」

　すると、ふたりきりになってから初めて彼がこちらに目を向けた。

「柊華さん、この後は俺の家に行きましょうか」

「え？　あ、うん、わかった」

　ドキッと心臓をはねさせつつ、その申し出にうなずく。

　さっきまでなにも言ってなかったから、今日は買い物の後解散なのかなって思ってたけど……大智くんの家、行っていいんだ。

　お互いの家にお泊まり用の荷物は置いてあるから、こうやって急に訪ねることになっても今さら慌てることはない。でも、なんだか今の大智くんの様子が普段と違うようで、なんとなくソワソワしてしまう。掴まれたままの手首が熱くて、そこから自分の体温も上がっていくようだ。

　電車に揺られ、いくつかの駅を通り過ぎ大智くんの家の最寄り駅にたどり着く。そうして数分歩くと、彼が住む六階建てマンションが姿を見せた。エントランスからエレベーターに乗り、大智くんが四階のボタンを押す。

　ここに来るまで、彼はいつもよりずっと口数が少なかった。だからわたしも、同じように口をつぐんでしまう。

　……もしかして大智くん、怒ってるのかな。小田さんに無理やり連れていかれそうになったとき、抵抗らしい抵抗もできてなかったし……フラフラするなよって、呆れられちゃった？

　無言でいる間、そんな考えばかりが頭を巡った。そして泣き出しそうになるのを我慢して、ますますなにも言えなくなる。

　エレベーターが四階に到着した。ここでもまだ手を引かれ、廊下を進んでいく。

　そうしてやってきた、彼が借りている部屋。靴を脱いで一歩足を踏み出したとたん荷物ごと抱き上げられ、思わず小さな悲鳴を上げた。

「ひゃ……っえ、なに……っ!?」

　突然の浮遊感に慌てて目の前にあった首へとしがみつき、大智くんに問う。

　返事はなく、彼はわたしをお姫さま抱っこしながら、無言でまっすぐ寝室に向かった。いつもより乱暴にベッドの上へ落とされて、スプリングが軋む。

　仰向けで呆然とするわたしに、大智くんはためらいなく馬乗りになってきた。

「大智くん……？」

　おそるおそる名前を呼ぶと、親指の腹で頬を撫でられた。

　目を細めた彼が、そこでようやく口を開く。

「あなたが……あの小田とかいうクズ男に触られているのを見たとき、怒りで頭が沸騰しそうになりました」

「え……」

　思わぬ告白に目を丸くする。

　あのとき大智くん、そんなふうに思ってたの？

　言葉を続けられずにいるわたしの左手を取って、手のひらを自分の頬に当てる。その目がいつになく不安そうに揺れている気がした。

「柊華さんは、魅力的な人だから……いつどこで他の男にさらわれるか、気が気じゃない」

「そ、そんなこと」

「ないって、言えますか？　俺以外の男を好きになって、ソイツがあなたを奪っていくこともないって？」

　わたしの言葉を遮り、大智くんがいつになく早口にまくし立てる。その間もずっと、わたしの手をきつく握りしめたまま。こんなに余裕がない表情の彼を見るのは、あの告白のとき以来かもしれない。

「……俺のことを好きでいてくれている間は、せめて、他の男におとなしく連れていかれそうになったりしないでください」

　懇願するように吐き出され、胸がときめいた。

「この目も、唇も、指先も」

　ささやかれた場所すべてに、彼の唇が落ちる。そうして、まっすぐわたしを射抜いた瞳の中に、どうしようもない渇望と情熱を見た。

「全部今は、俺のものです」

　大智くんの声がわたしの耳に届いて、そこから身体全体にビリビリと熱が広がる。知らないうちに瞳が潤んで、吐息も熱くなった。

　わたしだけが振り回されてる、なんて。そんなこと、なかった。わたしが感じていたのと同じように、大智くんも不安とか焦りとか、感じてたんだ。

「……大智くん、わたしと小田さんが一緒にいるのを見て、慌てた？」

　抑えきれないうれしさを隠すように、小さく訊ねる。

　すると大智くんは、不機嫌に眉を寄せた。

「それは……そうです。俺の位置からだと、自分からついていっているようにも見えたので」

　不謹慎とはわかっていても、無表情を崩して答えるその様子がまたわたしをうれしくさせる。思いきって、また質問を重ねた。

「あと……あとね、大智くん。ほんとは、ずっと聞いてみたかったんだけど……」

　言いながら、そっと彼の首元に片手を伸ばす。

「前、わたしの同期の梶谷が本社に来たことあったでしょ？　あのとき大智くん……嫉妬、してたの……？」

「……ずいぶん懐かしい話をするんですね」

　つぶやいて、珍しくバツが悪そうな顔をした大智くん。

　早く答えがほしいわたしは、ねだるように彼の首筋を撫でた。

　ひとつため息をつき、開き直ったらしい彼が据わった目をしてわたしの指を自分のそれで絡めとる。

「いけませんか？　俺は、あなたに近づく男全員に嫉妬してますよ」

　不満げに響いたその言葉を聞いた瞬間、つい笑ってしまった。

　それが気に食わなかったようで、捕まえたわたしの手のひらにきつく吸いつかれる。ぴく、と肩を揺らせば、ついでとばかりに親指の付け根を噛まれた。

　自分の嫉妬を知られて、恥ずかしいんだろうか。わたしは、うれしいのに。

　そう思いながら、空いていた左手を彼の首に回して引き寄せた。

「大智くん、わたしだって嫉妬してたよ。こないだ会社のエレベーターのところでしゃべってた他よ所その会社のコ、ほんとにただの友達？」

「他所の……って、カガミ化学工業の？　友達ですよ。あの人、大学のときからずっと付き合ってる、目も当てられないほどラブラブな彼氏いますし」

　いとも簡単に返された言葉に安堵しつつ、さらに問いかける。

「でも、ごはん行こうとか、言ってたでしょ？　あれからふたりで行ったりしたの？」

「ふたりじゃなくて、他にも友達を何人か集めて先週行きましたけど」

「そっかあ……」

　今度こそ腑ふに落ちて、ふにゃりと破顔した。

　なんだ、ウジウジ悩まなくても、こうやって聞いておけばすぐ安心できたんだ。バカだなわたし、なにを勝手に不安がっていたんだろう。

　こちらの嫉妬にも気づいたからか、さっきまでの不機嫌オーラはどこへやら、大智くんもどことなくうれしそうだ。ちゅっと軽く口づけてきたかと思うと、太ももを不ふ埒らちな手つきで撫でてくる。

「いい？」

「……ダメって言っても聞かないくせに」

「よくわかってますね」

　唇を尖らせるわたしに小さく笑みを浮かべ、今度は本気のキスを仕掛けてきた。

　とろけそうなその深いキスに溺れていると、息継ぎの合間に彼がささやく。

「早く、瑛奈さんの結婚式の日になってほしいですね。今日買ったドレスを夜にこの手で脱がすのが、今から楽しみで仕方ない」

「っん、よ、邪すぎる……っ」

「そうですか？」

　悪びれもせず話す彼に呆れながらも、その言葉が嫌ではない自分もいる。結局のところわたしは、彼がすることならなんでも許してしまえるのかもしれない。

　長いキスはまだ終わらない。

　圧倒的な多幸感に酔いしれながら、夜は更けていく――。
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あとがき




　はじめましての方もそうでない方もこんにちは、春川メルです。

　私にとっては二冊目となるベリーズ文庫、『冷徹なカレは溺甘オオカミ』をお手に取っていただきまして、ありがとうございます。まさかの二冊目にふわふわした心地のまま、あとがきをお送りいたします。

　ちょっと変わった経緯を持つこの作品は、ベリーズカフェ発の電子コミック誌【comic Berry's】にて、タイトル『私のハジメテ、もらってください。～始まりは業務命令～』、蒼乃シュウ先生作画のコミカライズを経て、今回の文庫化に至りました。

　本当にもう、この作品に関わってくださっているいろいろな方面の方々へ感謝の気持ちでいっぱいです。どの方向へも足を向けて寝られません……。

　連載中のコミカライズも毎話、キャラクターの表情豊かに、ドキドキする展開に仕上げていただいています。よろしければぜひ、そちらもご覧になっていただけるとうれしいです。

　本作の原題は、まんま『ハジマリは業務命令』。少しおとなしめな雰囲気の長編をサイト上で連載していた当時、息抜きに〝ちょっと特殊なキッカケから恋が始まるオフィスラブコメが書きたい！〟とふと思ったことで、この作品は生まれました。

　美人と見栄っぱりな性格が災いして恋愛から遠ざかっていたＯＬの柊華が、無表情＆毒舌後輩男子・印南くんに振り回されながらも恋に落ちていく。このふたりの主人公はとても書きやすくて、始終楽しく勢いのままに執筆していたことを覚えています。

　この本を手に取ってくださったあなたにも、あのとき自分が感じていた楽しさを少しでもお届けできればいいなぁとひたすら願うばかりです。

　今回の文庫化にあたり、たくさんの方のご尽力をいただきました。担当の増子さまをはじめ、作中のワンシーンであるドキドキな表紙を描いてくださった一歌さま、編集協力のヨダさま。そしてこの本に携わってくださったすべての方々に、この場を借りて深く御礼申し上げます。

　最後になりますが、見栄っぱり＆意地っぱりな柊華とわかりにくくも実はオオカミな印南くんの、ちょっと特殊な恋の行方を見守ってくださったすべての読者さま。本当に、ありがとうございます。この作品がほんのひとときでも、あなたの心を楽しくときめかせるものでありますように。
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